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    Ａｖａｎｔ‐Ｔｉｔｌｅ：フォークールアフターの胎たい動どう。


    



    　さあ、惑星ユーマエルの民よ、歓喜せよ。心震ふるわせよ。


    　最高最後のエンターテイメントを目撃せよ。


    



    　これより、地球は滅亡する。


    



    　炎に蹂じゆう躙りんされ尽くし、取り返しのつかない有様となった世界を見て、それでもまだ希望を懐いだく者は絶無であろう。


    　煉れん獄ごくの中心で微笑ほほえむは、太陽の女神。


    　かつてこの地球を守り抜いた守護者、魔ま星せい少女レイアーソル。


    　愛する故郷を……母なる地球ほしを己おのが炎で焼き尽くし、彼女は満足げに笑う。


    　レイアーソルの周りには──彼女の仲間だった少女たちが、そして好敵手だった少女たちが、揃そろって力無く倒れ伏していた。


    　武装は砕けて地面に散らばり、彼女たちがまとう星衣類スタイルもボロボロに破れている。


    　魔星少女の総力を結集しても、レイアーソルただ一人に歯が立たずに敗北したのだ。


    　レイアーソルは倒れている少女たちの中から、レイアーテラへと視線を落とした。


    　大きな胸が、呼吸で上下している。まるで誘っているかのようだ。


    　レイアーテラの前で屈かがみ、背中と地面の間に手を差し入れて上体を抱き起こす。


    　土と埃ほこりで煤すすけたその顔の、その唇くちびるの、なんと魅力的なことか。


    「……遥はるか……」


    　情欲に濡ぬれて紅あかく光る唇を、そっとレイアーテラの口くち許もとへと近づけていく。


    　懸命に顔を逸そらし、レイアーテラはキスを拒んだ。


    「やめて……先輩……」


    　震える声で、健けな気げに嘆願する。


    「どうして？　いつもキスがしたいって言ってたじゃない……。ね、しよ？」


    　そこにはもう、憧あこがれた先輩の面影はない。優しかった先輩の心はない。


    　キスに狂った淫蕩の悪魔サキュバスが、欲望の捌はけ口ぐちとして女を求めているだけだ。


    　全すべてを諦あきらめ、せめてもの抵抗で瞼まぶたを閉じるレイアーテラ。いつかしたキスのように、甘い夢に熔とけていくように目を閉じるのではない。辛い現実を受け容いれられなくなった末の、哀かなしい逃避。


    　瞼の端に滲にじむ雫しずくすら、この炎の地獄ではすぐに蒸発していった──。


    「──────むちゅっ……ん……………………はっ……!?!?!?」


    



    　掛け布ぶ団とんが天井まで飛ぶ勢いで跳ね起きる陽ひ奈な。


    　口くち許もとを手で押さえたのは、荒らげる息だけではなく、心も鎮めるため。


    　壁時計の短針は、ちょうど六を指している。いつもの睡眠サイクルから外れるほど、衝撃的な夢──。


    　しかも、今朝だけならたまの早起きで済まされるのだが──


    「何なのよ毎日毎日、こんなあり得ない夢……!!」


    　ここのところ、ずっとこの有様だ。


    　シチュエーションの手を変え品を変え──毎日、遥はるかといい雰囲気になる夢を見る。


    　一昨日の夢では、登校中に通学路の曲がり角で正面衝突してしまった拍子に遥を押し倒し、キスをしてしまった。


    　昨日の夢では、遥が突然東京の学校に転校することになってしまい、転校当日に空港まで追いかけて入場ゲートを潜くぐる直前で遥の手首を掴つかまえ、たっぷりと見つめ合った末にキスをした。ロビーの窓の向こうで、二人を祝福するように飛行機が離陸していた。


    　さすがに今朝見たような夢にまで行くと、マンネリ打破を考慮しても飛躍しすぎだが……憂慮すべきは、キスの積極性の変遷だ。


    　ハプニング。


    　お互い同意の上。


    　そして今日は、自分から無理矢理……。


    　日が経たつごとに、どんどん陽奈の方から強引に迫るようになっていく。


    　まるで、追いつめられていく自分の心を暗示しているかのようだ。


    　陽奈はベッドから降り、部屋の中を意味もなく早足で往復する。


    「っあああ……もう！　あーもう！　あ─────もう!!」


    　ついには込み上げる羞しゆう恥ちに耐えられなくなり、唐突にシャドーボクシングを始めた。


    　寝起きでも勇ましく鋭角を描く頭頂の二本のアホ毛も、心なしかファイティングポーズをとっているかのように見える。


    　この連日の淫いん夢む……もとい悪夢の原因に、陽奈は心当たりがあった。


    「……エクリプス化のせいで、遥との繋つながりが強まっちゃってるの……!?」


    　レイアーソル・アースエクリプスへの進化だ。


    　強敵・ディザスターネプルティアとの戦いで、陽奈は……レイアーソルは、初めて全力を解放。結果、魔ま星せい力りよくを制御できなくなり、暴走してしまった。


    　絶体絶命のその時、遥が自身の変身魔星紙片トランススターピースを託してくれたおかげで、陽奈は新たなる力に覚かく醒せい。見事ディザスターネプルティアを撃破した。


    　遥はるかの心が、陽ひ奈なの窮きゆう地ちを救ってくれたのだ。


    　ところがそのアースエクリプスになった少し後から、妙な夢を見るようになり始めたのだ。陽奈がこれを原因だと疑うのも無理はない。


    　毎日夢に見るほど、遥との心の繋つながりが深まってしまったのかと。


    　百歩譲って、夢を見るだけならいい。多少過激な点もあるが、それだけ遥に感謝しているのだと納得もできる。


    　より深刻なのは──異変が、夢を見るだけではないということだ。


    「……うう、どうしてこんな……」


    　陽奈は洗面所に駆け込み、冷たい水で顔を洗う。だが顔は熱を持ち、火ほ照てったまま。


    　夢を思い出し、鼓動が早はや鐘がねを打つ。


    



    　──陽奈はこの数日、無性にキスをしたくなっていた。


    



    　遥を見ても皇み月つきを見ても愛まな美みを見ても、ついキスのことを考えてしまう。これは由々しき事態だ。


    　タオルで顔を拭ふきもせず雫しずくを垂らしながら、陽奈は鏡に映る自分に語りかけた。


    「まさかとうとう、私にも魔ま星せい少女の力の副作用が……？」


    　皇月の話では、魔星少女に変身すると物もの凄すごい疲労に襲われるという。


    　遥はずっと疲れを押して戦ってくれているし、おそらくは愛美もそうだろう。


    　その疲労という当然のデメリットが、自分だけには全まつたく無かった。


    　他の魔星少女と違い、唯一これまでずっと余力を残して戦ってきたレイアーソル。


    　ディザスターネプルティアとの戦いで初めて全力を出したことがトリガーとなり、今まで無縁だった副作用に襲われ始めたのだとしたら──辻つじ褄つまが合う。


    　遥たちと症状が違うのは、自分は契約のキスで経パ路スを繋ぐ役目の魔星少女だからかもしれない。今のところ、愛するウマちゃんにこの衝動が向かない理由もそれで説明がつく。


    　あるいは──。


    　先日激闘を繰り広げた後の、ルーティアの言葉がリフレインする。


    



    『これからお前は思い知るのだ……魔星少女の末路。一年後の戦いフオークールアフターの恐ろしさをな』


    



    　魔星少女として正義の戦いを続けた末に裏切られ、悪に堕おちた少女の言葉だ。


    　負け惜しみにしては、あまりに真実味があった。


    　遥たちと違うもう一つの点は、陽奈はすでに一年の時を戦った魔星少女だということだ。


    　後遺症があるとして、魔星少女になってからの期間が長ければ長いほどより深刻なものとなるのは当然のことかもしれない。


    　これが、陽ひ奈なが思い知る「恐ろしさ」とやらなのだとしたら──。


    



    　ＵＭＡウーマ好きゆえ、陽奈はＳＦ映画やパニック映画を好んで観みる。だからこそ、最悪な結末にも自然と思考を馳はせる。フィクションの世界で、超絶の力がもたらすのは必ずしも幸福とは限らないからだ。


    　むしろ、人の域を超えた力は破滅をもたらすと、教訓や説教めいた話が紡つむがれることの方が多いくらいではないか。


    　超絶の力を得たことで、必ず何かしら大きな代償を背負うことになる。自分でも覚悟をしていたつもりだったが……。


    　一年の戦いを終え、今もなお戦い続けている自分にこの先待つのは、幸福か、破滅か。


    　遥はるかは……純粋な気持ちで自分を好きだと言ってくれている遥は、副作用で変わっていく自分を知ったら何と言うだろうか。


    「こんな悩み、一体誰に相談すればいいのよ……」


    　そして、どうやって乗り越えて行けばいいのだろう。


    　とにかく今は、皆に余計な心配をかけるわけにはいかない。


    『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』は、２クール目を迎えて早々にまたちょっとした問題に直面してしまっていた。


    　今日の放課後はみんなで、それについて話し合わなければいけないのだ。


    　陽奈は洗面台の鏡から視線を切り、無理矢理に気持ちを切り替えた。


    　足早に自室に戻ると、早すぎる登校の準備を始める。


    



    　しかし、あの光景は強引なキスのシチュエーションのための舞台装置だったのだろうが……炎に包まれた地球など、縁起でもない。


    　夢の中のレイアーソルは、まるで破壊神そのものだった。


    　もう二度と、自分を見失って力を暴走させたりはしない。


    　陽奈はそう、固く心に誓った。

  


  
    13ｔｈ：番組存続の危機！／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　魔ま星せい少女──。それは、星の加護ありて心の輝きを魔法と振るう、神秘の戦士ッス。


    　その最高位と謳うたわれるリフレイアは、宇宙にはびこる邪悪を浄化する正義の守護者ッス。


    



    　ごく普通の女子高生、星ほし上がみ陽ひ奈なは、超文明を誇ほこる惑星ユーマエルの使者・ウマちゃんの導きで、伝説の戦士リフレイア──太陽の魔星少女・レイアーソルに変身。


    　機怪大王メタリアーム率いる機き奇き怪かい會かいを、一年の戦いの末に完全壊滅させたッス。


    　しかし、この蒼あおく美しき地球を狙う脅威はそこで終わりではなかったッス。


    　二年目に地球に襲来したのは、生命に強制進化を促す悪の組織・エヴォリバースッス。


    　迎え撃とうとするレイアーソルだったが、彼女は重大な危機に直面していたッス。


    『私、星上陽奈は去年戦いすぎた……今はもう、レイアーソルに変身できる回数に限りがあるわ！　このままじゃ地球を守りきれない、どうすればいいの!?』


    　機奇怪會との激しい戦いのダメージで、レイアーソルは頻ひん繁ぱんに変身できない状態になっていたッス。そういう設定ッス。そこで、彼女が辿たどり着いた結論とは──


    『僕は惑星ユーマエルからやってきて、陽奈に魔星少女になる力を与えたウマちゃんさ！　陽奈、一緒に魔星少女の後継者を見つけよう!!』


    　この地球で、新たなる戦士を見つけることだったッス。そして見つかったッス。


    『私の中学の後輩、地ち平ひら遥はるかが二番目の魔星少女、レイアーテラになってくれたわ！　これからはあなたが……台詞せりふ忘れた、カンペ見せて……次世代の魔星少女として地球を守っていくのよ!!』


    『はいッス、先輩！　地球の平和は、この巨乳美少女・地平遥ちゃんが変身する巨乳魔星少女レイアーテラに任せて欲しいッス!!』


    　地球の魔星少女・レイアーテラは、レイアーソルを師匠とし、特訓に励んだッス。


    　エヴォリバースを迎え撃とうとしたレイアーテラの前に、悪の魔星少女カラミティーサタンが現れる。それは何な故ぜかというと、光あるところ、必ず闇やみがあるからッス。正義の魔星少女が存在するということは、悪の魔星少女も存在するのが宇宙の真理だからッス。そういう理屈で一つよろしくッス。


    　いきなり総戦力を投入するエヴォリバースを前に、星上陽奈は決断したッス。


    『エヴォリバースにカラミティーサタン……多勢に無勢ね！　今日は何とか変身できそうだから、本当はレイアーテラ一人だけでも勝てそうだけどお節介で私も一緒に戦うわ！　えっすごい、私が偶然見つけたＵＭＡウーマのガッタくんが武器に変形したわ超強そう!!』


    　先輩レイアーソルと後輩レイアーテラのタッグとＵＭＡのガッタくんの活躍で見事エヴォリバースを撃退し、再び地球に平和が戻ったがその翌週、新たなる悪の組織スポットライティアが襲来したッス。


    『よし、だったら僕たちももう一人仲間を増やそう！　……え、もうＡパート終わり!?　ヤバい時間がない!!』


    　仲間を増やすことになったッス。


    　ウマちゃんが指名したのが、ＹＯＵヨウ ＴＵＩＥＲチユーイヤという動画投稿者を生なり業わいとする少女、朔さく良ら皇み月つきッス。何やかんやで月の魔ま星せい少女レイアールナに変身したけど、彼女には秘められた思いがあったのだッス。


    『非情になりきれないあなたたちでは、この地球を守ることはできません。私・朔良皇月は、レイアーテラに変身できるようになりましたが、安易にレイアーテラたちの仲間になることをよしとせず、独自のやり方で地球を守る方法を模索します。私の武器はアルテミアローです』


    　カラミティーサタンの瞳ひとみに正義を見た皇月は、一時的にとはいえなんと悪の魔星少女に協力してしまったッス。そしてそれ以降、彼女は正義と悪の狭はざ間まで揺れ動いているッス。


    　絶体絶命の危機ッス。だがまたしても先輩後輩のタッグ大活躍。偶然陽ひ奈なが見つけてきたＵＭＡウーマのケセりんも、やはり武器に変形したッス。見事スポットライティアを撃退。したのだがすぐに新たな敵組織、悪の音楽集団ヴァンド・エイドが、地球に魔の手を伸ばしたッス。


    『よし、だったら僕たちももう一人仲間を増やそう！』


    　仲間を増やすことになって、そして見つかったッス。


    　ウマちゃんが指名したのはラノベ作家志望の少女、美み金かね愛まな美みッス。


    『マナはレイアーヴィナスに変身してたまに戦うぞ！　毎回は戦わないんだー、だってマナは敵の力の分析とかが得意なサポート役だし!!』


    　金星の魔星少女レイアーヴィナスを仲間に加え、今度こそ盤ばん石じやくかと思われた地球の魔星少女たちの前に、カラミティーサタンの上司にして究極の悪の魔星少女、ディザスターネプルティアが降臨したッス。こいつ超強いッス。何な故ぜかというと、変身魔星紙片トランススターピースを二枚使うからッス。


    　しかも運悪く、今までの無理が祟たたって、レイアーソルに危機が訪れるッス。全力を出そうとしたけど、その強大な力を制御できなくなって、自身が火だるまになってしまったのだッス。


    『暴走した先輩に私・レイアーテラが自分の変身魔星紙片トランススターピースを貸してあげたおかげで、レイアーソルは、アースエクリプスにパワーアップしたッス。そしてまた偶然見つけてきたＵＭＡのモケーがバイクに変形して、先輩を乗せてすごいスピードで走って、色々悲しい過去を持っているらしいディザスターネプルティアを撃退したッス!!』


    　悪に終わりはない。これからも地球は狙ねらわれ続けるだろう。戦え、地球の魔星少女たちよ、レイアーテラ地球の未来は君に預けたぞ!!


    　よっしゃ何とか尺に収めたッス!!


    
      次回に続く

    

  


  
    　──以上が、『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』の一四話である。


    



    　ディザスターネプルティアとの戦いから二週間。


    　陽ひ奈なのマンションのリビングには、陽奈とウマちゃんと遥はるか、そして皇み月つきと愛まな美みの全員が揃そろい、テレビに最新回の録画を映して鑑賞会……いや、反省会をしていた。


    　最新回である一四話は──やむにやまれぬ事情から、総集編となってしまった。


    　これまでの映像を流用し、世界観を説明する遥のナレーションと、陽奈たちの台詞せりふを新録して編集。１クール目の内容を、三〇分に凝縮したものとなっている。


    「視聴率はかなり微妙だったよ……そりゃそうかハハハハハハハハハハハ……」


    　ウマちゃんはそのサインペンで書いたような黒い瞳ひとみを白目に染め上げ、端的に総括。いつものようにテーブルの上にノートＰＣを置いて、皆に見えるように視聴データを表示する。


    　視聴率は、先週比で微減という結果だ。


    「ウマちゃん、今回の話めちゃくちゃわかりづらい……」


    「演者が可愛かわいいってとこしか見所がねーッス」


    　陽奈、遥が立て続けに辛しん辣らつな感想を繰り出す。皇月に至っては、もはや画面すら見ず、リビングの隅で皆に背を向けて何やら作業をしていた。


    「じゃあ僕も言わせてもらいますけどね！　遥、君はナレーションやる時ぐらい語尾を何とかしてくれよ！　滑かつ舌ぜつはいいのにすっごい聞き取りづらくなってるよ!!」


    　ウマちゃんも負けじと反論する。


    「尺に収めるのにどんだけ苦労したと思ってんスか、あれこれ情報ブチ込みすぎッスよ!!」


    　今回ばかりは遥の意見が正しい。それを援護したのは、番組制作の脚本担当だった。


    「そーだよ、マナはもっと尺に余裕ある脚本書いたのにー！　けっこう変わってるー!!」


    　愛美が書いた脚本段階では、もう少し情報を取捨選択したものだった。それが遥に「はいこれ読んで」と渡される稿になるにあたって、かなり文字数が増やされていたのだ。


    「だってせっかくの総集編なんだから、ここから番組を観み始める人が作品の良さをわかってくれるよう、できるだけたくさん情報を詰め込みたいじゃないか!!」


    　逆ギレ気味に言い訳するウマちゃん。その熱意は素晴らしいが……空回りしてしまったおかげで、初めて観る人は余計にどんな番組か理解できない散々な内容になってしまった。


    「そのくせ、魔星少女はキスがきっかけで誕生するっていう一番大事な情報がスルーされてるッス！　そこは先輩と私で、新規映像を撮って入れるべきだったッス!!」


    　遥の唐突な発言に敏感に反応し、身体からだを強こわ張ばらせる陽奈。


    「ほえー？　何の脈絡もなく女の子同士でちゅーしたら、視聴者びっくりするじゃん」


    　首を傾かしげ、ハテナマークを浮かべる愛美。肩下に柔らかく垂れるポニーテールが、ふわりと揺れた。


    「んなあああああああんでそこは常識的なんスか!?　魔ま星せい少女にとっては脈絡があるんスよ！　そもそもマナっちは女の子同士のちゅーも許容できないのに作家になるとか、ラノベ業界舐なめんじゃねーッスよ!!」


    　読者と呼ぶにも微妙な立場でありながら、遥はるかはラノベ業界のなんたるかを語る。


    「舐めてるのはマナみたいな美少女に受賞させないラノベ業界の方だぞー!!」


    「ねー先輩！　ちゅーしなきゃ駄目ッスよね!?」


    　急に自分にとってタイムリーな話題を振られて動揺し、陽ひ奈なは煮え切らない答えを返す。


    「ど、どうかな……説明が必要なら、見せた方がいいかもだけど……」


    　陽奈のしおらしい反応に目を丸くして、言葉を失う遥。


    　そんな様子には気づかず、陽奈は苦悩する。


    



    　やばい。必死に忘れよう、考えないようにしようとしているのに、日常のちょっとした会話で思い出し、意識してしまう。


    　誤解を恐れずに言うなら──ムラムラする。誰でもいいからキスがしたい。


    



    　いつもなら、あの総集編の内容にはもっとガツガツ意見申し立てていただろう。


    　ウマちゃんと自分が相思相愛という最重要情報が描写されてない、と憤いきどおっていたはずだ。

  


  [image: ]


  
    　だが今はこの忌いまわしい衝動を抑えるのに手一杯で、当たり障さわりのない意見しか言えない。


    　憎い。ウマちゃんへの甘い恋心さえ塗り込めて煮えたぎる、このムラムラが憎い。


    　今まで遥はるかがしたいしたいとせがんでも断ってきたのに、今さらどの面つらを下げて自分から「何かムラムラするからキスしよっか」などと言えるのか。


    　先輩としての沽こ券けんに関かかわる。


    　どうせ遥はすぐに強引にキスしようとしてくる。現にここ数日も何度も迫られたが、ついいつもの条件反射で回避してしまっただけだし。


    　次は意識して、遥が迫ってきたら受け容いれよう。


    　本当は駄目だけど、仕方なく、後輩への労ねぎらいだからという雰囲気を出しまくって。


    「だ、大丈夫ッスか先輩？　何かぼーっとしてるけど……」


    「風邪だったら無理しないで休んでいなよ、会議は僕たちでやるからさ」


    「え、そう見える？　何だろ、ウマちゃん成分が不足してるのかな……？」


    　遥とウマちゃんに心配され、陽ひ奈なは慌てて否定する。そしてウマちゃんを抱く。強く抱く。


    　番組制作がまたバタバタしてきているこんな時に、不調だなどと言ってはいられない。


    



    　そもそも何な故ぜ今回、突然総集編が差し挟まれることになったのか。


    　その原因は、陽奈たち正義の魔ま星せい少女ではなく、悪のカラミティーサタン側にあった──。


    



    　　★


    



    「……はぁ……」


    　カラミティーサタンの悩ましげな吐息が、宇宙船のコックピットに染み渡る。


    　ただの溜ため息いきにさえ、艶なまめかしさが垣かい間ま見みえる。彼女の貌かおには、疲労が色濃く滲にじんでいた。


    　コックピットの操縦席に腰掛け、カラミティーサタンは天球型の窓を見ていた。その先に広がる、無限の大宇宙を。


    　コックピットの出入り口のドアがスライドする。


    　面倒そうに出入り口へと振り返るカラミティーサタン。そこには、全身黒ずくめの少女が立っていた。


    「お疲れだな、サタン」


    「ちっ、すっかり開き直ってそのナリでご登場かよ」


    　少し前まではウマちゃんが恋い焦がれる後輩ＡＤ──同じ馬型宇宙人のウマ子として活動していた、悪のプロデューサー。ルーティアだ。


    　正体を明かした今は、今までのようにウマ子ではなく人間体であるこのルーティアの姿で現れることが多くなっていた。正確にはこちらが彼女の本当の姿なので、これまでカラミティーサタンを欺あざむいていたことになる。


    　我われ関せずとばかりに、ルーティアから顔を背そむけて深々と座り直すカラミティーサタン。


    「んー……？」


    　ルーティアはカラミティーサタンに歩み寄り、首筋に顔を近づけると、すんすんと鼻を鳴らした。泡を食って座席から飛び上がるカラミティーサタン。


    「ば、馬ば鹿か、嗅かぐな！　さっきトレーニングしてから、まだシャワー浴びてねえんだよ!!」


    「やはり鍛錬をしていたのか。お前の汗の匂においは嫌いではないが」


    「やめろ、気色悪ィ！」


    　悪びれずに微笑ほほえむルーティアに、カラミティーサタンは心底嫌いやそうに吐き捨てる。


    「いいや、汗は懸命に仕事をした社会人の勲章だ。それを忌避するのは、何一つ真剣に打ち込むこともできない半端者だよ」


    「はん、上う手まく言いくるめようとしやがって……！　社会人の前に、あたしは女だ！　汗なんて褒ほめられたかねーよ!!」


    　カラミティーサタンは空手で宙を薙なぎ、苛いら立だちを示す。


    「それより、新しい組織の合流はまだかよ！　地球に攻め込むにしても、あたし一人でどうにかなるもんじゃねえぞ!?」


    　先のアイドル決戦で自身も魔ま星せい少女であることが発覚したルーティアだが、彼女の本来の業務は悪の魔星少女であるカラミティーサタンのプロデューサー。彼女の地球侵攻をバックアップする役割であり、それは正体が露見した今も変わらない。ルーティアはこれまで、悪の組織を仲介するエージェントとしても立ち回ってきたのだ。


    「〝業務提携〟の募集への申し込みは、一件もなかったよ。今や我われ々われと共に地球の魔星少女リフレイアたちと戦おうという悪の組織は、皆無だ」


    　その辣らつ腕わんプロデューサーのルーティアが、完全に匙さじを投げるしかない現状。


    　カラミティーサタンも、「何な故ぜだ」とは食い下がらなかった。


    　理由は一つしかないからだ。


    「レイアーソルの強さが、宇宙に轟とどろいてしまっているようだな……」


    「そりゃそうだ。あんたもとんでもねえ強さだったが、レイアーソルはパワーアップして更にその上を行きやがった。今のあいつに勝てる奴やつなんざ、この宇宙中探してもそうはいねえよ」


    　唇くちびるを噛かみしめるカラミティーサタン。幾度敗れようともレイアーソルに挑戦してきたマオン──カラミティーサタンだが、アースエクリプスという強化形態に至ったあの強さを目まの当あたりにしては、慎重にもなる。


    「そのとおりだ。もはやあの地球は……手を出したが最後、必敗を宿命づけられる難攻不落の要よう塞さいと化している。──ただ一人の少女の存在によってな」


    　ウマちゃんがこの度総集編の英断に踏み切ったのは、「戦うべき敵が来ない」から。


    　つまり、カラミティーサタン側の深刻な戦力不足にあった。


    　地球に送り込む尖せん兵ぺいが──協力関係を結ぶ組織がいないのだ。


    　地球侵略が最大の目的、絶対的な〝悪〟である彼女たちが、何な故ぜ惑星ユーマエルの娯楽番組である『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』の放映に一喜一憂するのか。


    　惑星ユーマエルは、ただぬいぐるみ生物が住まうだけの愉快な惑星ではないからだ。


    　彼の星は宇宙核コスモコアと呼ばれる宇宙の要であり、この惑星に生きる生命が衰弱すると、それに連動して宇宙の存在そのものまで不安定となる恐るべき特性を持っている。


    　これを知るのは悪の魔星少女カラミティーサタンたちだけであり、ユーマエルの住人であるウマちゃんですらこの事実を知らない。ウマちゃんは科学の発展で生活が豊かになりすぎて逆に活気がなくなった故郷を、楽しいエンタメで救おうと考えているだけなのだ。


    　しかしその実、この番組が惑星ユーマエルに与える影響に、全宇宙の存亡がかかっている。


    　カラミティーサタンたちもまた生きるために戦っているのであり、これら裏の真実を知らずに学生ノリで番組制作に携たずさわっている陽ひ奈なたちを憎むのは、当然のことだった。


    「……今週の放送分は総集編で乗り切ったようだが、クールの節目だからできる妙計だ。二週は続けられん……」


    　ルーティアは掴つかんだ情報を伝えるが、彼女たちにとってはたった一週、たった一回が首の皮一枚で繋つながったに過ぎない。


    　どれだけ凝った作りだろうと、総集編は総集編。視聴者が受け容いれるにも限度がある。


    「このままじゃ、一年保もたずに番組が成り立たなくなっちまう。そうなったら……」


    　カラミティーサタンが握り締めた拳こぶしには、焦りと、何よりも屈辱が滲にじんでいる。


    　お遊び同好会、素しろ人うとの寄せ集めと蔑さげすんできた陽奈たち地球の魔星少女に、もはや手も足も出ないこの状況。


    　自分の至らなさで宇宙の破滅を迎えるなど、プロとしての矜きよう恃じを胸に邁まい進しんしてきたカラミティーサタンにとっては耐え難い恥辱だ。


    　悪の組織が不在ならば、自分たちが出撃するより他に手立てはない。


    「とりあえず、急場凌ぎをしてくるか……次の回のためにな」


    　ルーティアは踵きびすを返し、コックピットの出入り口へと向かった。


    「待て、あたしが行く。そもそも現場に出張るのは、あんたの仕事じゃねえだろうが」


    　引き留めるカラミティーサタンへ、ルーティアは手に握り締めた物をかざして見せた。


    　───黒き魔ま星せい変換器、プロトチェンジャー。


    　ルーティアの変身デバイスだ。


    「おいそれ、レイアーソルにブッ壊されたはずじゃ……」


    「貴重品とは言ったが、一つしかないと言った覚えはないぞ」


    「あんた……また変身するつもりか!?」


    「急場凌しのぎだと言っただろう？　私はそう何度も気軽に変身する力が残っていないのでな……このプロトチェンジャーを使った魔ま星せい術じゆつで、小細工を弄するだけだ」


    　怪け訝げんそうに立ち尽くしていたカラミティーサタンだったが、程なくルーティアの後を追ってコックピットを出た。


    



    　　★


    



    　あらためて一四話の鑑賞を終え、会議の議題は「今週をどう乗り切るか」についてだ。


    「総集編が普段の回より視聴率良かったらそれはそれで問題だけど、これでもう一度総集編をやるのは危ないとわかったね」


    　ウマちゃんの危き惧ぐに、遥はるかも大きく頷うなずいて同意する。


    「敵が地球に来なくても、番組は一週たりとも休むわけにはいかないッスからねー」


    　悪に頼るなど言語道断。地球の魔星少女たちだけの力で、面白い番組を作り続けていかなければ。


    　敵組織の早期撃滅。敵魔星少女の完全撃退。


    　これは本来、侵略から世界を守る戦いをしている陽ひ奈なたちからすれば、理想的な展開だ。


    　しかし、自分たちの戦いを番組放送し、惑星ユーマエルに活気を与えなければならない魔星少女にとっては悩ましい点でもある。


    　遥たちが議論している一方、皇み月つきは一人静かに、皆に背を向けて座ったままだ。


    「皇月？」


    　気になって呼びかけるウマちゃん。


    　こっそり回り込んで様子を窺うかがうと、皇月は嬉うれしそうにおもちゃをいじっていた。惑星ユーマエルで発売されたばかりの、レイアーヴィナスの専用武器・ルシファーズタイパーだ。


    　ケイン、ハンマー、タイパーの三モードの変形を繰り返したり、流れる音声のパターンを次々に試したりと、実に楽しそうに遊んでいる。


    　その光景の、なんと微笑ほほえましいことか。


    　陽奈、遥、ウマちゃん、愛まな美みまでもが、天使の戯たわむれがもたらす聖なる光に中あてられ、顔面を弛し緩かんさせまくっていた。


    「きゃわゆいッスねえ……小っちゃい子趣味はねーッスけど、みつきちを見てるとそーゆーのに目覚める気持ちはわかるッス」


    「理解できるだけに留とどめておきなさい……ストーカー趣味だけでなく、その上小っちゃい子趣味に目覚めたら、月の裏側までブッ飛ばすしかなくなるわよ」


    　しかし、陽奈も遥の意見には強く同意する。皇月はきゃわゆい。


    　なんだったら、おもちゃに夢中で気づかないだろうからキスしようかなという邪念が頭を過よぎったほどだ。


    「！」


    　いくら追いつめられているからといって、こんな、いつもの遥はるかのような思考を……。


    　陽ひ奈なは慌ててかぶりを振り、さらに頬ほおを両手で叩たたいて気を引き締めた。


    　響く快音におもちゃから顔を上げた皇み月つきが見たものは、自分に集中する視線だった。


    「……!?　な、なんですか皆さん、揃そろって私を見て……不快です……!!」


    　頬を赤くして眉まゆを顰ひそめる皇月。陽奈たちの胸から〝きゅん〟という擬音が聞こえるようだ。


    「皇月ー、おねーさんがルシファーズタイパーの使い方教えるぞー？」


    　愛まな美みは嬉うれしそうに近づき、後ろから皇月を抱き締めた。


    「これは実物ではなくおもちゃなのですから、説明書を見ればわかりますっ」


    　身をよじり、拒否感を示す皇月だが……どこか弱々しい。


    　愛美の無邪気なスキンシップに、陽奈は光明を見み出いだす。あれはいいテクニックだ。


    　皇月は素直ではないが、人との触れ合いを露骨に嫌いやがりはしない。頭を撫なでてあげると、顔はむすっとしていても、どこか嬉しそうに見えたりする。


    　後ろから抱きつき……頭を撫でてからなら、スムーズにキスに移行できるのではないか。


    　よほどこじらせた童どう貞ていでもそれじゃ駄目じゃねと疑問符を浮かべるような穴だらけのシークエンスだが、陽奈にとっては会心の策だった。


    　目を見開き、アホ毛を震ふるわせ、半笑いで、両手をわきわきさせながら皇月へとにじり寄る陽奈。オプションをフルカスタムされた不審者がそこにいた。


    「────だから、駄目だってば!!」


    　さすがは宇宙最強の戦士。すんでのところで強大な意志力で踏みとどまり、両手で頭を抱かかえてヘッドバンキングを乱打した。


    「先輩……？」


    　テンションがおかしい陽奈を心配する遥の眼前に、コスモチェンジャーが実体化。


    　浮遊したままディスプレイが発光し、敵性反応の探知を告げる。
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    「おおっ、敵が現れたんだね！　これで今週分は何とかなる……！」


    　敵が出現したことに安あん堵どするも、不謹慎だということに気づいて撤回するように咳せき払ばらいするウマちゃん。


    　これ以上敵が現れなかったらどうするか会議していた矢先に、これだ。相変わらずカラミティーサタンたちは、こちらの動向を読んで揺さぶりをかけてきているように思える。


    「喜んでる場合じゃねーッス！　とうとうレベルが一〇〇超えの敵が出てきたッスよ!!」


    　しかも、現れたのはかなりの強敵だ。コスモチェンジャーの液晶に表示された数字を、桁けたが一つ違うのではないかと何度も見直す遥はるか。


    「いや……高レベルの敵がエラー音声にならず正確に探知できたのは、君が強くなっている証拠だ、遥。自信を持って！」


    　不安を露あらわにしていた遥だが、ウマちゃんにそう力強く励まされたおかげで、吹っ切れたように頷うなずく。


    「おっしゃ、そんじゃ行ってくるッス!!」


    　遥の左手に青色の魔ま星せい力りよくが凝縮し、〝地球〟の変身魔星紙片トランススターピースが形作られた。


    　軽快な右腕のスイングとともに魔星紙片スターピースを二本指で挟み、胸の前で構える。


    　ウマちゃんの魔星術によって日常の様々なシーンが撮影されている魔星少女にとって、毎回の変身は貴重な〝見せ場〟だ。「画面映り」を大いに気にした大仰な動作で、遥はカバーを開いたコスモチェンジャーに変身魔星紙片トランススターピースをセット。
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    　コスモチェンジャーが、装そう填てんされた魔星紙片スターピースを電子音声で読み上げる。


    「スタートランス！」


    　叫ぶと同時、高々と頭上に掲げたコスモチェンジャーから、閃せん光こうが放たれた。
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    　鮮烈な輝きを迸ほとばしらせ、華麗にスカートを翻ひるがえし。波は濤とうのグラデーションを宿した美しき髪がたなびく。地球の魔星少女レイアーテラが、ここに変身を完了した。


    　皇み月つきと愛まな美みをチラ見するが、続いて変身する気配はない。相変わらずマイペースな追加戦士たちだ。


    　ひとまず自分が頑張らなければ、と軽く肩を落とすレイアーテラに、陽ひ奈なが歩み寄る。


    「……遥、これ持ってって」


    　背後のウマちゃんを気にしながら、陽奈はレイアーテラに何かを手渡した。


    「おおっ、これは…………いいんスか!?」


    　驚くレイアーテラの長なが袖そでを掴つかみ、手渡したものを隠すように袖の中に差し入れる。


    「敵がどんな奴やつだろうと、きっと盛り上がるわ……頑張ってね！」


    「オッケー、これで百人力ッス!!」


    　陽奈が出現させた疑似空間転移穴アナザアライヴアの中へ、意気揚々と身を躍らせるレイアーテラ。


    　無事現場へと向かったのを確認すると、ウマちゃんは陽奈に質問した。


    「陽奈、遥に何を渡したんだい？」


    「すぐにわかるわ！」


    　探知したレベルだけ見ても、遥はるかが戦った中でもかなりの強敵に属する今回の敵。


    　これを使わないで済むなら、それに越したことはないのだが──。


    



    　　★


    



    「そろそろ私も、自分で瞬間移動できるようになりたいッスねえ……」


    　場所は東京都心。


    　ワープアウトしたレイアーテラは、移動がいつまでも先輩頼りなのを気にかけながら……コスモチェンジャーの反応をカーナビよろしく使いこなし、敵の出現地へと走る。


    　陽ひ奈ながあまりにも軽々と使っているので錯覚してしまいがちだが、〝空間デイメンシヨン〟の魔ま星せい術じゆつの難易度は最上位レベルだ。


    　基礎の魔星術の習得に日々四苦八苦している遥では、まだまだ見果てぬ目標と言える。


    　夕方五時過ぎ──本来なら社会人が帰途につき始めているはずのオフィス街。


    　そこは悲鳴が木霊こだまし、人々が逃げ惑まどう惨状を呈していた。


    「宇宙怪人…………いや、あれは……!?」


    　悲鳴の先に漆しつ黒こくの悪意を視認する。


    　闘牛よりもさらに一回りは大きな黒い牡お牛うしの怪物が、そこにいた。


    　手当たり次第に周囲のものに体当たりし、激震を轟とどろかせている。


    　状況を呑のみ込めないレイアーテラに、ウマちゃんの念話による通信が届く。


    『遥、そいつは以前にディザスターネプルティアが繰り出してきた眷けん属ぞく、トーラス……本能の赴くままに暴れるだけが目的の怪物だ！』


    　見覚えがあると思ったら、やはりそうだ。


    「……ただの操り人形……こんなの単騎で送り込んでくるってことは、あいつらの戦力がすっからかんになったって予想が現実味を帯おびてきたッスね」


    　呑のん気きに会話をしている場合ではない。


    　本能の赴くままに……どころではない。汚れを探知して縦横無尽に床を動く自動掃除機のように、近くに何かがあれば問答無用で体当たりをするトーラス。


    　樹木だろうと、自販機だろうと、ビルのエントランスだろうと、だ。


    「……ちょ、ちょい待ち。こんなの作戦もへったくれもない、ガチの破壊活動ッス……！」


    　カラミティーサタンたちが地球侵略を目的としながらも必要以上に手荒な手段、野蛮な破壊行為に訴えなかったのは、彼女たち悪の魔ま星せい少女もまた番組を乗っ取るという大義があったからだ。『魔星少女リフレイアＳセカンド』のメイン視聴層は子供だ。血ち生なま臭ぐさい蹂じゆう躙りん支配を演出などしたら、それこそ番組として成立しなくなる。


    　レイアーテラは焦燥の一滴を頬ほおに伝わせながら、胸のコズミックオーブに手を触れる。


    　コスモチェンジャーのカバーを開き、引き抜いた武装魔星紙片アームドスターピースを装そう填てんした。
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    　天空から飛来した魔法の錫しやく杖じよう・クロノブラスターを力強く掴つかむと、頭上で勢いよく回転させ、ブラスターモードへと変形させた。


    　牡お牛うしの怪物の正面へ斉射、扇状に弾着して爆煙を巻き上げる。


    　逃げ遅れて近くにへたり込んでいる、スーツ姿のＯＬへと声を張り上げた。


    「早く逃げるッス！」


    　ややもすれば、自分が到着するまでに犠牲者が出ていてもおかしくはなかった。


    　トーラスは逃げるＯＬにも、自分を牽けん制せいするレイアーテラにさえ頓とん着ちやくせず、破壊を再開。


    　そして手近なビルの敷地内に入ってからは、いよいよ破壊規模が増大。ガラスのドアに大理石のオブジェなど、手当たり次第に蹂じゆう躙りんを重ねている。


    　あのままでは一階を丸ごと潰つぶし、発破よろしくビル全体を圧壊させかねない。


    「マジで何が目的なんスかこいつ、まるで──」


    『……まるで、ただ建物を破壊したいだけみたいだ。ルーティアたち……真まっ向こう勝負で敗北して、やけになっているのか……!?』


    　ウマちゃんの通信は、逼ひつ迫ぱくした自問でもあった。


    「ったく、今まではあの変態宇宙怪人どもに辟へき易えきしてたッスけど……あれの方がマシだとは思いもしなかったッス!!」


    　妙なこだわりやビジネス観、果ては性せい癖へき──十人十色のしょうもない持論を展開する怪人を疎うとんでいた。


    　しかし意思のない暴力の化身は、いざ相対するとこれほどまでに恐ろしいものか。


    　クロノブラスターをトーラスの臀でん部ぶに直撃させ、注意をこちらに向ける。そこでようやくレイアーテラを認識し、勢いよく突進してきた。


    　紙一重で避けるつもりが一呼吸遅れ、その鋭い角がレイアーテラの胸を掠かすめる。


    　星衣類スタイルから火花が飛び散り、レイアーテラはたたらを踏む。


    「ぐ……こ、このセクハラ牛、クッソ強いんスけど!?　先輩は鼻ほじるぐらい簡単に何体もブチのめしてたし、みつきちだって矢を刺すくらいはできてたのに……!!」


    　手で自慢の胸をさすりながら、得意の軽口にも余裕がない。


    （まさかカラミティーサタンの奴やつ、私じゃ勝てない敵を送り込んで先輩を引っ張り出すのが目的ッスか……!?）


    　間違ってもその予想だけは口にできない。自分を案じた陽ひ奈なが駆けつけてきてしまう。


    　引退を望んでいる陽奈に、いつまでも頼るわけにはいかない──!!


    　レイアーテラはクロノブラスターのグリップを逆さか手てに持ち替え、近接戦闘用のトンファーモードへと変形させた。
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    　相手が心無き魔獣ならば、駆かけ引ひきは無用。


    〝強化マイテイー〟の魔星紙片スターピースで攻撃力が増大したクロノブラスターを、トーラスの漆しつ黒こくの身体からだへと叩たたき込んだ。しかし渾こん身しんの一撃をまったく意に介さず、猛然と突進してくる。


    「ケロッとしてるッス!?」


    　レイアーテラは間一髪でその鼻先をクロノブラスターで殴りつけ、反動を利用して回避。


    　……する、つもりだったのだが──


    「ッ……うあっ……!!」


    　逆に、錐きりもみ状にかち上げられるレイアーテラ。


    　膂りよ力りよくに差がありすぎる。走行する自動車の前に立ちはだかり、金属バットで打ち返そうとするようなものだ。バットは無事でも、振るった人間は無事では済まない。


    　受け身も満足に取れず、地面に強したたかに打ちつけられる。力無く舞い上がった長い後ろ髪が、砕けたアスファルトの欠片かけらを巻き込んでレイアーテラの顔に振り落ちた。


    「か、はっ……」


    　念話が騒々しい。ウマちゃんと陽ひ奈なと愛まな美みが焦り、同時に色々喋しやべっているようだ。


    　レイアーテラはこの窮きゆう地ちにあって、逆に不敵な笑えみを浮かべた。


    「おあつらえ向きの絶体絶命ッス……こんな時こそ、先輩が貸してくれたこの力で！」


    　オーバーアクションで胸の谷間から取り出したのは──レイアーソルの変身魔星紙片トランススターピースである、〝太陽〟の魔星紙片スターピース。これこそが、出がけに陽奈が託してくれた奥の手だ。


    　強敵ディザスターネプルティアとの戦いの中、レイアーソルはコスモチェンジャーの第二スロットに遥はるかの託した〝地球〟の魔星紙片スターピースを装そう填てんすることで、新たなる力・アースエクリプスを引き出した。


    　今度は逆に自分の変身魔星紙片トランススターピースを遥に託し、彼女の覚かく醒せいを促そうというのだ。


    「今こそ見せてやるッス、レイアーテラの新たな力を!!」


    　口上も決まり、レイアーテラが〝太陽〟の魔星紙片スターピースを装填した直後。


    　コスモチェンジャーが、不穏な紫電を迸ほとばしらせ始めた。
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    「あれ、なん……であだだだだだだだだ!!」


    　得体の知れないエラー音声が響き、レイアーテラの身体からだ中を高圧電流が流れるような痛みが襲う。


    「わ、私じゃエクリプスフォームは使いこなせないってことッスか……!?」


    　奥の手が封殺されながらも、すぐに思考を切り替える。


    「ええい、とりあえず足止め……！　青森っ子には馴な染じみ深い魔ま星せい術じゆつを見せてやるッス！」


    　新たに出現させた魔星紙片スターピースには、吹雪ふぶきのような紋様が描えがかれている。
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    　クロノブラスターをロッドモードに変形し直すと、穂先の砂時計型のシリンダーが発光。


    〝凍結フリーズ〟の魔星術を放射した。


    　地面が広範囲にわたって凍結し、ただ爆走していただけの牡お牛うしは憐れ滑って転倒。


    　その勢いのままにカーリングのストーンのように地面を滑走し、果てにビルの壁に轟ごう音おんと共に激突した。


    「点数円サークルの外に出たから、〇点ッスね!!」


    　レイアーテラはようやくの手て応ごたえに、なんとかゆとりを取り戻した。


    『すごいじゃない、遥はるか！　新しい魔星術使えるようになったのね！』


    「先輩へのセクハラに使えそうな魔星術は、覚えも早いんスよ！」


    　遥は陽ひ奈なの動きを拘束するための魔星術を探していて、この〝凍結フリーズ〟と巡り会った。


    　基礎の魔星術の習得に日々四苦八苦している──だが、それは決して無駄ではない。


    　番組にして一クール、三か月の間、遥は地道な自主鍛錬を続けてきた。


    　使える魔星術は、着々と増えているのだ。
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    　その時、空に響くように魔星術の発動音が聞こえた。この壊れたオーディオプレイヤーのような電子音声は、以前ディザスターネプルティアの魔星術で聞いたことがある。


    　近くに術者がいるのか、とレイアーテラが周囲を見渡すが、逆にその索敵行動が致命的な隙すきを生み出してしまった。


    　本能的に危険を感じて振り返るも、時すでに遅し。牡牛とは別の黒い生物が、回避不可能なまでに肉薄していた。


    「黒い……羊!?」


    　武器で威力を殺すこともできず、強力な突進チヤージを背中に受けて地面を転がるレイアーテラ。


    　完全なる不意打ち。しかも、一瞬の気の緩ゆるみをつく姑こ息そく。


    「……こ、の……そこまです、る……」


    　トーラスほど力はないが、それでもまともに受けたダメージは甚じん大だいだ。


    　傲ごう然ぜんと邪悪な目を向けるのは、漆しつ黒こくの羊。トーラスと比して丸みを帯おびた身体からだだが、逆に二本角はより巨大に逆巻いている。羊は悪魔の化身とされることもあるが、この局面においてはまさに絶望的な魔そのものだった。


    　さらには凍結魔ま星せい術じゆつで転倒したトーラスまでもが、緩ゆるやかに起き上がってくる。


    「牛に、羊に……星座一二匹揃そろえてカレンダーでも作る気ッスか、あの真っ黒女……」


    　クロノブラスターを杖つえ代わりにして立ち上がる。


    　今度という今度こそ絶体絶命のレイアーテラの耳に、頼もしきコスモチェジャーの電子音声が新たに聞こえた。
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    「とーっ！　マナさんじょー！」


    　天空から急墜する黄色の閃せん光こうが、漆黒の胴体に直撃する。


    　果敢なファーストアタックで見事エアリズを後退させ、着地したのは──ルシファーズタイパーを手にした金星の戦士、レイアーヴィナスだった。


    「苦戦してるみたいだから、助けに来たぞっ!!」


    「最初っから一緒に来てくれりゃもっとありがたかったんスけどねえ!!」


    　毒づきながらも、レイアーテラの面おもてに安あん堵どが浮かぶ。


    　レイアーヴィナスはルシファーズタイパーをタイパーモードに変形して左腕に装着、トーラスとエアリズの分析を始めた。


    「うーん、やっぱこいつら魔ま星せい力りよくのカタマリみたいだぞ。宇宙怪人と違って、ちょっとのダメージじゃひるまないと思う」


    　倒れるまで叩たたくしかないということだ。


    　さらに分析を進めるレイアーヴィナス。メインの画面に重なるように開いた拡大ウィンドウに、トーラス、エアリズの角がそれぞれ強調表示された。


    「角！　どっちも頭の角に魔星力が集中してる！　あれが全身に血を送る心臓みたいなもんだよ!!」


    　ちゃんと弱点があったことに光明を見み出いだす。


    「先輩は弱点なんてお構いなしに、スナック感覚で血祭りにあげてたんスね……」


    　二人は頷うなずき合うと、胸のコズミックオーブから一ひと際きわの輝きを放つ魔星紙片スターピースを引き抜いた。


    　魔ま星せい少女最強の必殺技、〝大魔星術マキシマギアス〟の魔星紙片スターピース。


    　その文字どおりの切り札を、レイアーテラとレイアーヴィナスは、同時にコスモチェンジャーに装そう填てんした。
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    　全身から放出され、大気に煌きらめく魔ま星せい力りよくのダイヤモンドダストを、ルシファーズタイパーを旋転させて絡からめ取るレイアーヴィナス。


    「どっかーん！」


    　掛け声も勇ましく魔ま槌ついを振りかぶり──


    「ルシファーインパクト─────────────────ッ!!」


    　繊せん細さいな作家性と剛胆なゴリライズムの同居した戦士、レイアーヴィナスの豪打が炸さく裂れつ。


    　両の角を砕かれたエアリズは、全身から放電する。


    　負けじと、震ふるえる腕でクロノブラスターを構えるレイアーテラ。


    　伸長して加速器となった柄えに、青い魔星力が猛然と収束。


    　両手を重ねてグリップを握り、レイアーテラは暴虐の牡お牛うしへと終止符を穿うがつ。


    「ガイア────ブラスト……!!」


    　悲しきは戦闘マシン。命令コマンドを与えられなければ、防御行動すらも取りはしない。


    　信念の螺ら旋せん波光が直撃し、両の角を灼やき砕く。
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    　勇ましく決めポーズを取るレイアーヴィナス、拳こぶしを握りガッツポーズをとるのが精一杯のレイアーテラ。


    　二人の魔ま星せい少女の眼前で、二体の魔物は大爆発を巻き起こした。


    「いえいっ、マナ強い！」


    　見えないカメラにアピールするように、両手でピースサインを突き出すレイアーヴィナス。


    「マナっち……平気ッスか……？」


    「全然らくちん！　遥はるかこそ、疲れてるみたいだぞ？」


    　らくちんッスか、と溜ため息いきをつきざま、レイアーテラは緩ゆるやかに崩れ落ちた。


    「や、やっぱ私、才能ねーんスね……。もっと頑張んねーと……」


    　レイアーヴィナスは「あっ……」と息を呑のみ込むと、


    「……マ、マナは遅れてきたから疲れてないだけだよっ」


    「だったら勿もつ体たいつけた登場狙ねらわないで、最初っから同行してくれッス！」


    　訴えを聞き流し、レイアーヴィナスは後ろから抱きつくようにしてレイアーテラの身体からだを支えた。


    「んしょ、んしょ……歩くの手伝うからっ」


    　無む垢くな愛まな美みなだけあって、スキンシップに遠慮がない。


    　安定するのか、レイアーテラの豊満な胸を下から持ち上げるようにして両手を添えた。


    「こら、やめろッス！　先輩に浮気だと思われたらどう責任取ってくれるんスか！」


    「ウ……ワキ？　腋わき……わきわき～」


    「ひゃあっ!?　や、やめ……！」


    　胸から離した手で剥むき出しの腋をくすぐられ、甲かん高だかい声を上げるレイアーテラ。


    　その悪いた戯ずらな指が、微かすかに震ふるえていることに気づき──これでもかとくすぐり返した。


    「あはははははは!!」


    「……やっぱ怖くてついて来なかったんスか。無理しちゃって……」


    　図星を突かれ、子供のように頬ほおを膨ふくらませるレイアーヴィナス。


    　愛美は初戦からずっと、怖いのを我慢して戦ってきた。今回も、高レベルの敵を検知したことで出撃することに不安を覚えたのだろう。それなのに劣勢のレイアーテラを案じて助けに駆けつけるのは、大きな勇気が要いったに違いない。


    「違うもん！　マナ、怖くなんてない!!」


    　敵を倒して緊張の糸が切れたからだろう、強がってレイアーテラへのくすぐりを続ける。星衣類スタイルから露出している素肌に、次々と手を這はわせていった。


    「ぎゃ────っ太ふと股ももはやめるッス!!」


    　取っ組み合いをするように絡からみ、疲れも忘れてくすぐり合う。


    　勝利の余韻、少女たちの微笑ほほえましい戯たわむれは、しばらくの間続いた──。


    



    　　★


    



    　ビルの屋上から戦いの一部始終を見ていたカラミティーサタンは、深く溜ため息いきをついた。


    　その隣では、ルーティアが気け怠だるげに腕組みをしている。


    　トーラス、そしてエアリズという怪物をプロトチェンジャーで使役したルーティアに、カラミティーサタンは不服を露あらわにして横目で見た。


    「実際に見ると、想像以上だな……。ただ暴れるだけの化ばけ物ものとの戦い……ドラマのねえ展開を見せられんのが、こんなに苦痛だとはよ」


    　強引にこの戦闘に帯同したカラミティーサタンだが、目にした戦闘は散々なものだった。


    　まさか街を破壊するだけに終始するとは、場ば繋つなぎにしてもたちが悪い。


    「あんたはやっぱプロデューサーだ、直接の侵攻は向いてねえよ。あたしたちの侵略は番組の華……一本筋を通して、美学を持って戦わなきゃあ駄目なんだ」


    　軽けい蔑べつまではしていないのか、カラミティーサタンの口調は穏やかだ。


    　ルーティアが戦闘要員を用意したおかげで悪側が二週続けて不在となるのを回避できたのは事実だし、不慣れなプロデューサーが現場に出張ったら、ある程度の混乱は避けえぬもの。


    　恥ずべきは、カラミティーサタン自身の無力さだ。


    　トーラスたちが倒された後、続けて自分も登場しようとも考えた。だがレイアーテラのあの満まん身しん創そう痍いぶりでは、確実にレイアーソルが駆けつけることになるだろう。


    　レイアーソルと戦えば、自分は負ける。強がりさえ介在を許さない、厳然たる事実。


    　────ワンパターン。


    　シリーズ番組においてもっとも忌避すべき謗そしりが、そこには待ち受ける。


    　侵略する側の焦燥。追いつめられているのは、悪の魔ま星せい少女たちの方だ。


    「このままじゃやべえ……何とかしねえと」


    「勘違いするな、サタン……。トーラスたちを無軌道に暴れさせたのは、私の本意ではない」


    　一人で納得していたカラミティーサタンへ、ルーティアはようやく重い口を開いた。


    「あの画え作りは、上からの命令だ」


    　ぞっとするほど無感情な声で、ルーティアはそう告げる。


    　こんな高層ビルの屋上にまで粉ふん塵じんが舞い上がるほどの破壊劇は……やむにやまれずのものではなく、何者かに指示されたことだった、と。


    「……プロデューサーのあんたの上司うえ……ってことは……」


    　ぞわりと背を駆け上る悪お寒かんに、カラミティーサタンは息を呑のんだ。


    「お前の考えているとおりだ。悪の組織と契約が不可能になった矢先、とうとう直接私の元へ連絡が来た。私たちの方針にまで口出しが始まった意味──お前ならば理解できるはずだ」


    　カラミティーサタンは答えない。答えられない。唐突すぎて、考えが追いつかない。


    　仕方なく、ルーティアは答えを明かした。


    　単純明快で、だからこそ恐ろしい、残酷な真実を。


    「最後通つう牒ちようだろう──これ以上無能を晒さらせば、私たちはお払い箱だ」


    　悪の組織を雇い率いる立場とはいえ、カラミティーサタンとルーティアもまた、雇われて働く社会人。結果を出せなかった先に待ち構えるのは──解雇だ。


    「！　な……待てよ、あたしたちは結果を残してないわけじゃねえだろう！　主題歌対決じゃ、ＥＤエンデイングの枠は勝ち取った……あんたもそれを喜んでたじゃねえか!!」


    　わけもわからず狼狽うろたえるカラミティーサタンに、ルーティアはこれまでにない真剣な面おも持もちで向き直った。


    「レイアーソルの〝覚星〟が始まった。それで上は焦っているのかもしれん。私にとっては奴やつの変調は想定内だったのだが……たしかにここで手を誤れば、番組が終わる」


    「よくわかんねえが、レイアーソルの不安定な状態に上司うえがビビってるってことか!?　じゃあ、伝えてくれよ！　あたしがあいつをどうにかするから、チャンスを寄越せってな!!」


    　この窮きゆう地ちにあってなお誇ほこり高き、カラミティーサタンのプロとしての矜きよう恃じ。


    「よく言った、サタン──私とともに、人ひと身み御ご供くうになる覚悟はあるか」


    　ルーティアは自身の唇くちびるに指でそっと触れ、意味ありげに微笑ほほえんだ。
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    13ｔｈ：番組存続の危機！／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　青森県の空が白み始める頃ころ。


    　陽ひ奈なは自室のベッドの上で掛け布ぶ団とんの端を握り締め、苦しそうに唸うなりながら、何度も寝返りを打っていた。


    「──待って駄目よ遥はるか、おもちゃのプロミネンスタッフをそんな風に────!!」


    　そしてついに、くわっと目を見開いて跳ね起き……毎晩夢にうなされて起きる連続記録を更新してしまった。


    「……また夢……」


    　ため息と同時に肩を落とす。


    　夏を迎えてなおまだまだクーラー要いらずの気候だが、身体からだが火ほ照てって仕方がない。


    　パジャマの第一ボタンを外し、胸元を摘つまんで扇ぐ。ひんやりとした空気が、寝汗でぐっしょりと濡ぬれた肌に心ここ地ちよかった。


    　淫いん夢む……いや悪夢も自己進化するかのようにバリエーションに富み始めているのが、実にタチが悪い。


    　目は爛らん々らんと冴さえているのに、身体は眠気に支配されている。一番厄介な起床状態に辟へき易えきとしながら、陽奈は自室を出てリビングへと向かう。


    「ｚｚｚ……」


    　リビングでは、テーブルの上でウマちゃんが寝息を立てていた。


    　ウマちゃんも自室があてがわれているのだが、きっと遅くまでこのリビングで根こんを詰めて仕事をしているうちに、眠ってしまったのだろう。


    　見た目がぬいぐるみなので、眠っていても瞼まぶたを閉じるわけでもなく、大変シュールな光景だった。


    　陽奈は、働く男が不意に見せる油断に母性本能をくすぐられ、声をかける。


    「ウマちゃん、ここで寝てると風邪引いちゃ──」


    「…………んん……たまにはスタンプじゃない返事をおくれよ……君の写真も……」


    



    　故郷に残してきた女のことをうわごとで呟つぶやいたのを聞き、陽奈の瞳ひとみから光が消えた。


    



    　　★


    



    「それじゃウマちゃん、学校行ってくるね」


    「ワカリマシタ……」


    　陽ひ奈なの胸に抱かれたウマちゃんから、一片の生気すらも消え去っている。


    　余程恐ろしいものを見たのだろう。紅あかい全身が真白くなっている。


    



    　マンションのエントランスを出てすぐのところで、遥はるかが元気よく手を振ってくる。


    「せーんっぱいっ！　ぐっもーに～んッス！」


    「は……はひっ……!?　ふっ……!!」


    　朝方に見た夢を思い出し、挙動不審になる陽奈。


    「……へほ？」


    　首を傾かしげる遥。


    　陽奈は誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをし、遥に追いつく。


    「わざわざ待ってなくてもいいのに……どうせ放課後会うじゃない」


    「珍しく早起きしたから、気分転換ッス！　先輩の家の近くうろうろするの、趣味だし！」


    　遥も早くに目を覚ましていたと知り、妙なシンクロに陽奈はギクリとするのだった。


    　爽さわやかな笑顔で誤魔化されたが、邪悪な習慣を暴露された気もする。


    「もう夏かぁ……高校二年もあっという間に終わりそう」


    　通学路を二人で歩き、雑談に花を咲かせる。


    「卒業までも、あっという間かもね」


    「大学はどーするんスか？　先輩青森大好きだけど、郷土愛で大学まで県内のにするっていうわけでもないッスよね？」


    「まあねえ……。けど私、大学でやりたいこと、特にないし……」


    　高校二年生の夏。進学一択の学生なら、志望校を決め始める時期だ。


    「明確に目的があって進学する人の方が少ないと思うッスよ？」


    「でも、遥も皇み月つきちゃんも愛まな美みちゃんも、みんな将来の目標があるじゃない」


    「私の演技の道は、まだなんとなくッスよ……。そもそもそれだって、先輩たちに言われるまで全然意識してなかったんスよ？」


    「それでもよ。私は……何だろ。ＵＭＡウーマ好きを活いかすなら冒険家？　郷土愛に従うなら、市役所の職員とか……」


    「好きなもの指標にしてんのは同じなのに、安定性が正反対な職業なのがすげーッス……」


    　とりあえず大学には行こうかな、というぐらいしか、今は考えがまとまらない。


    「まあ、私は先輩が進路決まった後に自分の進路決めれるから楽ッスけどね～」


    　頭の後ろで手を組み、にかっと笑う遥。


    「何よそれ、あんたまさか……」


    「もち！　先輩と一緒の大学に行くッスから！」


    「駄目駄目、もっとちゃんと決めなさいよ！　あんた、高校だって私に合わせて途中で志望校変えたって言ってたでしょ!?」


    　言っていてブーメランだなと思った。


    　自分自身の進路が覚おぼ束つかない人間が、どの顔で友達の進路にとやかく言えるのか。


    「日本でいっとういい大学行ったって、一生が保証されるわけじゃないんスから」


    「遥はるか、そうじゃなくて──」


    



    「……好きな人と一緒にいたいって、進路を決める立派な理由だと思うッスよ？」


    



    　特別日差しの強いわけではない、初夏の朝。


    　自分よりもよっぽど太陽の似合う少女が、眩まぶしい笑顔を煌きらめかせていた。


    「隙すきあらばナチュラルに告んじゃないわよ……」


    　頬ほおに朱の差した陽ひ奈なの切り返しには、全まつたく勢いがない。


    「……第一、親や先生はそんな志望理由じゃ納得しないでしょ？」


    「その点は心配ナッシン、うちのかーちゃんも恋愛脳ッスから！」


    　苦笑する陽奈。この遥のお母さんだ、楽しい人なのだろう。


    　ふと、自分の両親のことも気になった。


    「そういえば私は、最近親と全然連絡取ってないなあ……そのうち電話しよっと」


    　最後に連絡を取ったのがいつなのかも覚えていない。


    　一人暮らしになり、魔ま星せい少女の活動を始めたことで、疎遠になった感は否いなめないが……。


    　しんみりとした空気になりかけた瞬間、


    「それに～、私は進学の前にもっと大事な目標があるッスからね」


    　手をわきわきさせながら、陽奈ににじり寄る遥。


    「先輩より強くなって、先輩を押し倒すッス!!」


    「天下の往来で大声で恥ずい宣言するなあ!!」


    　遥はお仕置きの魔ま星せい術じゆつが来るのではないかと身構えたが、陽奈が何もしないので逆に戸と惑まどっている。


    「あ、あの～、先輩、ここに叩たたきつけるのにちょうどいいブロック塀があるッスけど……」


    　背中にかけられる遥の言葉には耳を貸さず、陽奈は全力疾走で学校へと向かった。


    



    　どうかしている。確かに最近、よろしくない衝動に悩まされていたけれど。


    　今は明らかに──自分の意思で遥とキスしたい、と思ってしまった……。


    



    　　★


    



    　大きな事件もない、穏やかな日々が続いた。


    　と言えば聞こえはいいが、最初にトーラスたちとレイアーテラが戦ってから三週間──つまり一五話から一七話にあたる期間は、番組的にいささか悪い意味での平穏が重ねられていた。


    　今、陽ひ奈なの家のリビングには陽奈、ウマちゃん、そして集まりがかなりよくなってきた皇み月つき、愛まな美みが座り、テレビに今週放送される一七話の試写映像を流している。


    　遥はるかの姿がないのは……今現在、出撃中だからだ。


    　試写の時はいつも皆で揃そろっていたのに、遥が自分不在の時適当に観みておいて問題ないと言うほど余裕ができてきたのは、ある理由のせいなのだが──。


    「ＥＡＲＴＨアース ＯＮオン ＭＯＲＥモア ＲＡＹレイ～♪」


    　試写映像のＯＰオープニングに合わせて、自分でも主題歌を歌う愛美。リビングの真ん中で胡座を掻かき、テレビの前で上体をメトロノームのように揺らすくつろぎっぷりだ。


    　この番組主題歌……陽奈たちのユニット〝Ｍａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアース〟のデビュー曲「ＥＡＲＴＨ ＯＮ ＭＯＲＥ ＲＡＹ」も、無事フルサイズが完成。惑星ユーマエルでＣＤの販売が始まっている。


    　愛美の歌に気をよくしたのだろう、ウマちゃんが売れ行きの好評ぶりを伝えた。


    「ＯＰとＥＤエンデイング主題歌が売り上げランキング三週連続で一位二位を独占しているよ。といっても、ユーマエルでは音楽業界が衰退して久しいから、三位以下が横並びなんだけど……」


    「おお～マナ、作家より先にランカー歌手になったのかー！」


    「ですが……せっかく主題歌が好調でも、番組本編が盛り上がらなければ効果は半減ですね」


    　ガッタくんの淹いれてくれたお茶を飲みながら、皇月が呟つぶやいた。


    



    「ういーやっつけてきたッス～」


    「おかえり、遥」


    　戦闘を終えた遥が戻ってきた。リビングに入ると、テレビの試写映像に目をやる。


    　テレビに映る一七話の映像で自分が戦っている、黒い牡お牛うしの怪物と──今し方、遥は現実で戦ってきたばかりだ。


    　──これから編集が行われ、翌週の一八話となる戦いで。


    「今週もまたあの黒毛和牛ッスよ……」


    　和製ではなく宇宙製の牛だが……もはや、相手の戦闘力に愕がく然ぜんとしていた数週前の危機感はそこにはない。


    「戦い慣れてきたから、前ほど苦戦しなくなったッスけど……おんなじ敵相手にどうやって番組を盛り上げたもんスかねえ……。無理矢理ピンチのフリするわけにもいかねーし」


    　すでに弱点がわかっている上に、相手は駆かけ引ひきの一切無い意志なき怪物。


    　覚えたての〝凍結フリーズ〟の魔ま星せい術じゆつで足を封じ、一気に〝大魔星術マキシマギアス〟ガイアブラストを叩たたき込む。その必勝パターンが型にはまっていた。


    　つまり、やっていることがこの数話、全まつたく同じなのだ。


    「あと先輩、これ……やっぱり何度試しても無理みたいッス……」


    　遥はるかは出撃前に陽ひ奈なから渡されていた、〝太陽〟の魔星紙片スターピースを返却した。


    　もはやパワーアップせずとも勝てるようになったとはいえ、遥はせめてこれだけはできるようになりたいと、エクリプスを戦闘の度に試していた。


    　しかし三度目どころか四度目の正直に失敗した今日、さすがに諦あきらめてしまったようだ。


    「仕方ないよ。それより遥、大丈夫？　魔ま星せい力りよく足りてる？」


    「足りてる……とは思うんスけど。エクリプスになれないってことは、魔星力の最大値そのものが不足してるんスかねえ……」


    　陽奈も変わらず、連日肉体からだがカッカして困っている。


    　キスをするとすれば、今だが──さすがに遥の落ち込みにつけ込むのはいかがなものか。


    「ねえ陽奈、遥……やっぱり、変身魔星紙片トランススターピースを貸し借りするのは控えるべきだよ」


    「うふんっ!?」


    　邪よこしまなことを考えている最中に唐突にウマちゃんから声をかけられ、陽奈は変な声を出した。


    「ど、どうして？」


    「守護星の加護を受けた変身魔星紙片トランススターピースは、この宇宙でたった一枚だけのものだ。失くしてしまったら君たちの身体からだにどんな危険をもたらすかわからない……心配だからね」


    　ウマちゃんの心配は少し大おお袈げ裟さにも思えるが、魔ま星せい少女の生命とも言うべき変身魔星紙片トランススターピースを戦場で無防備に晒さらすのは、確かに控えるべきかもしれない。


    「アースエクリプスは、活いかし切れていなかった陽奈の莫ばく大だいなポテンシャルを制御するための一つの答えだ。まだ成長過程の遥を強化するには、別のアプローチにすべきだ」


    「……成長……してるといいんスけどね……」


    　遥は申し訳なさそうに後頭部を掻かき、画面の中の自分に再び目を向けた。


    



    『うわっ、もう一体出たッス！』


    　狼狽うろたえるレイアーテラの前に、幼い少女が光をまとって舞い降りる。


    『……仕方ありませんね……今回は力を貸します』


    　気け怠だるげなジト目で増援のエアリズに相対するのは、月の魔ま星せい少女レイアールナ。


    　相変わらずいずれの陣営にも所属しないミステリアスな戦士は、腰のポシェットから魔ま星せい通信機コスモフォンを取り出した。
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    　月光弓アルテミアローを召しよう喚かんし、間かん髪ぱつ容いれずにコズミックオーブから〝大魔星術マキシマギアス〟の魔星紙片スターピースを実体化させた。
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    　コスモフォンをアルテミアローに連結。その液晶画面には、本来広範囲ロックするための無数のカーソルが一点集中でエアリズの角へと重なっていく。


    　引き絞った光の矢が、無数の流星へと分散してエアリズへと放たれ──弱点である角へと直撃した。


    『……ミーティアスアロー』


    　華麗に総そう身みを翻ひるがえすレイアールナ──その背に受けるは、決着の爆炎。


    　燃えるヒーローバトルが大好きな皇み月つきも、自分の戦闘となれば決着は最短最速。


    　欲を出して見せ場を作れるほど自分は強くないと謙けん遜そんしているが、正しい判断だ。


    　変に魅せ方にこだわって戦闘をし、危険な目に遭っては本末転倒。戦闘方法だけは番組を気にせず自分と世界の安全を最優先で、というのは、プロデューサーであるウマちゃんの一貫したスタンスでもある。


    　レイアールナの戦いを見終えた愛まな美みは、画面に注がれる遥はるかの視線に気づいたようだった。


    　汗一つかかず、少しの埃ほこりもかぶらずに敵を殲せん滅めつする、麗うるわしき月の女神。


    　それを見つめる遥の、寂しげな視線に。


    



    　この一か月は、おそらく『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』が始まって以降、もっとも変化に乏しかっただろう。新組織が現れず、番組は代わり映えしなくなった。


    　番組の停滞感が堆たい積せきし、主題歌制作を経て盛り上がっていた魔星少女たちのテンションが、ここ数週でぐんぐん下がっている。


    　こんな状況でも、ウマちゃんは告げなければいけない事実があった。


    「……っていうか視聴率がヤバい。総集編からここ三話、確実に──」


    



    　　★


    



    〝最近視聴率落ちてるみたいで悲しいです……でも先輩ならなんとかしてくれるって信じてます！〟


    　宇宙船のコックピット。


    　スマホのメッセージツール・ＲＡＩＮラインを使い、真顔で絵文字爆増しの媚こびメッセージを次々にウマちゃんへと送っていくルーティア。


    「……そんなつまんなそうな顔して、よくはしゃいだ文章なんて書けるな」


    「これが電脳会話の恐ろしさだ。女がどんなにつまらなそうにしていようが、鼻をほじっていようが腹を掻かいていようが、相手の男には可愛かわいい媚こびだけが伝わる」


    「ひでえ……」


    　ＲＡＩＮでのルーティアは未いまだにウマちゃんが想おもい寄せる可愛い後輩・ウマ子なのだ。


    　メッセージを受け取ったウマちゃんは、今いま頃ごろ燃えていることだろう。


    「しかし……順調に視聴率が下がっているな」


    　その一方でルーティアは、今日もこうして番組を憂い、黄たそ昏がれている。


    「歯は痒がゆいぜ……悪がナメられるのはよ」


    　カラミティーサタンはルーティアと結託し、番組に悪として介入しているが──別にレイアーテラたちの利になるよう、馴れ合いで怪人を送り込んでいたわけではない。彼女たちを倒して番組を乗っ取ることができれば、それが一番いいと考えている。


    　あんな番組作りのイロハも知らない学生の甘っちょろい〝正義〟より、自分たち悪が輝くピカレスク路線を、と提唱したこともあったが……結局、レイアーソルに力尽くで撃退された。


    　力が必要なのだ。悪を完かん遂すいし、ユーマエルに活気を与え、宇宙に平穏を取り戻すために。


    「こっちはあんた待ちだぜ。前に言ってた、覚悟がどうたらって件は？」


    　苛いら立だたしげに進しん捗ちよくを急せかすカラミティーサタン。


    「上からの許可待ちだが……」


    　まるで計ったようなタイミングで、手にしたスマホが鳴動する。画面を見てほくそ笑えむルーティア。


    「……噂うわさをすればなんとやらだ。時間はかかったが……無事承認されたよ」


    「あん？　わざわざ許可が必要なことって……」


    「──お前のパワーアップだ、サタン」


    　予想もしなかった言葉にぎょっとするカラミティーサタン。


    「あたしだぁ!?　つか、何であたしが強くなんのに上の許可が必要なんだよ!?」


    「おもちゃの販促に絡からむことだからな」


    　誇ほこらしげに口端を吊つり上げるルーティア。


    「サタンお前、デバイスを使わずに我が流りゆうの魔ま星せい術じゆつで変身しているだろう。その器用さはある意味すごいが……魔ま星せい力りよくの練度を高めるには、よろしくない」


    「うるせえな。最初に契約したマスコットが、変身アイテム寄越す前に消えやがったんだよ」


    「うむ、お前も過去に色々あったようだな。上司にも恵まれなかったようだが……これからは違うぞ」


    　ルーティアは右の手の平を上向け、黒い魔星力を凝縮させていった。


    　内部基板や配線が一部露出した、見るからに開発途上の無骨な変身デバイス──プロトチェンジャーが実体化し、その異様な存在感を発散させる。


    「私が持っているプロトチェンジャーはあと二つ──そのうちの一つを、お前に託す」


    「マジかよ」


    「主役と別個の変身デバイスを持ち、戦闘でしっかり販促する皇み月つきのやり方が、上にも好評でな……我われ々われも販促に関係するアイテムを独自に扱っていこうという方針になった」


    「……結局また皇月の手て柄がらってわけか……上も相当気に入ってやがるんだな。案外あたしらのケツに火が点ついたのは、皇月を仲間にし損ねたのがデケえんじゃねえのか」


    　多分に自じ嘲ちようの籠こもった皮肉を向けられるも、ルーティアは動じない。


    「貴重な試作機なんだ。大切に扱え」


    「それをまんまとレイアーソルにブッ壊された本人がよく言うぜ」


    　だがカラミティーサタンも、我が流りゆうで強化を図るにも限界を感じていた。


    　素直に施ほどこしを受けようと、手を差し出した。


    　──の、だが。


    「おっと」


    　プロトチェンジャーに伸ばされた指が触れる瞬間、ルーティアはそれをひょいと持ち上げてしまった。


    　カラミティーサタンの手が虚むなしく空を切る。


    「その前に、契約をしてもらおうか」


    「あん？」


    「私の力を与えるのだ────当然、私と〝契約〟が必要になる」


    　あまりに堂々と言われて呑のみ込むのに時間がかかる。数瞬置いて意味を理解したカラミティーサタンは、顔を真っ赤にして反論した。


    「う、嘘うそつけてめえ！　ただのデバイスの貸与になんでキスが必要なんだよ!!」


    「いいじゃないか。お前は『主役』の力をもらう枝分けの魔ま星せい少女ではない、契約のキスは未経験だろうが……」


    　ルーティアは気け怠だるげに髪を掻かき上げ、挑発の視線を送る。


    「キスそのものは、当然何度も経験あるだろう？」


    　悔しげに唇くちびるを噛かみ、背中を向けるカラミティーサタン。


    「もしかして……キスしたことないのか？　一度も？　その年で？　うわぁ……」


    　大おお袈げ裟さに憐れむ上司。眉まゆが綺き麗れいな八の字に歪ゆがんでおり、子供のように無邪気に煽あおってくる。


    「お前、今何歳いくつだった……？」


    「一九だよ！」


    「一九年も生きてれば、その辺の木に止まってるセミでもキスぐらい経験するぞ……」


    「平均寿命の二〇〇倍も生きれば、そりゃセミでも奇跡でキスぐらいすんだろうよ!!」


    　理詰めの反論が虚むなしい。ちなみに、俗に一週間と言われるセミの成虫の寿命は、実は平均一か月前後あるという。


    　カラミティーサタンは、さらに捲まくし立たてた。


    「あたしは仕事一筋に生きてきたから、機会がなかっただけだ！　作ろうと思えば恋人なんていつでもいくらでも作れらあ!!」


    「モテないやつは、紋切りでそう強がるんだよな」


    　自身の正体を明かしてからというもの、ルーティアはからかい癖に拍車がかかった。


    　カラミティーサタンのストレスもマッハで上昇する。


    「しかしそうか……マオンはまだ誰ともつき合ったことがないのか」


    　ルーティアは遊び道具を見つけた猫のような目で、カラミティーサタンを見る。


    「仕方ないな。私がキスの練習相手になってやってもいいぞ。契約を抜きにしてな」


    「練習なんざいらねーよ馬ば鹿か」


    　以前うっかり陽ひ奈なたちにバレかけたことだが、自分の腕に唇くちびるを押し当てるなどして、予行練習だけはバッチリなのだ。


    　……本人の中では。


    　この強がりを、ルーティアは自分以外の女とキスをしたいという意味に取ってしまったようだ。


    「さてはお前、お気に入りの朔さく良ら皇み月つきとキスをしたいんだろう。少し妬やけるぞ」


    「っ……どこまで本気で、どこまでからかってんだ、てめえ……」


    「だがそれならなおさら、先に私として慣れておいた方がいい。皇月に馬鹿にされるぞ」


    「あいつは幼いけどストイックな女だぞ、恋愛に浮かれなんてしねえよ!!」


    　浮かれなくとも恋愛はこなせる、とルーティア。


    「皇月は慣れてるさ、遊んでいる女だからな。目を見ればわかる」


    「あのやる気なさそうなジト目が……!?」


    「皇月はヒーロー番組が大好きだそうじゃないか。その年のヒーローの変身アイテムの数だけ男を食うとか目標を立てて遊んでるに違いない」


    「お前それ、クッソとんでもねえビッチじゃねえか!!」


    　暗におもちゃ業界に風評被害を与えながら、妄想に入り込むカラミティーサタン。


    　彼女の妄想の中で暫ざん定てい的に、男役にウマちゃんの人間形態・ウマトが配置される。


    　裸のウマトの後ろから、これまた裸の皇月が擦すり寄っていく。


    　しなやかな指が、幼い少年の肌を這はう。


    『お姉ちゃん……僕、怖いよ……』


    『男の子は誰でも変身願望を持っているもの……。そして女の子は、男の子を童どう貞ていから別の存在へと変身させる変身ベルトです』


    　頬ほおに触れ、首をなぞり……徐々に下半身を目指して進軍していき、そして──。


    「あわわ……あわわわわわ……」


    　顔を真っ赤にして律動するカラミティーサタンに、ルーティアは嫌いや味みっぽく微笑する。


    「この程度で恥ずかしがるようなウブな女に、黒の力を渡すのは憚はばかられるな」


    「な！　……こっちこそお断りだ！　てめえとキスするぐらいなら、その辺の木に止まってるカブトムシとした方がマシだぜ!!」


    　せめてものプライドで比較対象を人気者に格上げし、カラミティーサタンは踵きびすを返した。


    「……カブトムシより、私の唇くちびるの方が絶対気持ちいいぞ……」


    　一人コックピットに残ったルーティアは、子供のように拗すねるのだった。


    



    　　★


    



    　これまでなら、視聴率の増減に一喜一憂していたのだが……下がり続けているとウマちゃんにはっきり告げられても、その場の誰一人として驚きはしなかった。


    「そりゃそうだよー、せっかく２クール目になったのに、最初が総集編で、その次の回からは出てくる敵が全部同じだもん。見てて飽きちゃうよなー」


    　愛まな美みはむしろ当然だと愚痴をこぼすと、クッションに座っている陽ひ奈なの膝ひざの上に、ぽふっと座ってきた。間かん髪ぱつ容いれずにそれを引ひき剥はがそうとする遥はるか。


    　これが困る。愛美はよく陽奈にこうして甘えてくるのだが、日に日にキスへの衝動が積もり積もっていく今の陽奈にとって、この無邪気なスキンシップが大敵なのだ。


    「…………仕方のないことなのです」


    　皇み月つきは愛美の不満を聞くと、その理由を説明した。


    「ヒーロー番組、怪獣映画制作にとっても最大の関門が、予算です。そして予算の多くを占めるものの一つが、スーツ、着ぐるみです。先人たちは努力と知恵を重ね、時にそれらを改造して使い回すことで予算の節約をしてきました」


    　そして、敵をフォローするかのように語る。


    「あれっ、この着ぐるみどこかで見たような……？　そう気づいても見て見ぬふりをするのが、ファンのエチケットです」


    　相変わらずのヒーローファン特有の例えで難解だったが、遥にもルーティアたちの窮状は伝わったようだ。


    「ププッ……つまり、サタンちゃんたち私らにフルボッコにされすぎて邪魔するお金なくなっちゃったってことッスか!?　だから使い回し怪獣で健けな気げにやりくりしてんスね!?」


    　遥は、遠く宇宙にいるであろうカラミティーサタンたちに憐れみを打ち上げる。


    「しかも、皇月ちゃんが言ったそのちょっとの工夫もされてないわよ？　完かん璧ぺきに同じ見た目の奴やつが連続して出てきてる」


    　テレビでは一七話の本編が終了し、皇み月つきがメインボーカルを務めるプリズム☆リングのＥＤエンデイングテーマが流れていた。


    「……資金が尽きたとかだったらいいんだけど……逆に、着々と戦力を増強しているのかも」


    　ウマちゃんは歌に聴き入りながらも、不安を吐と露ろする。


    「もし敵が強くなったって、最後には陽ひ奈なたんがやっつけてくれるよ!!」


    「……それじゃダメなんスよ……」


    　愛まな美みの無邪気さとは対照的に、遥はるかは自じ嘲ちよう的な微笑ほほえみで唇くちびるを震ふるわせた。


    　それに気づき、ぎくっとして狼狽うろたえる愛美。失言を恥じるように、しゅんとしてしまう。


    　とにかく、ウマちゃんも悪の魔ま星せい少女たちの動向を警戒こそすれ、今一番憂慮すべきは視聴率の低下なのだ。


    「この際トーラスたちとの戦いは流さないで、もっと別の要素を……何か、何か新しい風を番組に吹かせないと……」


    　悩むウマちゃんを見て、陽奈は奮起する。


    「何か新しいことやろうよ、ウマちゃん！」


    　愛美を膝ひざの上からそっと下ろし、拳こぶしを握り締めて立ち上がった。


    　そして、自慢のアホ毛も闘志に呼応したように逆立つ。


    「変身前の私なら気軽に番組に出れるんだから……ウマちゃんとガッタくんで私を取り合って、ちょっち昼ドラチックな展開を──」


    「一週間で視聴率が滝みたいな下り方したらどうしてくれるのさ!!」


    「しかもしれっとＵＭＡウーマサーの姫扱いをご所望ッスよこの人」


    　元を辿たどれば、陽奈が戦っていた一年目の放送は、ずっとこうだったのだ。


    　あれだけやる気がなかった去年が嘘うそのように、今は番組制作の楽しさに燃えている。


    　ピンチの時には、一番手て空すきの自分が何とかしなければ。


    　というか、アグレッシブに行動しないと、そのアグレッシブさが周りにいる女の子の唇に向かいそうで怖い。持て余す衝動は、別のエネルギーに変えて発散すればいいのだ。


    「おーもーちゃーはー？」


    「ひっ!!」


    　目を見開いて小首を傾かしげ、ウマちゃんを威圧する皇月。


    「敵が同じだろうと、こちらが新しいアイテムを使えば画面にも目新しさは生まれます。……ところで、ルシファーズタイパー以降おもちゃが出ていないようですが？」


    「仰おつしやるとおりです！　すみません社長!!」


    　恐怖のあまり皇月を社長と崇あがめ、ウマちゃんは深々と頭を垂れる。


    「私や美み金かねさんという新戦士の顔見せが済み、迎えた２クール目……番組がここから優先すべきことは何だと思いますか？　皆さん」


    　いつものジト目に戻って平静を取り戻した皇み月つきが、これしかないとばかりに援護意見を出す。


    「──主役である地ち平ひらさんの戦力強化です」


    　急に指名され、確認するように自分を指差す遥はるか。


    「ここから先は、一週に一アイテムの頻度で地平さんに強化アイテムをお渡ししてください。およそ三か月ほど」


    　無感情なジト目でスパルタなスケジュールが言い渡される。


    「そんなにいっぱい渡しても、遥が使いこなせるかどうか以前に視聴者が覚えきれないよ!!」


    「視聴者の記憶力に頼るなど、愚の骨頂。供給側の熱意で記憶してもらうのです」


    　目を見開き、口も半開きでウマちゃんを見下ろす皇月。


    「はい……」


    　ウマちゃんは力無く返すので精一杯だった。


    　陽ひ奈なは「おもちゃを語ってる時の皇月ちゃん、迫力あるなあ」としみじみ思う。


    　だがそれは、自分がウマちゃんへの嫉しつ妬と心に駆られている時のライト版だとは気づかない。


    「よし、皇月の言うとおり、何もしなければどん詰まりだ！　２クール目は、パワーアップアイテム大放出期間！　去年の予定を上回るくらい、たくさんのおもちゃを販売するぞ!!」


    　吹っ切れた表情でウマちゃんが叫ぶ。


    　ワゴン行きを量産した去年のトラウマでおとなしめだったが、再びおもちゃ販売欲に火が点ついたのかもしれない。


    「遥、君にはまずとっておきの武器を与えよう。その名もプリズムバズーカ──」


    　未練がましく、去年ワゴン行きになった最終武器を持ち出すウマちゃん。


    「前年の不良債権処理はちょっと、ッス……」


    　手短に拒否る遥。


    「不良債権とか言うんじゃねえ一生懸命作ったんだよおおおおおおおおおおおおおおお!!」


    　コスモチェンジャーと違って今年に持ち越して販促できていないので、投げ売りを経てなお余った在庫が、ウマちゃんの会社のおもちゃ部門の倉庫を圧迫しているのだ。


    「使ってくれよお！　売ってくれよお！　これが捌はけないと僕は前に進めないんだよお!!」


    「去年売れなかったけどこうして力強く進んできたんスから、今後とも大丈夫ッスよ」


    　無慈悲な却下に痙けい攣れんするウマちゃん。


    「ねえ……さっきウマちゃん、たくさんおもちゃを出しても視聴者が覚えきれないって言ってたけど……それじゃあ、繰り返し観みてもらって覚えてもらえばいいんじゃない？」


    「どうやって？　一度の戦闘で意味もなくただ武器を手にしたって、不自然にならないかい」


    　演者、脚本、そして主題歌──。


    『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』という番組は、抱かかえる様々な弱点問題点を見み出いだしては、それを全員で解決してきた。


    　陽ひ奈なは、そこにまだ足りないものがあると感じた。


    「つまり……戦闘に関係ないところで見てもらうの」


    　この数日、漠然と考えていたことを懸命に意見としてまとめていく。


    「……私、皇み月つきちゃんが楽しそうにおもちゃで遊んでるのを見て、すごくいいなって……」


    「なっ……」


    　夢中になっておもちゃで遊んでいたことを唐突に蒸し返され、頬ほおを赤くする皇月。


    「番組を観みておもちゃを買うだけじゃ、それって魔ま星せい少女のアイテムとか武器に憧あこがれてるだけで、おもちゃとしての楽しさは十分に伝わらない……みたいな……ごめん、上う手まく言えないけど……」


    　たどたどしくも説明を終えると、皇月は陽奈の言いたいことを察したように小さく頷うなずく。


    「これから遥はるかが……レイアーテラがこういう武器を使っていきますよって、ここで流すの」


    　陽奈は皆の目を集めようと、テレビ画面を指差した。


    　ＥＤエンデイングが終わった途端、映されたのは無機質な単色画面だ。


    　それがこれからチャンスに変わるのだと、陽奈は微笑ほほえむ。


    



    「おもちゃの楽しさを視聴者にアピールする最後の一押し──番組ＣＭを作ってみない？」

  


  [image: ]


  
    14ｔｈ：ＣＭを作ろう！／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　ＣＭをしっかり流す──。


    　その提案はウマちゃんをしても盲点だったのだろう、興奮気味に賛同した。


    「おおお素晴らしい……子供が遊んでいるシーンでアピールか……！　陽ひ奈な、初めて君と感性が交差したように思えるよ!!」


    　ウマちゃんの方から陽奈の胸に飛び込んでくるという貴重な体験。


    　感極きわまった陽奈だが──


    （……あれ……？）


    　ウマちゃんへの愛いとしさは変わらない。しかし、ウマちゃんには特にキスをしたいとは感じない。


    （愛と欲望は別腹みたいで、すっごくヤなんだけど……!?）


    　自分を誤ご魔ま化かすように、ウマちゃんを強く抱き締める陽奈。


    　愛しい人へ向けられるわけではない、事務的な欲求。


    　この一か月自分を苦しめる衝動──これはやはり、魔ま星せい少女の力由来であることは間違いなさそうだ。


    



    「確かに、本編にばっか目が行って気にしてなかったけど……『魔星少女リフレイアＳセカンド』のおもちゃＣＭ、味気ないッスからね～。ほぼ一枚絵のスライドショー。今時ＷＥＢ広告でももう少し動くッス」


    「私も星ほし上がみさんの意見に大賛成です。フィクションのアイテムと現実のおもちゃを繋つなぐ架かけ橋はし、それがＣＭですから」


    　遥はるかと皇み月つきも口々に賛同するが、愛まな美みは素朴な疑問を呈した。


    「でもさー、おもちゃの販促なら番組でいっぱいしてるじゃん？　ホントにＣＭにまで力入れる必要あるのー？」


    「いいですか、美み金かねさん──番組はおもちゃのために、おもちゃは番組のために。対等な相互依存、相互協力の関係であって、どちらか一方が支配位置にあるわけではないのです」


    　いずれかを上位に考える傲ごう慢まんさは番組シリーズを滅すと、皇月は熱弁する。


    「まったくわかんにゃい」


    　ぽへーと天てん真しん爛らん漫まんな笑えみを浮かべ、熱弁を大量のクエスチョンマークで防御する愛美。


    「いっぱいおもちゃ出すなら、むしろＣＭで先にある程度見せるのはどう？　これから先本編でこういうのが出ますよ、って、まとめて見せるのもいいかなって」


    「前もってラインナップを見せるのか！　それはすごくいい考えだ!!」


    　陽ひ奈なの提案は、ウマちゃんにとってかなり魅力的なものだった。


    　何せ、娯楽産業が壊滅しているユーマエルでは、出版業も脆ぜい弱じやくだ。


    　この世界では当たり前に行われている、児童誌などで新しいおもちゃのラインナップを先行紹介するという手法が採れない。


    　購買欲を煽あおるためにＣＭで「続々リリースされるよ」とあらかじめ教えてしまうのは、極きわめて有効な戦法だ。


    「おもちゃコレクターも覚悟ができますしね」


    「覚悟？」


    　不思議がる陽奈に、皇み月つきは解説する。


    「あらかじめ今後の発売予定がわかれば、コレクターの心には熱き覚悟が生まれます。これほどの物量で攻めてくるか。ならば、受けて立つ──と」


    「おもちゃ買うのって果たし合いみたいッスね……」


    　皇月は、おもちゃレビューを動画投稿しているのに一番ダイレクトなＣＭという媒体に目が行かなかったことを悔やんでいるようだ。反動でいつもよりも言葉に熱が籠こもっているように感じられる。


    「ただし、ＣＭで先行披露する塩あん梅ばいを考えないと、本編でおもちゃが出てくるのが作業に見えてしまう、そこはうまく調整しよう」


    　皇月は、遠慮がちにウマちゃんのボディを指で突いた。


    「ウマさん、ＣＭ制作にはこの地球で協力員を募る……雇ってもよいのでしょうか？　たとえば、ナレーションをしてもらう声優の方などを」


    　むしろ大勢で群れることを嫌う皇月にしては、人員増強は珍しい提案だ。


    「さすがに魔ま星せい少女関係者以外の外部協力者の起用は難しいかなあ……。ちなみに皇月が雇って欲しい声優さんって、若いアイドル女性声優とかかい？」


    「いえ、渋い声の年輩男性声優さんです」


    「絶対駄目だよ幼女とマッチしないよ！」


    「……私が望むのは、素敵で力強いナレーションによる燃えるＣＭです……そこに幼女の可か憐れんさは必要ありません!!」


    「いやいやいやいや女の子が楽しそうにおもちゃいじる微笑ほほえましいＣＭでしょ!?」


    　ようやく陽奈と感性が交差したウマちゃんだが、今度は皇月と熱い激論が繰り広げられる。


    　これも、集団作業の醍だい醐ご味みだった。


    



    「よし、今回もまた過密スケジュールで申し訳ないが、さっそく予定を立てよう！」


    　ウマちゃんはそのスポンジじみた前脚にサインペンを握り、テーブルの上に置いた白紙にスケジュールを書き込んでいく。


    　これ以上視聴率を落とさないためにも、次の放映までに新おもちゃ攻勢を形にしたい。そのため、どうしても慌ただしい日程になってしまっている。


    「まずは、レイアーテラ強化のための新アイテムのアイディアを、皆に募集したい」


    　ウマちゃんの提案に、愛まな美みが意外そうにする。


    「マナたちも考えていーの？　遥はるかの武器なのに」


    「うん、是非お願いするよ。君たちのアイディアには、何度も助けられているからね」


    「……よーし……」


    　陽ひ奈なは密ひそかに、リベンジのチャンスに燃えていた。


    　レイアーソルの変身アイテムであるコスモチェンジャーも、専用武器プロミネンスタッフも、ウマちゃんと惑星ユーマエルの番組スタッフが一から考えたもの。そこに自分のアイディアは何も入っていない。


    　一方、遥も愛美も、専用武器のアイディアやデザインをウマちゃんに高く評価されており、皇み月つきに至っては自分専用の変身アイテムまで提案した上で、描かいたデザインがもうそのまま使えると絶賛されたほどだ。


    　陽奈も何度かアイディアを提案してきたのだが、何な故ぜかウマちゃんの反応は微妙だった。


    　ＣＭを提案した身としても、是非今回こそいいアイディアを出して、後輩のこれからの活躍に花を添えたい。


    「おもちゃのアイディアがまとまったら、それを紹介するＣＭの撮影だ！　忙しくなるぞー!!」


    　ウマちゃんの頼もしさに胸ときめかせる陽奈は、背後からこっそりと近づいてくる遥に全まつたく気づかない。


    「せ～んぱいっ！　脇ががら空きッスよ！　あえて無防備になって、私に乳揉もませようとしてるんスか!?」


    　いや、揉むほどないけど、という悲壮な補足とともに、遥は脇の下から手を通し、陽奈の胸を鷲わし掴づかみにした。


    　同じことをカイザーエディット戦の最中にして半殺しどころか八割殺しぐらいの目に遭ったというのに、全くぶれない。


    「……！」


    　ところが陽奈は一瞬血走った目で遥に振り返るも、


    「…………やめてよ。私、遥みたいに胸大きくないんだから」


    　軽く振り払うにとどめ、特に魔ま星せい術じゆつでの追撃をしようとはしなかった。


    　遥は愕がく然ぜんとした表情でわなわな震ふるえ、やがて気の毒なほど肩を落として玄関へと向かった。


    



    　　★


    



    「最近、先輩の様子がおかしいと思わないっスか……？」


    



    「……そうですか」


    　いたく神妙に語る遥はるかに、皇み月つきは怪け訝げんな目を向ける。


    　これからのスケジュールを決めた翌日の放課後。


    　遥は下校中の皇月と通学路の途中で合流し、相談を持ちかけていた。


    「マジに聞いてくれッスみつきち！」


    「あの、ＲＡＩＮラインで大事な話があると言っていたのはそれですか？　私は超忙しいのですが」


    「だってみつきち、神出鬼没なんスもん。先輩の家に行く前に二人で話したかったんスよ」


    　陽ひ奈なへの違和感は、このところずっと感じていた。


    　第三者視点でそれを確かめたくなるのも、当然のことだ。


    「みつきちも昨日見たっしょ!?　おっぱい揉もんだのにあの反応の薄さッスよ!?　ちょっと前なら遥ちゃん、天井に頭から突き刺さってるとこッス！　残虐表現だけがエスカレートしてく洋画のデスゲームシリーズみたいなことになってるはずッスよね!?」


    「お願いしますから、そのデスゲームは私のいないところでしてください」


    　Ｒ‐18＋指定作品は、小学生に見せてはいけない。


    「みつきちだっておかしいと思うっしょ？」


    「星ほし上がみさんは引退を望まれているのですから、極力魔ま星せい術じゆつを使わないよう意識するようになったのでは？」


    　皇月は仕方なさそうに予想を立てる。


    「私もそう思って色々探り入れてみたけど、それも違うっぽいんスよねえ」


    　陽奈は元々、日常生活で魔星術を使わないよう意識していた。しかし遥と親しくなる中でその自戒も模も糊こたるものとなり、むしろ積極的に魔星術を用いてお仕置きをしていたのだ。


    　今さら急にその自戒を意識するのも、おかしな話だ。


    「うう、もしかして私、先輩に飽きられてねーッスかねえ……」


    　遥が一番恐れているのがこれだ。構ってくれているうちはいいが、本当に煩わずらわしくなってきて無視を決め込まれる、というパターン。


    「……深刻なことならば何な故ぜ、私に相談するのですか。地ち平ひらさんは学校に友達がたくさんいると聞いていますが」


    　自分は友達がいないと告白しているだけに、皇月の詰問には自じ嘲ちようも感じられた。


    「だって～。魔ま星せい少女のこと知らない子には上う手まく相談できないし、マナっちだときちんと性教育しないとエロトークできねーんスもん。そこいくと、みつきちは年相応にはエロいッスから──」


    「わ、私はえっちじゃありません!!」


    　皇み月つきはこほん、と可愛かわいらしく咳せき払ばらいし、努めて平坦な口調で意見した。


    「…………その……地ち平ひらさんのセクハラ……が、嫌いやではなくなった、とか……」


    「うっそ─────ん、そんな素ん晴らしぃーことってあるんスかね!?」


    　ミュージカルチックなオーバーアクションで、ダンス交じりに喜びを表現する遥はるか。


    「星ほし上がみさんが根負けして軟化したなら、地平さんにとっては望むべき展開なのではないで……ちょっと！」


    　感極きわまった遥は、皇月をあらん限りの力で抱き締めていた。わざわざ胸に顔を埋めるように抱き締めてくるのが憎い。


    　力で押し返そうとした皇月は思い切り胸を揉もんでしまい、「あっ……」と、感触に戸と惑まどうように手を離した。


    「やぁん、みつきちかわいいッス……ウマトっちと同じ反応……♡」


    　ウマちゃんの人間体、ウマトの名前を出され、皇月はそのやる気なさげなジト目を僅わずかに吊つり上げた。


    　つまり遥は、ウマトに自身の胸を揉ませたことがあるのだ。皇月が少し気になっている少年、ウマトに。


    「あと三秒以内に離れなければ、これのピンを抜きます」


    　皇月は抱き締められながらも器用にスカートのポケットから防犯ブザーを取り出した。


    　しかもそれは皇月の過保護な親が持たせたという、音だけでなく爆発までする凶悪な護身グッズではないか。


    　遥は速すみやかにホールドアップし、防犯グッズの有用性を満天下に知らしめた。


    



    　　★


    



    　遥、皇月が珍しく陽ひ奈なの家に揃そろってやって来た。


    　陽奈、ウマちゃん、愛まな美みもリビングに揃い、レイアーテラ強化の案を出し合うことに。


    　先陣を切ったのは愛美だ。


    「じゃーん、マナ、絵は描かけないから文章でしっかり設定書いてきたぞ！」


    　ダブルクリップで留めたＡ４コピー用紙の束を手にしており、まるでライトノベル新人賞の応募原稿だった。


    「よかろう、検分してやるッス」


    　遥は編集者よろしく原稿のチェックに入った。陽奈、皇月も後ろから覗のぞき込む。


    



    　レイアーテラ　強化案　　　　　　　稿：チチガデカーイ愛まな


    



    ●マジカルゴリラ　ゴリラルヴァー●


    　身長二〇一㎝　体重三〇万ｔ


    　レイアーテラの魔ま星せい力りよくで実体化したマジカルゴリラ。惑星の運命を見守るのが役目の審判者。多彩な変形を駆使してレイアーテラを援護する。


    　キスで契約し、反物質マジカルゴリラエンジンを駆動させて永久にエネルギー切れを起こさない。頭右手左手右足左足にそれぞれ火水風土金のマジカル五大要素の力が宿っており、パーツを分割してレイアーテラに合体し、そのパワーを分け与えることも可能。代償として合体したレイアーテラの身体からだもゴリラと同じ毛深さになるが、それは本人も覚悟している。


    　レイアーテラが正義の心を失えば契約を破棄し、マジカルウンコを投げつけてくる。


    



    ・変形パターン・


    　アルファゴリラ　：　力を増大させた姿。五〇ｔの腕力で敵の頭を挟み潰つぶす。


    　ベータゴリラ　　：　武術に特化した姿。レイアーテラからクロノブラスターを奪って自分の武器のように使いこなす。


    　デルタゴリラ　　：　執筆能力を強化した姿。マジカルタイプで原稿を手伝ってくれる。


    「たかがゴリラ一匹にどんだけ設定盛れば気が済むんスか────っ!!」


    　遥はるかはコピー用紙の束をメンコのようにテーブルに叩たたきつけた。


    「なんだよ、マナの代表作のキャラを貸してやるんだぞ、ありがたく思えよー!!」


    「こっちが黙ってりゃさらっと自作のゴリラとキスさせようとするわ、お毛々マシマシにしようとするわ、油断も隙すきもありゃしねー作家ッス!!」


    「けちけちするなよ、パワーアップしたいならゴリラとキスぐらいしろよなー!!」


    「最後、さりげなく君に得な能力も盛り込んでないかい……」


    　ウマちゃんも精一杯の突っ込みをする。


    　しかもこのマジカルゴリラ、地味すぎて誰も突っ込んでいないが、地球上のあらゆる物質の比重を超越する恐ろしい重量を誇ほこっていた。


    「そうね、キスでパワーアップって遥らしいかも」


    「………………先輩？」


    　キスへのフリが唐突すぎて疑われた可能性があるため、陽ひ奈なは慌てて話題をすり替えた。


    「アルファ、ベータって来てどうして次がデルタなの？　ガンマは？」


    「書いてないけど、実はゴリラルヴァーには禁断のモード・ガンマゴリラがあるんだ。最強のこのモードを発動すると地球が爆発しちゃうから、滅多に使えないんだー!!」


    　陽奈の問いに、えっへんと胸を張って答えるゴリラ作家。


    「そこをちゃんと書かないと、三番目だけ歯抜けになってたら読み手はモヤモヤするッス！　脳内設定だけ肥大して出し惜しみするから、新人賞の応募原稿で減点されるんスよ!!」


    　遥はるかの助言が、徐々に的確になりつつある。


    　地球が爆発するなら滅多にどころか一度も使えないぞ、とまで指摘していれば満点だった。


    「……あの、設定にあまりファンタジックな要素を見み出いだせないのですが、これでなぜマジカルゴリラなのですか？」


    　皇み月つきも遠慮がちに疑問点を挙げた。


    「ああ～それ！　ウマ助馬ば鹿かだから、設定にマジカルっていっぱいつけとけば騙だまされてすぐ採用すると思って!!」


    「うおおおい見くびんじゃねえぞアンポンタン娘が!!」


    　激げつ昂こうするウマちゃんだが、ここまでさして反論しなかったところを見ると、アンポンタンの目もく論ろみどおりまんまと騙されていたと見える。


    「それと、僕たちが支援できるのはコスモチェンジャーみたいな無機質なデバイスだけ！　陽ひ奈なが探してくるＵＭＡウーマみたいな意思があるパートナーとかは作れないからね！」


    「えー、心ないゴリラしか無理なのー!?」


    　心ないゴリラというパワーワードを生産しつつ、落胆する愛まな美み。


    　そもそも自律行動できる支援メカ（？）では、レイアーテラ専用とするのは難しい。


    「絵はなくともおおよその外見を描写しなくては、開発スタッフがデザインをする際に負担をかけますよ」


    　皇月の突っ込みは、徹底しておもちゃ開発目線だ。


    　デザインが欲しいと言われ、待ってましたとばかりに陽奈が続く。


    「じゃあ、次は私の見て！　ちゃんと絵も描かいてきたのよ!!」


    　自分の考えた武器でレイアーテラが颯さつ爽そうと戦う日が、ついに来るのだ。


    　テーブルの上に、方眼紙サイズの大きな紙を広げる。


    　胸の部分だけが異様に肥大した棒人間……おそらくレイアーテラが、何かを頭上に掲げている。


    　その手に持っているものは、日本人なら誰もが地図で目にしたことがある形だった。


    「……何だい、これ」


    　訝いぶかしむウマちゃんに、陽奈は自信満々にニューウェポンの名前を宣言した。


    



    「青森県の形をした聖剣、青森剣よ!!」


    



    「だせえええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」


    　シンプルな所感を部屋いっぱいにほとばしらせるウマちゃん。


    「──────青森県はださくないでしょ？」


    　陽ひ奈なが笑顔で優しく背中を撫なでると、ウマちゃんは小刻みに身体からだを震ふるわせる。


    「モチロンデス」


    　しかも、申し訳程度に添えられているレイアーテラのイラストは幼稚園児が初めて描かいたお母さんに匹敵する前衛的な線の集合体なのに対し、手にした剣は青森県の地図をそのまま転写したのかと思えるほどに精せい緻ちなタッチで、陰影表現までバッチリだった。


    　ウマちゃんは気を強く持ち、友人としてではなく番組プロデューサーとして確固たるツッコミを繰り出す。


    「これ、剣っていうか斧おのだろう!?　確かに青森県って、横にするとハンドアックスみたいな形してるけど!!」


    「剣のつもりだったんだけど……ちょっと下へ手ただったかな？　青森に寄りすぎたかなあ」


    　寄りすぎというか、青森県そのものだった。青森の描画だけは何な故ぜかプロ級なのだ。


    　モチーフでも意い匠しようでもなく、レイアーテラが青森県を手にしているという以外表現のしようもない青森っぷりだった。


    「うん、剣はいいよ！　でも青森から離れよう!?　君が青森大好きなのは十二分に理解してるから、青森から一いつ旦たん離れよう!!」


    　その青森発祥の郷土玩がん具ぐのような見た目のぬいぐるみが、青森との適度な距離を提唱する。


    「そんなに嫉しつ妬としなくても……青森への好きと、ウマちゃんへの好きは別物だゾ？」


    　甘いウインクを投げる陽奈。


    　ウマちゃんの頭から魂がすーっと抜け、イタコで有名な青森恐おそれ山ざんへ飛んでいきそうになる。


    「──デザインはさておき、ギミックを聞いておきたいところですね」


    　みんな超適当に流そうとする中、真剣に意見を述べたのは皇み月つきだけだった。


    「ウマさんはダサいと言いましたが、こういうわかりやすく突き抜けたデザインは、ストレートに子供受けすることがよくあります。行きすぎるとそっぽを向かれますが」


    　そこで皇月言うところの、おもちゃそのもののギミックが重要となるわけだ。


    　しかし陽奈は、目をしぱたかせてノープランを示す。


    「……え、ないよ。これだけ」


    　皇月の出した助け船は、救助者自みずからの手によって轟ごう沈ちんした。


    「……それじゃ、お土産屋の木刀みたいなものですよ……」


    　即座にギブアップする皇月。


    「こ、これはおもちゃになったら、フィギュア枠なの！　飾って可愛かわいい、持って可愛い、コレクションして楽しむためのもので……」


    　助けを求めるようにウマちゃんを見る陽奈。


    　ウマちゃんは、可動域の狭い首を逸そらした。


    「ウマちゃん、遥はるかとか皇み月つきちゃんの考えた武器は絶賛するのに……」


    「青森剣とクロノブラスターって名称を並べてみてよ！　同じ人間が使うんだよ!?　おかしいでしょ!?　デザインにも全まつたく統一性がないし!!」


    　陽ひ奈なは俯うつむいて肩を震ふるわせる。


    「……いっしょうけんめい、かんがえたのに……」


    　ギザギザにへたれた陽奈のアホ毛を見て、悲しみの深さを知る。


    　彼女がどれだけ真剣だったかを、皆はようやく悟った。


    「先輩、よく見たらこれすげー強そうッス！　是非使ってみたいッス!!」


    「どーせなら岩手剣とか秋田剣もパズルみたく合体させてこーよ！　六体合体東北剣とか面白そうじゃん！　おもちゃいっぱい出せそうだし!!」


    「いいですねそれすごいくいいですね」


    　陽奈の落ち込みに慌て、口々に褒ほめだす遥と愛まな美み。


    　しかも、即興ではあるが愛美のアイディアが意外と面白そうだ。さりげなく、皇月が鋭い賛成を重ねている。


    「ウマさん、観念して青森剣を商品化しましょう」


    「駄目だよ！　泣き落としに絆ほだされてなんでもかんでも商品化していたら、債権がどれだけ積まれても終わりがないよ!!」


    「去年、月まで届くほど不良債権重ねたんスから、今さらもう一枚ＢＥＴするぐらいビクビクすんなッス！」


    　嫌いやすぎる激励を受け、怯おびえるウマちゃん。


    「……ありがと、みんな……」


    　ウマちゃんは、陽奈が、遥と皇月と愛美の顔をしきりに交互に見ているのに気づく。


    　しかも、はあはあと息が荒く、目がとろんとしており、顔というよりも唇くちびるを凝視しているが……あの挙動不審さ、もしかして青森剣を考えるために徹夜をして、疲れているのだろうか。


    　陽奈の頑張りを思い、良心の呵責とプロデューサーとしての責務で揺れるウマちゃん。


    



    　その後も提案は続いたが、本人である遥、デザイン本命の皇月でさえ、どこかしら好みが色濃く……強化案に関しては、ウマちゃんがしっかりと舵かじを取らなければならないようだ。


    



    　　★


    



    「いやぁ～、先輩の青森好きにも困ったもんスねえ……可愛かわいいッスけど」


    　各自アイディアを煮詰めるため、今日の会議は早めに解散となった。


    　陽奈の家から、自宅への帰路の途中。遥は、陽奈の青森県愛を微笑ほほえましく思い返す。


    　正直、ＵＭＡウーマ好きはまだ理解できる。遥はるかもテレビの宇宙人や心霊特集などは普通に見るし、常識ではあり得ない未知のものを楽しむという気持ちは、十分に同調できる。


    　だが、青森県を……この特段特徴のない田舎いなかを、あれほどまでに愛するのが心底不思議だ。


    　何な故ぜそんなに青森県が好きなのかと聞いても「青森県だから」という答えしかもらえなかったが、陽ひ奈なには、自分自身でも知らない青森をこよなく愛する理由があるのだろうか。


    



    　その時、歩く先の電柱の陰から、待ち構えていたかのように少女が現れる。


    　足首まで届く黒い長髪と、上下黒一色で統一されたコーディネート。


    　見覚えのあるこの黒ずくめの少女と目が合い、遥は思わず声を上げた。


    「でええっ!?　ルーティア!?」


    　驚いた猫のような軽妙さで飛とび退のく遥。


    　ルーティアはこれ見よがしに髪を掻かき上げると、


    「いい反応だ……オーバーアクションはヒーロー演者の基本だからな……子供たちにわかりやすいのが大事だ」


    　さも得意げに語ってみせる。


    「お前さては……先輩にボロ負けしたから、次は私一人んとこを狙ねらったんスか!?　はっ、小者化が止まんねーッスね!!」


    　強がっているが、遥は密ひそかに退路を探っていた。


    　ルーティアの変身した魔ま星せい少女・ディザスターネプルティアは、平時ノーマルのレイアーソルと互角以上の強さを誇ほこっていた。


    　カラミティーサタン相手ですら煙けむに巻くのが精一杯の遥が、正面切って戦って勝てる相手ではない。


    「誤解するな……お前を消す程度なら、わざわざ地球に降り立たなくてもできる。その時は今度こそ私もレイアーソルに殺されるだろうから、自爆覚悟の特攻でもあるがな」


    「先輩を殺人鬼みたいに言うなッス」


    　怒りを発散させながら睨にらむ遥。ルーティアはわざとらしく嘆息し、本題に移った。


    「お前たちも、こちらの手駒が不足していることは気づいているだろう。侵略に難儀していてな」


    「おお、みんなで笑い話の種にしてたところッス!!」


    「これからのことについて、またお前たちと会議をしたいのだが……どうだ、受けてくれないか？」


    「冗談じゃねーッス！　主題歌の時みたいに私たちを利用しようとするだけだろッス!!」


    「私たちがお前たちを利用する時、お前たちもまた私たちを利用する……そんな関係だと思うのだがな」


    　話しながら、ルーティアは視線を僅わずかに下向ける。自然に後ろ手に組まれた、遥はるかの腰こし許もとへ。


    　何かあれば陽ひ奈なたちに即座に連絡できるよう、後ろ手にコスモチェンジャーを握り締めているのを看破したのだろう。


    「お前は見た目のチャラさとは裏腹に、慎重さはあるようだ」


    「チャラくない！　おっぱいだけエロティックで後は完かん璧ぺきに清純派ＪＫッス!!」


    「そうか……今いま頃ごろマオンは、不思議系ＪＳと逢あっているはずだぞ」


    　わざわざ遥の軽口に揃そろえて教えてくるのが嫌いやらしい。


    　それが皇み月つきを指していることは明白だった。


    「！　みつきちに変なことしたら、ただじゃおかねーッスよ!!」


    「危害は加えんだろうが、〝変なこと〟となると保証はしかねる。何せマオンは、皇月のことを随分と好いているようだからな」


    　余裕ぶっていたルーティアの声こわ音ねに、僅かな変化が見て取れた。まるで、拗すねているような……ルーティアらしからぬ感情が籠こもっているような。


    　遥の女の勘センサーがピっと反応する。


    （こいつもしかして、マオンのこと……）


    　皇月は悪の魔ま星せい少女たちと関わりがあり、陽奈達の中で唯一、マオンの宇宙船に潜入している。そこで話して以来、妙にマオンに気に入られているようだと遥も聞いているが──この分だとルーティアを含めて、ちょっとした三角関係が構築されているのではないだろうか。


    　ルーティアは遥の勘繰りを絶ち切るかのように、唐突に話題を振ってきた。


    「お前はどうだ、地ち平ひら遥……星ほし上がみ陽奈が好きか」


    「は？　好きッスよ」


    　遥は素直に、そして自信満々にそう返した。


    「……ならば、お前が奴やつを満たしてやれ。他に大それた望みを持たぬよう、退屈しないよう、愛を以もつて充足させてやるのだ」


    「いや、そんなん……言われるまでもねーッスけど」


    「私ではそれができなかった。全力で戦いたい、同等の力を持った戦士と戦いたいという奴の望みを、満足に叶えてやることができなかったからな……」


    　ルーティアは、仲間である「主人公」に力が足りなかったがために、悲劇に巻き込まれた過去を持つ。かつての苦い記憶になおかつ今の自分を重ねるような、孤独な表情だった。


    「結局、何が言いたいんスか。会議の申し入れなら、交渉の余地はねーッスよ」


    「星上陽奈とキスはしているか？　どのくらいの頻度で、どのぐらい深く？」


    「だーもう！　私と先輩はラブラブだから、お前は自分の恋の心配でもしてればいいんスよ！　マオン連れてとっとと帰れッス!!」


    　これ以上相手のペースに巻き込まれまいと、遥は足早に立ち去る。毒気が抜かれたからか、完全に警戒心の消えたその背中を見つめながら、ルーティアは残念そうに笑った。


    「さて、マオンは──相当思い詰めていたようだ、荒っぽい真ま似ねをしていなければいいが」


    



    　　★


    



    　皇み月つきとＲＡＩＮラインのＩＤを交換し合っているマオンは、ルーティアのように待ち伏せする必要はない。


    　陽ひ奈なの家から帰途についた皇月を折良く人ひと気けの少ない場所に呼び出し、マオンは──カラミティーサタンは、殺気立った双そう眸ぼうで皇月を睨ねめつけていた。


    　おもむろに両腕を天高く掲げ、一気に振り下ろす──!!


    



    「頼む皇月！　キスさせてくれ!!」


    



    　銀河のあらゆる異文化を超えてなお等しき懇願の最上位、ＤＯＧＥＺＡを敢行。


    　そして変態な……いや、大変なお願いを口走っていた。


    「……あの、いえ……私の本来の年齢は九九九歳ですが、仮の社会的立場としては小学生で……その小学生に土下座してキスさせてくださいと頼むなんて……とても気持ち悪いです」

  


  [image: ]


  
    　その全身全霊の哀願に、皇み月つきもまたあらん限りの蔑さげすみの視線で応じる。


    「あ、あれ？　何だ、蔑まれて嫌いやなはずなのに……なんか……」


    「すごく気持ち悪いです……!!」


    　天国への扉ヘブンズドアを開きかけるカラミティーサタンに、皇月の蔑みは留とどまるところを知らない。


    「パワーアップするためにキスが必要なんだよ！　こんなこと頼める奴やつ、お前しかいねーんだ！　このままじゃ、あたしはルーティアに唇くちびるを奪われちまう!!」


    　追いつめられたカラミティーサタンは、皇月の足に抱きついた。足を包む柔らかな感触。


    　遥はるかもそうだが、胸の大きな人が必要以上にスキンシップ過多なのは、自信の表れなのだろうかと、皇月は思う。


    「ルーティアさんとすればいいじゃないですか……」


    「冗談じゃねえ、これ以上あいつにでかい顔されるのは御免だ!!」


    　ルーティアが魔ま星せい少女という正体を現した瞬間のカラミティーサタンの動揺は、皇月も目撃している。信じていた全すべてを裏切られたような、気の毒な狼狽うろたえぶりだった。


    　あの後の二人を思うと、確かに軽々しくそんなことをできる間柄ではないだろう。


    「なっ!?　いいだろ皇月！　キスしてくれよ、友達だろ!?」


    「最後の二文節が激しく矛む盾じゆんしています……!!」


    　皇月の足に抱きついたまま、ずるずると崩れ落ちていくカラミティーサタン。


    　未練がましく、離しきる瞬間までねちっこく皇月の足を触っていた。


    「……笑わないで聞いてくれ……本当はあたし、この年でまだキスしたことねえんだ……!!」


    「はあ」


    　まずあなたの年齢を知らないのですが、と言いたげな皇月。


    「仕事一筋で……職場で出で逢あう男なんて変態怪人ばっかりだしよう……かいた汗で天井に雲作るような連中と交際なんてできるか!?」


    「それは大変でしたね……」


    「必要なのは契約のキスだ、ルーティアとはどの道しなきゃいけねえんだろう。でもその前に……初めてはお前の方がいい!!」


    「な、何を言っているのですか！」


    　動揺し、身み動じろぎする皇月。彼女は、雰囲気と押しに弱い。


    　皇月はスカートを握ってもじもじし、やがて譲歩の言葉をかけた。


    「……だったらせめて、変身は解いてください。魔ま星せい力りよくに頼って性格を変えなければ頼めない程度の訴えに絆ほだされるほど、私の操みさおは軽くはありません」


    「お前ホントに小学生か、なんかあたしより全然オトナじゃねえか……」


    　スタートラインを提示したに過ぎないが、ＯＫをもらえたと勘違いしたカラミティーサタンが、嬉き々きとして変身を解こうとする。……しかし。


    「月の女神は恋の多さで知られるが──君もそのようだな、朔さく良ら皇み月つき」


    　遥はるかとの接触を終えたルーティアが、音もなく現れた。


    「ルーティアさん……」


    「フッ、久しぶりにプリズム☆リングのメンバーが揃そろったな……。新曲の打ち合わせでもするか？」


    　言葉こそ軽快だが、皇月を見るその目は、泥棒猫を糾きゆう弾だんする正妻のように冷たく凍いてついていた。


    「何の用だ、引っ込んでろルーティア！　これはあたしと皇月だけの問題だ!!」


    　小学生にキスしてくれと縋すがりつくおねーさんが、真剣な面おも差ざしで抗議する。


    「誤解しているようだから言っておくぞサタン。私はお前に特別な愛情を持っているわけではない。だが──」


    　長い髪を掻かき上げ、艶あでやかに宙に流すルーティア。


    「私と雇用関係にあるお前が、軽々しく他の女とキスをすることは許さん。それは重大なコンプライアンス違反だ」


    「ブラックすぎて労基が宇宙まで匙さじブン投げるぞアホが！」


    　同意を求めようと皇月を振り返った時、もうそこに彼女の姿はなかった。


    「あっ……皇月がいなくなっちまった！　てめえ……もう少しだったんだぞ！　ムードさえ作ればいけそうな空気だったんだ!!」


    「……相手が小学生と念頭に置いてなおそう言えるのだから、お前はすごいな……」


    　カラミティーサタンが契約のキスを無事乗り越えるには、まだ時間がかかりそうだった。


    



    　　★


    



    　レイアーテラのパワーアップ武器は、数々の個性豊かなアイディアを経て、最終的に現行のおもちゃのギミックを活いかす形で落ち着いた。


    　クロノブラスターのおもちゃは実物と同じくシリンダー部を外せるのだが、そこに新パーツを合体させて武器をパワーアップさせるのだ。


    　これは、レイアーソルがアースエクリプスとなった時にプロミネンスタッフを進化させたのと同じ方式だ。


    　放課後、リビングに勢揃いした陽ひ奈なたちは、ウマちゃんの発表を待っている。


    「というわけで、これが完成図だよ！」


    　ウマちゃんがテーブルの上に拡ひろげた用紙に描かかれていたのは、三みつ叉またの槍やりとなったクロノブラスターだった。


    　おもちゃデザインがもっとも得意な皇月の絵が、ほぼそのままで決定稿となっている。ちなみにそれはウマちゃんの描いたイメージ絵──大小三つの△が横に並んだとしか見えなかった──を元にしており、相変わらず皇み月つきの認識能力の高さが光っていた。


    「パーツ自体に音声認識ユニットを内蔵している、三つのシリンダーが穂先となった三みつ叉またの槍。正統進化としていいおもちゃになりそうだよ」


    「マナ、ホントはゴリラが変形して欲しかったのになー」


    　シリンダーの合体アイディアは、愛まな美みのものだ。


    　ゴリラをゴリ推しせずにシリンダーのアイディアに転換できた分、愛美も成長している。


    「クロノブラスターが三叉の槍やりになるなら、名前はクロノトランザーってとこッスかね？」


    「それでいいと思うよ！　遥はるかのネーミングセンスはさすがだね」


    　自身が振るう新武器の名前は、遥が提案。これもすんなり採用となった。


    「…………」


    　青森剣の名付け親が、センチメンタルな双そう眸ぼうでウマちゃんを凝視する。


    　しおしおと萎しおれた二本のアホ毛が、いっそうの悲しみを表現していた。


    「ですが、これ一つだけでは『続々登場』と期待感を煽あおっていくには不安が残ります」


    　時間的に一つできただけでも御おんの字だが、これを元にＣＭを撮る以上、もう少し弾が欲しい。皇月の懸念ももっともだった。


    「今までの分も、あらためてＣＭにすればいいんじゃないかー？」


    「それは確定枠です」


    　愛美の提案に、マッハで返す皇月。


    「コスモチェンジャーなどの販売済みの武器も、あらためてＣＭ撮影をするのです。変身デバイスは年間通しての主力商材なのですから、当然のことです」


    　ウマちゃんはぎょっとする。それが全まつたく頭になかったようだ。


    「……いや、うん……実はおもちゃをたくさん出したいと会社に言ったら、あちらのアイディアであと三つほどすでに新発売の予定のものができたんだ。だから、一回ＣＭを撮る分のおもちゃストックは揃そろったんだ……だけど……うう……」


    「？　嬉うれしくないの、ウマちゃん？」


    　奥歯に物が挟まったような言い方で応こたえるウマちゃん。


    　玩がん具ぐが増えるのだから普通は喜ぶべきはずだが、その面おもてには忸じく怩じたる思いが垣かい間ま見みえる。


    「ま、まあ、その三つとは別に、僕もとっておきのアイディアが通ったからさ！　それが何かは、完成してのお楽しみということで！」


    　やや強引に誤ご魔ま化かすと、ウマちゃんはもう一つの議題に移った。


    「それでね……ＣＭを強化すると同時に、番組本編にも真新しい『画え』を差し込みたいんだ。ＣＭと一緒に、日常パートも撮影できればベストなんだけど」


    　ウマちゃんの要望に、皇月が補足する。


    「そもそもＣＭを撮るにはスタジオが必要ですね」


    「また疑似空間収納箱アナザスペイシンのプレハブで撮るかい？」


    　オーディション会場、皇み月つきの動画投稿の練習など、意外に活躍の機会の多い異次元のプレハブを推すウマちゃんだが、皇月の意見は別にあった。


    「……外ロケというのはどうでしょう。私は自分の動画でやったことはありませんが、ＹＯＵヨウ ＴＵＩＥＲチユーイヤには商品レビューをわざわざ外で撮影する人も多いです」


    「なるほど、ＣＭを外ロケで……。それなら、日常パートもこれまでにないものが作れるかもしれない。珍しいロケ地にしてみるのもいいかもね」


    　最近とみに前のめりな陽ひ奈なが、勢いよく手を挙げて意見する。


    「猿さるヶが森もり砂丘がいいと思うわ！」


    「え、それどこー？　マナ知らないぞー？」


    　その場の全すべての意見を集約した疑問を発する愛まな美み。


    「作家を目指してるなら、アンテナはしっかり張らないと！　青森県の名所よ！」


    　陽奈の頭のアンテナが妙に自己主張しているように見える。


    「……マジで知らねーんスけど、青森県にそんな場所あったんスか……？」


    「何でみんな青森県民なのに知らないのよ!?」


    　陽奈はテーブルの上に白紙を拡ひろげ、フリーハンドで青森県の地図を描かいていく。


    　生で見るその精度に驚かされ、遥はるかたちは一様に見入っていた。


    　でき上がった青森県の絵の右半分、「７」の字型に突き出た部分のちょうど右上あたりを、赤マジックで大きく囲む陽奈。


    「ここが青森が誇ほこる日本最大の砂丘、猿ヶ森砂丘。テストに出るわよ」


    　アカシックレコードに匹敵する莫ばく大だいな項目のテストでなければ絶対に選ばれないであろう地名を推され、遥が反論する。


    「いや嘘うそッスよ！　日本で一番大きな砂丘といったら、鳥取にある鳥取砂丘のはずッス！」


    「それが日本政府の情報操作なのよ！」


    「政府主導!?」


    「確かに鳥取砂丘は、日本一大きい砂丘……それは嘘じゃないわ。ただし、頭に『観光ができる』と付くのがポイントよ」


    　特殊部隊の隊長が凄せい絶ぜつなミッションを隊員に伝えるかのような緊迫した雰囲気で、再び地図を指差す陽奈。


    　飼い慣らされた観光地ではない──厳おごそかなる原初の砂丘であると。


    「本当に最大の砂丘があるのは青森県！　青森こそが最強なのよ!!」


    　陽奈が最強の魔ま星せい少女なのは誰もが認めるところだが、それに連動して愛する青森県をうっかり最強に並べるのはいただけない。


    「しかも鳥取砂丘は砂丘のアドバンテージを保つために、あえて自然緑化が進まないように調整してるというわ……。人間のなんと傲ごう慢まんなことか……鳥取県とは、いずれ決着を着けるわ」


    　誰も望まない戦いに燃える青森県民。


    「鳥取は、県全すべてが砂漠というイメージを全世界に周知させる犠牲を払ってまで、鳥取砂丘という王座を手にしたんスよ!?　ポッと出の青森が挑むなど烏お滸こがましいッス!!」


    「王者なら、いついかなる時でも挑戦を受けるべきだわ!!」


    「アッハイ」


    　為なす術すべ無く引き下がる遥はるか。


    　悲しいことに、この中で青森に興味があるのは陽ひ奈なただ一人だった。


    　若者の地元離れが懸念される。


    「……遥、僕はちゃんと社交辞令な微笑ほほえみを作れているかい……？　驚くほどクッソどうでもいい情報を聞かされて、顔面もろとも全身がベータ崩壊しそうだよ」


    「大丈夫ッス、ウマっちの不変の外見から感情を読み取れるのは致命傷ケモナーの先輩だけッスから」


    　その陽奈に知られることが大丈夫ではないので、ウマちゃんは回れ右で感情を隠いん蔽ぺいする。


    　遥は観念して嘆息するも、この状況を有利に使うべく立ち回り始めた。


    「……先輩、そのお猿砂丘、行ってもいいッスけど……検索したら、海に面してるッスよ？」


    　海岸砂丘であることを指摘し、ニヤリと笑う。


    「海といったら水着ッス！　ロケは水着で決まりッスね!!」


    「いいわよ？　みんなで猿さるヶが森もり砂丘に行くなら水着にもなるわ！」


    「嬉うれしいけど即答すぎて逆に怖ぇーんスけど!?　そこまでして行きたい場所なんスか!?」


    　いつもの陽奈ならば自分の体形を気にして水着を断固拒否していただろうが、そこを折れてでも地元でロケがしたいのだ。


    　遥たちはその執念に戦せん慄りつする。


    「猿ヶ森砂丘は防装庁の預かりだから一般人立ち入り禁止なんだけど、私たち一般人じゃなくて魔ま星せい少女だから大丈夫でしょ！　地球守ってるし自衛隊みたいなものよ!!」


    　もっとも危険な思想で増長していく正義の味方。


    　ウマちゃんは血相を変えて待ったをかけた。


    「駄目駄目、それを先に言ってよ！　警戒されているところにあえて行く必要はない！　魔ま星せい術じゆつでの認識撹かく乱らんにも限界があるからね!!」


    「え～!?」


    「じゃあ水着だけ生かしで、場所を変える方向で検討しようッス」


    「仕方ないわね……ん？」


    　何かおかしい流れの気がするが、夢の猿ヶ森砂丘ロケがおじゃんになったことで、陽奈の思考はかなり鈍っていた。


    「……私はどちらかといえば山のほうが好きです……山ならば同行しますが」


    　皇み月つきが提案する。実際にＣＭのノウハウを一番熟知しているのは皇月だ、皇月の同行は必ひつ須すといえる。


    「八はつ甲こう田だ山さんでロケしようよ!!」


    　ノータイムで次の青森名所を繰り出す陽ひ奈な。


    「くっ……どっかで折れないと巡り巡ってとんでもねー未開の秘境でロケするハメになりそうッス……みんなどうッスか、ここらで一つオッケーってことで……」


    



    　ＣＭと本編の平行撮影を兼ねたロケ地も決まり、あとは遥はるかのパワーアップアイテムの算段を決めるだけだ。


    　しかし、楽しいバカンスになるはずのロケが最大の戦いの幕開けになるとは──この時は誰も知る由よしもなかった。
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    14ｔｈ：ＣＭを作ろう！／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    「──────はい。わかっております。滞とどこおりなく」


    　カラミティーサタンの宇宙船の一角。トレーニングルームとして用意された部屋の前の廊下で、ルーティアが何者かと電話をしている。


    　地球のものとは違い星間を隔へだてた彼方かなたに言葉を運ぶそれは、電話と呼ぶにはオーバースペック過ぎるが。


    「それが……私たちの使命です。必ずや、レイアーソルを───」


    　滑なめらかで、はっきりと抑揚のついた受け答え。


    　社会人の模範のような彼女の声は、一方でどうしようもなく醒さめたものに聞こえる。


    　通話が終わり、スマートフォンを空間にかき消すように仕舞い込んだルーティアは、ひどくくたびれた溜ため息いきをついた。


    「誰と話してたんだ……？」


    　程なく、トレーニングを終えたカラミティーサタンが部屋の出入り口の扉をスライドさせ、姿を現した。以前のことがあってか、今日はしっかりとシャワーを浴び終えている。


    「ま、あんたが敬語で話すなんざ、〝上〟の奴やつしかいねえだろうがな……」


    　カラミティーサタンの身体からだから仄ほのかに立ち昇る湯気を見て残念そうにしながら、ルーティアははぐらかすように肩を竦すくめた。


    「どうだ、サタン。キスをする決心はついたか？」


    「急せかすなよ！　プロトチェンジャーを使う前には、ちゃっちゃと済ませてやるっつうの！」


    　ここ数日、口を開けばこの話題ばかりだ。いい加減でうんざりし、苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情であしらうカラミティーサタン。


    「いつだ」


    「え……」


    「それは……いつだ？　いつ、私とキスをする？」


    　妙に真剣な口調で詰め寄られ、後あと退ずさったカラミティーサタンは廊下の壁に背をぶつけた。


    「おい、本当にどうした……？　何か、まずいことにでもなったのか」


    「定義によるな。この宇宙が、これ以上まずいことになることはありえん。膨大なマイナスをせめてゼロに……願わくばプラスにするために、私たちは戦っているのだから」


    　茶化すな、とばかりに睨にらまれ、ルーティアは観念したように窓の外へと視線を移ろわせた。


    「上はかなり苛いら立だっている。プロトチェンジャーのおもちゃの販売を許可したのもなんてことはない、今の『悪』が不ふ甲が斐いない展開が許せんからだ」


    「そうか……」


    　ルーティアがしきりにキスを迫ってくるのを疎うとんでいたが、彼女なりに現状に焦って急せかしていたのだ。一刻も早くプロトチェンジャーを使えるようになり、自分が「新たなる敵」として新生しなければ、上の心証は悪くなるばかりだろう。


    　いつまでも恥ずかしがってはいられない。


    「なあルーティア……」


    　今、この場で契約を───カラミティーサタンが言葉に出そうとした、その時。


    「地ち平ひら遥はるかには断られたが、なんとかもう一度地球の魔ま星せい少女たちと話し合いの場を持ちたい……お前も来てくれるな？」


    　意図の読めない申し出に、カラミティーサタンは困惑する。


    「奴やつらのＣＭ撮影に、私たちも参加させてもらおうと思っている」


    「なんだよ、させてもらうって。いつもみてえに力尽くで割り込めばいい話じゃねえか」


    「いいや……ことによっては、頭も下げるつもりだ。私たちを末席に加えていただけませんかとな」


    　カラミティーサタンは絶句し、壁を平手で打ってルーティアへと詰め寄った。


    「待てよ……どういうことだ！　まさか、あいつらのＣＭに全面的に乗っかるってことか!?　あたしに、あいつらの学生ノリにつき合えっていうのかよ!!」


    「──────そうだ」


    



    　向けられる怒気に微み塵じんも揺るがず、はっきりと言ってのける。


    「人ひと身み御ご供くうになれるかと聞いた私に、お前は是ぜと返したはずだが」


    「骨の一ッ欠片かけらになるまで戦えってことかと思ったんだよ！　あいつらをブッ倒して、番組をあたしたちのものにするって気概は、どこにいっちまったんだ!!」


    　それでも納得できず、カラミティーサタンは食い下がった。


    「昨日軽んじていた人間に、明日は頭を下げねばならぬこともある……それが社会人おとなというものだ。学生ノリを引きずっているのはどちらの方だ、サタン」


    「ぐっ……だ、だけど……それとこれとは話が別だ！　あいつら甘ちゃんじゃあ、強くなろうが演者としてマシになろうが、宇宙を救うことはできねえ！　だからこそあたしたちは、悪として胸張ってやってきたんだろうが!!」


    「奴らは閉へい塞そくした２クール目を打破すべく、ＣＭ強化という快案を出した。私たちが思いつく前にな。とうとう私たちよりも先を行くようになった彼女たちを、もはやいたずらに軽んじることもないのではないか？」


    　ぐうの音も出ない。


    　あまりの悔しさに、カラミティーサタンは握り締めた拳こぶしの爪つめを肉に食い込ませていた。


    　これまで地球の学生魔ま星せい少女たちに言って聞かせてきたことが、ブーメランとなって返ってくるかのようだ。


    　キスは嫌いやだと逃げ、悪の組織の調達はルーティア任せで自分は動かず、現場に送る敵役もルーティアの傀かい儡らい。この数週カラミティーサタンがやったことといえば、トレーニングに明け暮れることだけ。


    　上司が……プロデューサーが自分と同じ人間だったと知ったことで緊張の糸が切れ、これまでのハングリー精神が薄れてしまっていたのだ。


    「……わかりました」


    　変身解除して眼帯をつけ直すと、マオンは隠れていない右目でしっかりとルーティアを見据えた。


    「……でも、私にも意地があります。最後にもう一度、チャンスをください」


    　深々と頭を下げる。


    　自分の代わりにどれだけ頭を下げたかわからない上司……それに比べれば、このプライドなど今すぐにでも捨て去るべきだ。


    　それでもマオンは、あと一度だけのチャンスを求めた。


    



    　無言で去っていくマオンの背中を、ルーティアは寂しげに見つめていた。


    「板挟みか……。中間管理職の辛いところだな……」


    　何な故ぜマオンがあれほどまでに地球の魔星少女たちを敵視するのか。


    　ルーティアは、誰よりもよくわかっているのだが……。


    



    　　★


    



    　ＣＭロケ出発当日の朝。


    　陽ひ奈な、ウマちゃん、遥はるか、皇み月つき、愛まな美みは、陽奈のマンションのリビングで撮影の最終確認を行っている。出発は二時間後、午前一一時の予定だ。


    　空間転移ができるため移動時間を考慮しなくていい、彼女たちならではのスケジューリングだった。


    　テーブルの上にはプレゼンファイルを表示したノートＰＣが置かれ、陽奈たち全員に数枚の紙資料が配られている。


    　形から入るの大好きなウマちゃんらしく、本格的だ。


    「新商品のクロノトランザーの他にも、今日の撮影にサンプルの完成が間に合った商品がある……是非みんなに見て欲しいんだ！」


    　かなりの自信作らしく、ウマちゃんの説明にも熱が入る。


    「今現在、廉価帯商品の要である魔星紙片スターピースのカードだけど……主力のコスモチェンジャーの販促強化を兼ねて、新しいアプローチを試みた」


    　そう言って、全員にサンプルを配っていく。カード……魔星紙片スターピースのようだが、今までリリースされていたものと比べて、やけに光沢がある。


    「君たち四人の太陽、地球、月、金星の変身魔星紙片トランススターピース、そして必殺技である〝大魔星術マキシマギアス〟の五枚セットを、ホログラム加工した特殊素材で新たに製作した。これを〝魔ま星せい少女変身セット〟と称して発売するんだ!!」


    　出来たてほやほやのサンプルを手にする陽ひ奈なたち。やはり、一番熱心に確かめているのは皇み月つきだ。


    　ぐにぐにと魔星紙片スターピースを限界まで折り曲げ、素材を確認する遥はるか。プラスチックのしなやかさを持ったアクリル材という風に感じる。


    「なーるほど、今までの魔星紙片スターピースのおもちゃは紙製で脆もろかったッスから、これはプレミアムな感じがしていいッスね」


    「そうですね……私はもらったサンプルがボロボロになってしまいましたから」


    「そんな劣化するぐらい遊んだんスか、みつきち……」


    　紙製のカードはすぐに折れてしまったが、これだけ頑丈なら多少乱暴に扱ってもビクともしないだろう。子供のごっこ遊びにうってつけだ。


    「…………ええと……それで、前に言っていた……現場で出た三つの商品アイディアなんだけど……」


    　お盆の上に人数分のカップを載せ、甲か斐い甲が斐いしく運んでいるＳＤサイズのガッタくんに、しきりに視線を送るウマちゃん。


    「……その……僕以外のスタッフ全員が熱望していて、意見を止められなくなっちゃったから……この機会に……………………ガッターキャノンのおもちゃを……出すことに……」


    「──ついに！　ついにですかウマさん……！　ところで今、商品化の意見を止めていたと聞こえましたが……まさか、まさかですよね？　出せば絶対に売れるものを、あなたがガッタさんに懐いだいている個人的対抗心でせき止めるなどという愚を犯してはいませんね？」


    「モモモモモモチロンデス」


    　恐ろしい早口でウマちゃんに詰め寄る。ガッターキャノンを初めとするＵＭＡウーマウェポンの商品化を早くから提唱していた皇月だけに、感慨もひとしおだろう。


    「うわあ、僕なんかを商品化してもらっていいんですか？」


    　ガッタくんはヒレを胸の前で組み、キュートに喜びを表した。


    「そ、それで……契約なんだけど……ロイヤリティーとか……交渉を……」


    　ウマちゃんの口が鉛のように重い。


    　今まで散々ガッタくんに因縁をつけていただけに、立つ瀬がないのだろう。


    　打ち震ふるえるウマちゃんの肩（的な部分）にそっとヒレを触れ、ガッタくんは後光をまといながら優しく言った。


    「契約なんて、そんな……。僕は皆さんと一緒にこの星を守ることができるなら、それだけで幸せですから。どうぞ、好きなように使ってください！」


    「くそお……眩まぶしいよ……眩しすぎるよ！　何でそんな真まっ直すぐなんだよ君は！　ウオオオオオオオオオオオオオ─────────────ッ!!」


    　社会の荒波に揉もまれ、世間の厳しさを知ったプロデューサーが、不意に触れた純真。


    　ウマちゃんは魂の慟どう哭こくを部屋いっぱいに響かせ、社会人の苛か辣らつさを学生たちへと教えるのだった。


    　疑似空間収納箱アナザスペイシンの中から、ケセりんとモケーも姿を現す。


    「あらぁん、いよいよアティシのおもちゃが出るのねぇん？」


    「モケー」


    「毛玉はともかくモケーもここぞとばかりにアピールするなよそうだよ順次リリースだよ合わせて三点だよ!!」


    　ウマちゃんは綿じみた頭に青筋を浮かび上がらせ、数枚の紙をホチキスでまとめた契約書をＵＭＡウーマたちに配っていく。


    　モケーはそのぼへーっとした目で契約書に目を通していく。契約に不備がないかしっかりと確認しているようだった。


    「モッケー」


    　何か了承したような語調で鳴き声を上げると、モケーは丁てい寧ねいな手つきで契約書に割り印──ページをまたぐように中心に押すハンコ──をしていった。


    「モ」と「ケ」の二文字が、二枚の紙を別わかっていく。


    「お前ホントはわかってるだろ！　普段でも意思疎そ通つうできるだろ！　何で契約だけそんなに手際がいいんだよ!!」


    「モケー」


    　ワタシ日本語ワカリマセン、とばかりに頭をのっそりと振るモケー。


    　ああ、これは通じている。


    「ちょいとプロデューサー？　アティシのロイヤリティはコレから交渉させてもらおうかしらぁん？」


    　大女優のオーラたっぷりに、契約書に異を唱えるケセりん。


    「うるせー納得しろああああああああ！　そもそも魔ま星せい少女には給料とか払ってないんだぞ！　君たちは肖像権が丸々絡からむから仕方なく契約してんだよ!!」


    「それにこの契約書、電子書籍になった時の扱いに触れてないわよぉん？」


    「おもちゃが電子出版されるわけねえだろうがあああああああああああああああああああ!!」


    　苦手とするＵＭＡウーマへ三体同時に注意を払わなければならないとあって、ウマちゃんの体力がもりもり目減りしていく。


    「わー、マナもデビューしたらこういう契約書にハンコ押すのかなー！」


    　本格的な契約書を前にして、作家志望の愛まな美みは興味津々だ。


    　ケセりんは毛玉ボディに慈愛を溢あふれさせ、優しい目で愛美を見つめる。


    「んふ、さすがのアティシも、初めて契約書にハンコを押す時はドキドキしたものねぇん……一回押すごとにハンコをティッシュで綺き麗れいに拭ふいたり……。いい、あなたもクリエイターとして生きていくなら、初めて契約書にハンコを押した時のときめきは忘れちゃ駄目よぉん？」


    「うん、わかったー！」


    「何でけっこういいアドバイスしてんだよオメーはどんな過去を歩んできたんだよ!!」


    　叫びすぎて酸素不足になったのか、よろめいて陽ひ奈なに抱き留められるウマちゃん。そもそも、酸素を吸入しているかも怪しいのだが。


    「ねーねーガッタくん、マナ、契約書にハンコ押してみたーい」


    「ええ、いいですよ。愛美さんに差し上げます」


    　人の好いガッタくんが、愛美におねだりされて危ない行動に出ている。


    「よくねーよ契約書は信用してても他人に預けんじゃねえその優しさが身を滅ぼすぞウオラアアアアアアアア!!」


    　ウマちゃんは最後の酸素を振り絞り、しっかりと社会のルールを諭さとすのだった。


    



    　　★


    



    「さーみんな、これから八はつ甲こう田だ山さんに行くけど、準備は万端ね？」


    　陽奈は引率の先生よろしく、全員に確認する。


    「水着ならバッチリッス！」


    　それだけが楽しみでこの数日頑張ってきたのだ、と遥はるかの鼻息も荒い。


    　しかし、陽奈先生のチェックは厳しかった。


    「防寒具は？」


    「水着バッチリって言葉の後に追加されるオプションとして、不適当じゃねーッスかそれ」


    「用意してないの!?　八甲田山を甘く見ちゃ駄目。一月と二月の八甲田は、一度踏み込んだら生きて帰れない、〝白い地獄〟と呼ばれているのよ」


    「今は七月ッスよ」


    　遥のツッコミ直撃弾も、陽奈のうきうきで容易たやすく弾はじかれる。


    「もう、仕方ないわね……私が全員分のかんじきを用意したわ」


    　陽奈は雪上を歩きやすくするために靴に着ける歩行具、かんじきを持ってきた。


    「それと手袋と靴下は二枚重ねで、中に唐辛子を入れなきゃだめだからね」


    「どこの世界でＣＭ撮るのに手足に唐辛子仕込むアイドルがいるんスか!?」


    「郷に入っては郷に従え。青森で生きるからには、青森の掟おきてに従わなければならないのよ」


    「……ますます青森の過疎化が進むッス……」


    　ノリノリで準備している陽ひ奈なを止めることは、誰にもできない。


    　とりあえず、天気予報が雨だった時に折りたたみ傘がさを携行しておくぐらいの気持ちで、その防寒セットを受け容いれることにした。


    



    　　★


    



    　八はつ甲こう田だ山さん──青森が世界に誇ほこる、日本有数の名山である。


    　一年を通して降雪のない月の方が少ないほどであり、七月の今も残雪が見える。


    　つまりはこれからここで水着撮影をしようとしている少女たちは……地球最強の力を持つからこそそんな蛮勇が可能なのだ。


    　とはいえ、川が非常に多いのも特徴であり、安全と体温維持に配慮した上でならば、写真や動画に最適な美景を存分に提供してくれる。


    



    　登山道をのんびりと歩む一行。


    　陽奈は動きやすそうなゆるふわコーデで、森ガールならぬ青森ガールをアピール。


    　愛まな美みはシャツにジーンズとラフなアウトドア仕様。ふわふわ揺れるポニーテールも相まって健康的だ。


    　遥はるかは胸のラインが完かん璧ぺきに出るスモールシャツに、これまたタイトなホットパンツ。キャップを逆にかぶって少年っぽさがアクセント。山歩きをするとあっても、スタイルを強調するファッションなのは全まつたくぶれない。


    　皇み月つきは麦わら帽子にシンプルなワンピースで、避暑地のお嬢様を彷ほう彿ふつとさせる。


    　ウマちゃんは外出時の恒例で、人間体であるウマトに変身していた。こだわりのカーディガンは淡い新緑マーブルだ。


    　普段の登山客には申し訳ないが、山一帯に限界まで認識撹かく乱らんの魔ま星せい術じゆつが展開されている。　水着できゃっきゃしようが、魔ま星せい少女になろうが、ＵＭＡウーマが闊かつ歩ぽしようが安心というわけだ。


    「山だ山だーっ！　みんなでいっぱいゴリラ探すぞーっ!!」


    「青森の自然にゴリラはいないわよ」


    　夏休みの昆虫採集じみた軽いノリでゴリラ探索を希望する愛美に、非情な現実を通達する陽奈。


    「でも、願えば出てくるかもしれないじゃん！」


    「それもそうね……青森には無限の可能性があるわ」


    「君が不用意に願うと現実のものになりそうだからやめて……」


    　これまで幾度も陽ひ奈なの起こす不条理を目まの当あたりにしてきたウマちゃんだけに、懇願も切実だ。


    　陽奈は、ちらりとウマトの唇くちびるに目をやった。やはり人間体のウマちゃんにも、キスの衝動が湧かない。少年姿のウマちゃんには普段よりときめかないのだから、当然だが……。


    （いっそウマちゃんにだけは衝動を打ち明けて、キスしてって言えばいいのかな……）


    　衝動が向かないのはウマちゃんに一度もキスをしたことがないからで、一回してみれば深みにハマるかもしれない。むしろ、ウマちゃんとのキスに溺おぼれたい。


    　清々しい大自然の中で幼い少年の唇をガン見しながら、陽奈は悶々としていた……。


    



    　存分に森林浴を楽しみながら、目的地の渓流に到着。


    　さて、ここは山だ。更衣所などあるはずはなく、風情は削そがれるが着替えの時には陽奈が疑似空間収納箱アナザスペイシンを展開、いつものプレハブで着替えようということになったのだが──


    「嫌いやです嫌です絶対に嫌です！　男性と一緒に着替えだなんて、断固拒否します!!」


    　着替えが男女……この場合男子はウマトだけだが、一緒だということに皇み月つきが強く難色を示していた。


    「ほら、皇月もこう言っているし……」


    　ウマトはプレハブの外、異次元空間でパパッと着替えるからいいと言っているのだが、陽奈が一緒がいいと言って聞かない。遥はるかも面白がってそれに同調していた。


    「いやいや男性ってみつきち……ウマトっち、ヒトケタ歳だし……きっと、一筆書きできるようなちん〇ッスよ？　多分ウマっちの画力でも完全再現できるッス」


    　突然の下ネタに、カラミティーサタンに大好評だった侮ぶ蔑べつの視線で遥を牽けん制せいする皇月。


    「わ、私が裸を見られたくないと言っているんです！　あなたたちには羞しゆう恥ち心というものがないのですか!?」


    「じゃあこうしましょう！　裸の私が壁ドン気味にウマトちゃんに密着するわ。皇月ちゃんもそれなら見えなくて安心でしょ？」


    　お姉さんの余裕たっぷりにウインクする陽奈。ウインクは皇月の心の防壁に完かん膚ぷ無きまでに弾はじき返された。


    　ウマトも当然、そんな恐ろしい提案は断固として拒否する。


    「そもそも、僕が嫌だよ!!」


    「いいからパパッと脱いじゃえッス！　ガン見し合えば羞恥心なんざプラマイゼロ、むしろおねーさんたちの裸見れるウマトっちの方が得ッス!!」


    「やーめーてー!!」


    　遥はるかがズボンを下げようとし、ウマトは必死に抵抗する。


    　皇み月つきは咄とつ嗟さに両手で眼を覆う。気のせいでなければ、その指が徐々に開き、幾いく許ばくかの視界が確保されているように見えるのだが……。


    「み、美み金かねさん！　あなたはこのお二人と違って羞しゆう恥ち心は正常だと信じています、何とか言ってやってください！」


    「別に見たくはないけど、マナ気にしないよ。ウマ助はみんなの弟みたいなものだし」


    　あっけらかんと言う愛まな美み。女子高生なら幼い男の子と一緒に着替えなど気にしないのは当然かもしれないが、皇月にとってはある意味年が近い異性なのだ。


    「よく言ったッス、マナっち。つーか取材だと思って見ればいいんスよ」


    「取材ー？」


    「ラノベって結構流は行やり廃すたりの移ろいが激しいらしいッスから、マナっちがデビューする頃ころには女の子のおっぱいより男のち○この方がトレンドになってるかもしれねーッス」


    　いつの日か、どれだけ限界まで際きわどく男の裸体を描写するかで各作品がしのぎを削る、修羅の時代が来るのかもしれない。イラストレーターの方々の苦労が偲しのばれる。


    　……もちろん、そちらの方が嬉うれしい人もいるのだろうが。


    「羞恥心を失うことが大人になることだというなら、私は拒否します」


    　皇月は観念したようだが、ケープになった大きめのバスタオルをすっぽりとかぶり、その中で器用に服を脱ぎ始めた。


    　何だかんだでプレハブを出て行かずに着替えるあたり、皇月も皆との距離が近くなってきている……これはいい傾向ではないだろうか、と陽ひ奈なは思う。


    「はーよい、しょっ……」


    　遥も、これ見よがしに焦じらしながらシャツを脱いでいく。巨大な双丘が意志を持ったように弾む。


    「みんな～、遥ちゃんのおっぱいガン見していいッスよ～。おほほ、あるかどうかわからない後学のために」


    「目から反へ吐どが出るわ」


    　メガトン級の口上で遥の傲ごう慢まんを断罪し、陽奈は着替えの準備を始めた。


    　陽奈とは対照的に、多少は膨ふくらみのある愛美は気楽なものだ。


    「マナもまだまだ未来があるからなー！　今に遥を追い越すぞー!!」


    「女の子の誰もが胸が大きくなる未来なんて、この私が破壊するわ」


    　世界の守護者が絶望で暗黒に染まり、破壊神に代わる瞬間であった。


    　破壊神は目をひん剥むき、バスタオルをかぶったままの皇月を威い嚇かくするように凝視する。


    「皇月ちゃんは私を裏切らないわよね？　九九九歳なんでしょ？　もうとっくに成長止まってるもんね？」


    「も、もちろんです……」


    　殺気の支配する小屋の只ただ中なかで、遥はるかは一人黙りこくっている者を目ざとく発見する。


    「お、どうしたッスウマトっち、黙り込んじゃって！　どんどんおっぱい談議に交ざってこいッス!!」


    　上半身半裸で女子トークへといざなう痴女。


    「交ざれるかアホオオオオオオオオオオオオ!!」


    　相変わらず、女子トークが始まるとウマトは隅っこで一人静かに終わるのを待つしかない。着替えるタイミングを逸しているようで、もじもじしていた。


    「そんなウマトっちも交ざりやすい話題があるんスよ！」


    　遥が手の平を突き出すと、細い光の線が長方形の輪郭を描き、一枚のカードとなって形を持った。


    「じゃーんっ！　また新しい魔ま星せい術じゆつを覚えたんスよ!!」


    　魔星紙片スターピースを確認し、ウマトが喜ぶ。


    「〝操作オペレート〟の魔星紙片スターピースだね！　念動力みたいに、物体を遠隔操作したりできる魔星術だよ!!」


    「すごいじゃない、遥！　何か動かしてみせてよ！」


    　おっぱいは重罪人だが、頑張る後輩は応援したい。陽ひ奈なは遺恨を薄れさせて賛嘆した。


    「りょーかい！　……ほーれ見てて、ッス!!」
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    　遥はるかは陽ひ奈なたちに背中を向ける。手を触れることなく、彼女のブラジャーの背中のホックがパチンと音を立てて外れ、ベルトが左右に垂れた。


    　うん……という微妙なリアクションを取るのが精一杯だ。


    「ククク……次は先輩の番ッス。遠隔操作で先輩のブラのホックを外す魔ま星せい術じゆつを覚えたくて、ずっーと前から練習してたッス」


    　腕を胸に添えてブラジャーを支えながら、遥は自信たっぷりに成果を告げた。


    「私のブラのホックなんて外して何が楽しいのよ!?」


    「楽しいとか楽しくないじゃねーんスよ！　人類は喜怒哀楽を超越した先にある真まっ新さらな心で女の子のブラのホックを外したい生き物なんスよ!!」


    「そんな生命体、そう遠くない未来に滅びるわね」


    「ほうれ、マナっちも！」


    　遥が人差し指を向けると、愛まな美みがぴくりと上半身を震ふるわせた。


    「おっ？　あはは、ほんとだ、外れてるー!!」


    　愛美は何な故ぜ、ブラのホックを外されて嬉うれしそうにしているのか。少しでも胸の膨ふくらみがあれば、余裕もできるものなのか。


    　遥が挑発するように陽奈のほうを向いた。


    「まさか先輩、ブラしてないなんてことはないッスよね？」


    「してるわよ！　ね、ウマトちゃん!!」


    「やめてくれる、僕に同意を求めるの!?」


    　いいことだッス、と遥は腕組みで頷うなずく。


    「先輩、世の中には貧乳はブラしなくていいじゃんとかほざくカスみたいな男もいるッスけど、聞く耳持たなくていいッス。最低限文化的な生活が国家に保証されているように、女の子がブラをつける権利は基本的人権ッス。たとえどんなに胸が小さくても、ッス!!」


    　上から目線でウインクしながらサムズアップする、国民平均を超えた巨乳。


    　陽奈は憎悪の双そう眸ぼうでそれを視殺する。


    　遥は乳丸出しでやおら表情を曇らせ、声のトーンを落とした。


    「…………あの、先輩……もしかして調子悪いんスか？」


    「え……？」


    　ここまで挑発してもいつものお仕置きが来ないことに、いよいよ不安を覚えたのだろう。


    　遥は心配そうに目を潤うるませた。乳丸出しで。


    「遥……」


    「それとも先輩、パワーアップしたから私に怪け我がさせないかって心配してんスか？　全然大丈夫ッスから、遠慮しないで欲しいッス!!」


    　どんとこい、とばかりに、丸出しの乳を張る遥。すでに張っているのに、まだ張るか。


    　陽ひ奈なは迷った末、


    「……そうね、ごめん……。少し魔ま星せい術じゆつの調子悪くて……必要ないところでは控えてたの」


    「えっ、やっぱそうだったんスか!?」


    　咄とつ嗟さに遥はるかの意見に乗ってしまったが、他に説明のしようがない。


    　アースエクリプスの力を得て、陽奈はあらためて遥という存在の大切さを知った。それ以来、毎晩夢に見るほど彼女のことを意識している。


    　感謝の思いと、それ以上に自分がムラムラしていることでいっぱいいっぱいで、軽々しいお仕置きは封印していたのだが……それが、かえって遥を傷つけてしまっていたようだ。


    　遥が、好きだ好きだと言いながら陽奈を煽あおってくるのは、コミュニケーションの一環でもあったはず。結果として無反応になった陽奈に、不安を覚えたのだろう。


    「遥、私──────」


    　我われに返った陽奈は、胸の辺りから違和感を覚える。


    　視線を落とすと、乳丸出しの遥が陽奈の服のボタンを外しているところだった。


    「あ、調子悪いみたいだから、着替えをお手伝いしようと思って！　私は今、おっぱい丸出しだけど甲か斐い甲が斐いしいメイドさんッス!!」


    　メイドさんもどきは八や重え歯ばを煌きらめかせ、とびきりの笑顔でサムズアップ。


    　頬ほおをひくつかせ、全すべての遠慮や心配を原子崩壊させる陽奈。


    「〝操作オペレート〟の魔星術のお手本……見せてあげるわ、遥」


    　陽奈は、実はあり余っている魔ま星せい力りよくで〝操作オペレート〟の魔星術を発動。遥は自分の身体からだのコントロールを失い、硬直した。やがてウインクで瞑つぶっていない方の右目に、サムズアップした遥の右手の親指が近づけられていく。


    「ぎゃあああああああああ絶好調じゃねーッスかああああああああああああああああああ」


    　久しぶりのおしおきに、心なしか嬉うれしそうに叫ぶ遥。


    　その喜びが完全なる恐怖に変わるまで、さして時間はかからなかった。


    



    　　★


    



    「陽奈たんってお子様だったんだね……」


    「急になんでそんなこと言うの愛まな美みちゃん!?　着替え中に私の何を見たの!?」


    　一ひと悶もん着ちやくも二悶着もあった着替えは、何とか終わった。


    　疑似空間収納箱アナザスペイシンを後にした陽奈たちは、初夏の新緑を背にその魅力的な水着を披露した。


    　五人お揃そろいのビーチサンダルは、陽奈が山吹色、遥が水色、皇み月つきが薄紫、愛美がレモンイエロー、ウマトが赤、と、カラーリングが分けられている。


    「うう、結局着替え見られちゃった……」


    　女の子のように顔を真っ赤にしているのは、幼い美少年のウマト。


    　水着はシンプルなトランクス型だが、徹底したこだわりでカーディガンだけは首に巻いている。


    「わー、涼しくていい気持ちー！」


    　涼風にポニーテールを揺らす愛まな美みは、上下ともにフリル付きの可愛かわいらしいビキニ。インドア派とはとても思えない健康的な脚線美が映える。


    　よく見ると、ボトムがリボン紐ひもで──締めが緩ゆるい。今にもはらりと落ちてしまいそうだ。相変わらず意識せず無防備な危うさが漂い、それが無邪気な愛美にアンバランスな魅力を際きわ立だたせている。


    「……美み金かねさん。足元気をつけてください、滑りますよ」


    　年上の水着の女性に囲まれている皇み月つきは、気後れからか足取りも遠慮がちだ。


    　太陽を浴びて輝く清せい楚そなワンピースは、カチュームの色と合わせ、白で統一している。まるで初めて社交パーティーにデビューした、高貴なプリンセスを思わせた。


    　その自信なさげな視線の先には、ウマトがいた。心なしか、皇月の肌がほんのりと赤らんでいる。それが、水着の色と妙たえなるコントラストを生み出していた。


    「いやー、ただ先輩の水着見たくてゴリ押ししただけだったけど、これは大成功ッスね～。山の中で水着になるのがこんなに気持ちいいなんて、嬉うれしい誤算ッス!!」


    　皇月の清楚と対極に位置するのは、遥はるかだ。


    　自信たっぷりに自慢の胸をそびやかしているが、彼女ほどのスタイルでは遠慮は逆に魅力を損なうだけ。


    　装飾はライン取りだけというシンプルなハーフカップビキニで、彼女の自慢の双丘を存分に強調している。上は黒基調、下は反転色で白基調なのが洒しや落れている。


    　下品な肉感を拒否し、少女そのままに色香の臨界を極きわめた、至上の健康美だ。


    「八はつ甲こう田だ山さんの風は清すが々すがしいわね……」


    　そして陽ひ奈なは、トップスがフレアビキニ、ボトムはスカートタイプだ。


    　……頑張っている。貧乳というよりそもそもが幼児体型な陽奈にとって、ビキニは見果てぬアドベンチャー。分ぶを弁わきまえつつも、しかし不屈の闘志で一歩先へと踏み出した。


    　持ち得るポテンシャルを最大限発揮した水着が、この南国色強いカラフルな水着だった。


    　遥は陽奈の水着姿を見て、表情をとろけさせていた。


    「うへ、うへへへへへへ……先輩可愛いッス……何スかそのおへそ、誘ってんスか？」


    「隠しもせずやらしい目で見てくるわねあんたは!!」


    　注意しようとして振り向いた陽奈の目は、躍動する遥の巨乳に視線を釘くぎ付づけになった。


    「こればっかりはしょうがねーッス、私と先輩のおっぱいの大きさは、お互いの守護星の大きさと真逆ッスからね～。胸だけ地球先輩チーッス」


    「ブラックホールにされたいの太陽後輩。あんたこそ何よその上下で色違いの水着、それが流行なの？」


    「視線の分割ッスよ。私くらいナイスバディだと、向けられる視線はどうしても身体からだ全体に分散するッス。けど上下別色のビキニで胸とお尻しりを分けることで視線は一点集中し、自慢の巨乳が先鋭化されるというわけッス!!」


    「カスみたいなご高説ありがと」


    　神速の居合いで巨乳自慢を斬ざん殺さつする陽ひ奈な。


    　ここまで侮辱されたのだ、多少強引にキスしてしまっても罪には──


    「……って、あっぶな!!」


    　唐突に声を上げて皆の注目を集めながら、陽奈は自分の頬ほおを軽く叩たたいて邪心を戒いましめた。


    



    　川で水遊びを楽しみ、しばしの休憩。その間に、ウマトがＣＭ撮影の準備を進めていた。


    「よーし、それじゃあ準備するから待っててねー」


    　といっても、主題歌ＣＤのジャケットを撮る時のように大がかりなカメラなどを用意するわけではない。さすがに遠出をしてきているので、ウマちゃんのこだわりで何時間もかける余裕がない。


    　普段の番組の撮影の基礎と同じく、カメラとなるのはウマちゃんの〝記録レコード〟の魔ま星せい術じゆつを用いたものだ。


    　レンズに向かってポーズを取ったりはできないが、逆にカメラを意識しないことで自然体を捉とらえられるというメリットもある。


    「僕たちはどのように撮影に参加すればいいでしょうか？」


    　疑似空間収納箱アナザスペイシンからガッタくんが現れ、ＵＭＡウーマたちの撮影スケジュールを確認する。


    「君たちのおもちゃはまだ未完成だ。そこで今日は実際に変形してもらってそれを撮影し、後でおもちゃの方を合成する形になると思う。いいかな？」


    「大丈夫ですが……僕たちは一日一回しか武器に変形できません。もし今日、強敵が現れるようなことがあったら……」


    　強力なＵＭＡウェポン共通の弱点として、頻ひん繁ぱんに武器化できない点が挙げられる。戦闘では切り札となることが多いため、ガッタくんはそれを気にかけていた。


    「その可能性は低いと思うよ」


    　ウマトも敵の目に見えた手抜き攻勢は、戦力を増強している布石だと考え油断はしていないが、さすがにそれが今日来るなどという偶然はありえないと判断している。


    



    　ウマトはガッタくんと打ち合わせ。皇み月つきと愛まな美みは、自然を堪能しているようだ。


    「……先輩。今のうちに……ちょっと話があるッス」


    「え、ちょっと……遥はるか？」


    　皆の動向を窺うかがうと、遥は出し抜けに陽ひ奈なの手を取り、川縁を離れた──。


    



    　　★


    



    　遥と共に、皆から離れた木陰に移動する陽奈。


    　可愛かわいい少年姿のウマちゃんを、おねーさん二人と一緒にして残してくるのは危険だ。


    　しかし、自分の手を引く遥の真剣な横顔を見ると、ついて行かない訳にはいかなかった。


    「ねえ、話って……何？　遥」


    　意を決して尋たずねる陽奈。


    



    「──ウマっちのちん○についてッス」


    



    　遥は劇画調な真顔で口走った。


    「戻るわね」


    「話は最後まで聞いて欲しいッス！　主題がち○こなだけで、いたく真ま面じ目めな話ッス!!」


    　音速で踵きびすを返した陽奈だが、必死の形相の遥に止められる。


    「その主題で真面目な話になるビジョンが見えないんだけど!?」


    「ウマっち……着替える時に隠したッスよね!?　ちん○」


    「……それがどうかしたの？　ウマちゃんだって年とし頃ごろの男の子なんだから、見られたら恥ずかしいのは当然でしょ」


    　年頃の女の子でありながら見ても全まつたく恥ずかしがらなかった二人の探り合いは続く。


    「そもそも……人は何な故ぜ、ち○こを隠すんスかね……？」


    　哀愁をまといながら目を伏せ、唐突に哲学を繰り出す遥。


    「……恥ずかしいからに決まってるでしょ」


    「じゃあ人は何故、ちん○を見られると恥ずかしいんスかね……？」


    　なまじ発声ができていて演技力もあるため、遥の語り口には引き込まれる。


    「普段は隠してる場所だからでしょ！」


    　陽奈は余計に苛いら立だち、こめかみに青筋を浮かべていた。


    「人がち○こを隠すようになったのは──アダムが、楽園で禁断の果実を口にしたからッスよね」


    「黙って聞いてれば何で神話までジャンプしてんのよ！　結論を言いなさい結論を!!」


    「せっかちさんッスよ先輩！　ち○この話題でせっかちは悪手ッス!!」


    　二本のアホ毛を遥の双そう眸ぼうに射出する勢いで尖とがらせながら、せっかちさんは続きを促す。


    「先輩、さっき言ったッスよね。ウマっちは年とし頃ごろだから、ちん○を見られて恥ずかしいのは当然だって」


    「ち……！　ん──」


    　ちん○とは言ってない！　と大声で反論しそうになり、陽ひ奈なはふう、と額ひたいの冷や汗を拭ぬぐった。


    　案の定、遥はるかは小さく舌打ちしていた。誘っていたのだ。


    　たかがち○この話だというのに、高度な心理戦の側面を帯おび始めている。


    「思い出して欲しいッス。ウマっちは宇宙人。この地球では……禁断の果実を口にしていない、ち○こを葉っぱで隠していないアダムなんス」


    「……は？」


    「ちん○を葉っぱで隠していないアダムなんス」


    　そのフレーズが気に入ったのか、ドヤ顔でリフレインする遥。


    　しかし陽奈のアホ毛がロボットのアンテナのようにＶの字に吊つり上がったのを見て、さすがに遥も恐怖から結論を急いだ。


    「つまりッスよ？　猫が人間に股またぐら開かれてちん○見られて、恥ずいって思うッスか？」


    「そんなわけないでしょ！　元々あんたが言ってたじゃない、宇宙人になら見られても恥ずかしくないって！」


    　遥は魔ま星せい少女オーディションの際に見世物になることの是非を問われ、宇宙人専用の番組なら温泉に浸かっている猿に裸を見られるようなものだ、と達観していた。


    「……ね？　ッス」


    　そこで遥の意図を察し、息を呑のむ陽奈。


    「……あ……」


    「ウマっちは宇宙人。ウマトっちの姿はあくまで私たち地球人に化ばけてるだけで、変装してる皮をどれだけ見られても恥ずかしいはずはないんスよ。あ、この場合の皮っていうのは別にあっちの意味じゃ──」


    「もう、脱線しない！　……あんたはこう言いたいわけね。宇宙人のウマちゃんが、私たちと羞しゆう恥ち心の基準が同じなのはおかしいって」


    　浅く首しゆ肯こうする遥。


    「考えすぎよ、ユーマエル星人は、私たち地球人に近い感性を持っている宇宙人なのよ。だからこそ、私たち魔星少女の戦いを番組として楽しめるんじゃない」


    「……それも前々からちょっと疑問だったことがあるんスけど……感性が近いのはまだわかるんスよ。でも、ウマっちの星で売ってるおもちゃ……何で、私たちの世界で売ってるおもちゃと同じサイズなんスかね？」


    「だってウマちゃんたち、あの大きさで使えてるじゃない」


    「〝使えてる〟ってことは、無理にそうしてるとも取れるわけで……何でわざわざ、地球人サイズのおもちゃで遊ぶんスかね……」


    　そういえば、最初に皇み月つきとおもちゃ会議をしたとき、おもちゃの安全基準の話になった。


    　プロミネンスタッフの剣パーツの刃やいばが短いことを指摘した陽ひ奈なに、皇月はおもちゃは小さい子が怪け我がをしないよう配慮されていると説明し……ウマちゃんも、それに同意した。


    「……だ、だって地球人の戦いを番組として見てるんだもん、地球人サイズのおもちゃの方が、感情移入できるんじゃない？」


    　もちろんその仮定だと、わざわざ安全基準だけ地球のものに合わせる必要がない。


    　より劇中の実物プロツプに近いおもちゃを作った方が、感情移入はできる。


    　さすがに陽奈も、それ以上は意見できなかった。


    



    　ユーマエル星人は──感性以外にも、地球人に近い何かを持っているというのだろうか。


    



    「何か、ピースが繋つながりそうなんスよ。魔ま星せい少女のこと、惑星ユーマエルのこと」


    　先ほど連呼していた単語とは全まつたく繋がらない、生真ま面じ目めな表情。


    「ウマっちを疑ってるんじゃねーんスよ。ただ、ユーマエルに裏切られて自分の星滅ぼされたっていう、ルーティアの話も嘘うそだとは思えねーッス」


    　自分と同じ考えを遥はるかが持っていたことを知り、愕がく然ぜんとする陽奈。


    「だとしたら、この先いつか……」


    「遥、ウマちゃんが言ってたでしょ？　それはあくまでルーティアを担当したプロデューサーが外道だっただけで、今の番組スタッフは正しい心を持った人ばかりだって」


    　──そう。


    　確かに、今ならわかる。真実を知りたくなる気持ち。それは、不安の裏返し。


    　陽奈は今、抑えがたいキスの衝動に苛さいなまれている。


    　これ以上ないわかりやすい魔星少女の後遺症に初めて直面しているが、これはもちろんウマちゃんは全く知らなかったものだ。


    　ウマちゃんも知らない魔星少女の秘密……真実とは、いったいどれほどあるのだろう。


    　ならば深入りし、もし想像を絶するような真実が待ち受けていた時……それに打ちのめされるのは、自分一人でいい。


    　陽奈は決心して頷うなずくと、努めて明るい声で遥を鼓こ舞ぶした。


    「私より強くなって、私を隠居させるんでしょ。今は、強くなることに集中して。面倒事は全部おねーさんが引き受けるから……ね？」


    「ふわぁこの幼児体型、おねーさんぶっちゃってめっちゃ胸キュンッス……でもそれで誤ご魔ま化かされないぐらい私は──」


    「ああもう！　あんまりうるさいと!!」


    　陽ひ奈なは遥はるかを背後の木へと軽く突き飛ばし、顔の横の幹に平手を打ちつける。


    　息がかかるほどの距離まで顔を近づけ、惑まどわすような声こわ音ねで囁ささやきかけた。


    



    「──────キスで、その口塞ふさぐわよ」


    



    　小鳥の囀さえずりも、そよ風がもたらす葉は擦ずれの音すらも、そこにはなく。


    　息遣いを忘れた二人の少女の胸の鼓動だけが響く、神聖な世界だった。


    「……せんぱい……」


    　遥はいつものように茶化したりせず、陶然とした赤面を陽奈の瞳ひとみに映している。


    　やがて、陽奈に全すべてを託すように……そっと目を閉じた。


    「………………………………………………な、な～んてネ☆」


    　陽奈は咄とつ嗟さに、「えへっ」と自分のほっぺに人差し指を添えて可愛かわいい子ぶる。


    「…………」


    　はぐらかして尚なお、遥は瞳を閉じて支配の口づけを待ち続けていた。


    「あ、えと…………」


    　両腕をちぐはぐに震ふるわせ、極限の挙動不審を発揮しながら後あと退ずさる陽奈。


    「────ごめん!!」


    　走り去ることすらいたたまれず、陽奈は疑似空間収納箱アナザスペイシンを展開してその中に飛び込んだ。


    



    「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ私何言ってんのよ──────────────────ッ!!」


    　異次元空間を異次元な速度でローリングする陽奈。


    　あまりの速度がもたらすあまりの摩擦で、陽奈の水着は上下ともに弾はじけ飛んでしまう。もはや陽奈の肉体で装飾物と呼べるものは、雄お々おしい二本のアホ毛を残すのみとなってしまった。


    　一か月近くムラムラを我慢し続けた末に、ついにこんな暴挙に。


    　ヒャッハーキスさせろー、とワイルドに襲いかかるより、ずっとタチが悪い。


    「あああああああああああもう遠くに行ってしまいたい!!」


    



    　悲しみの全裸ローリングは、陽奈の羞しゆう恥ちが癒いえるまで延々と続くのだった──。
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    　撮影の準備を終えたウマちゃんたちの元に、ようやく遥はるかが戻ってきた。


    「遥、随分遅かったね……陽ひ奈なはどうしたんだい？」


    　覚おぼ束つかない足取りの遥に、ウマトは心配そうに声をかける。


    「え、あはは、どうしたんでしょうね……」


    　遥はお淑しとやかな口調ではぐらかす。


    「ごめん、むしろ君がどうした!?」


    　程なく陽奈も戻ってきたが、やはりしばらくの間そわそわしていた……。


    



    　ＣＭの撮影が始まった。皆、主題歌制作でのＣＤジャケット撮影の経験が活きているのか、リラックスして自然体を披露している。


    「せっかくだし、雪でも降ってくれれば画えになると思うんだけどなあ」


    　陽奈の冗談に、ぶんぶんと首を振るウマト。明るいＣＭなのだから、快晴がいいだろう。


    　カメラを用いないとはいえ、ウマちゃんの被写体へのこだわりは健在。


    　主役である遥が変身魔星紙片トランススターピースと〝大魔星術マキシマギアス〟の二枚を持ち、陽奈たちはそれぞれの変身魔星紙片トランススターピースを手にする。


    　現段階ではサンプルおもちゃが完成していないガッタくんたちはウマちゃんの指示どおり惜しみなく変形を披露し、これがいわゆる「これからリリース予定」枠のＣＭとなる。


    　水着姿の少女たちは若さを弾はじけさせ、新たなる商戦のスタートに花を添えた。


    「遥は胸揺らしすぎなのよ！」


    「先輩だってアホ毛揺らしまくってるからおあいこッス!!」


    　軽口はゆとりの証左。大きなトラブルもなく大自然の中で伸び伸びと撮影が行われていく。


    　一段落し、休憩にしようとした、その時。


    「撮影は順調なようだな、地球の魔星少女諸君」


    　清澄な声が木々に反響し、一斉に振り返る陽奈たち。


    　そこにいたのは──


    「マオン、ルーティア!!」


    　陽奈がウマトや皇み月つきを庇かばうようにして歩み出る。


    　現れたのは、悪の魔星少女ルーティアとマオン。二人とも水着を身にまとっている。


    　ルーティアは水着も黒で通す徹底ぶり。背中の大きく開いた水着で、右脚はすっぽりと隠し、逆に左脚だけを大きく露出させたアシンメトリーのパレオ。


    　腕組みで胸を押し上げるポーズは菱ひし形がたに開いた腹部と調和し、大人の色香を存分に立ち昇らせている。


    　マオンはモノクロームのスカートビキニ。ハートのあしらわれた白い眼帯を見るに、気の弱い性格のほうなのは明白だが……いかに内向的であろうと、身体からだのラインまでは隠せない。


    　脱ぐとすごい、の典型で、視線から逃のがれようと身み動じろぎをするほどに、柔らかそうな肢体がかえって強調されていた。


    　遥はるかも陽ひ奈なの横に並び、悪の少女たちに抗議を浴びせる。


    「お前ら～！　最近敵役としていいとこないからこっちの水着回の恩恵に与あずかろうなんて、あさましすぎッス!!」


    　ルーティアは胸の下で組む腕に力を込めた。ぎゅっと胸が押し上げられ、谷間がさらに強調される。それを陽奈に見せつけるようにし、不敵に微笑ほほえむ。


    「星ほし上がみ陽奈……確かに戦闘力はお前が僅わずかに私を上回った。しかしこのとおり、スタイルでは私が桁けた違いに上回っている。総合的なステータスでは私の方が上だということだ」


    「その吊つり目は節穴なの!?　大して変わんないわよ私とあんたの胸!!」


    　八はつ甲こう田だ山さんの標高を上回る背伸びを優雅にスルーし、ルーティアは提案する。


    「お前たちのなけなしの色気を私たちが手ずから補ほ填てんしてやろうと言っているんだ、むしろ感謝してほしいぐらいだが」


    　陽奈たちとルーティアたちは互いに手が届く距離で向き合ったまま、睨にらみ合う。


    　そして陽奈は……目から光線を放つ勢いで、ルーティアたちの唇くちびるをガン見する。


    　……彼女たちとも、充分キスがしたい。妙な表現だが、そう言うのが一番的を射ている。


    　これまでの情報を総合すれば、キス衝動の対象は──魔ま星せい少女。陽奈が契約したかどうかは関係がない。それがわかったからどうだという話だが、陽奈の中で一つの基準はできた。


    「……つまり戦闘力の開きが〝僅か〟だっていうあんたの認識を、この場で〝桁違い〟に書き換えてやれば……総合でどっこいになるわけでしょ？」


    　だからといって、ここで会ったが百年目と、ぶちゅーとするわけにもいくまい。陽奈はぎょろりと目を剥むいてヘアピンを弾はじき、コスモチェンジャーを出現させた。慌てて間に入る遥。


    「先輩、こんな無理して水着着てる年増おっぱい、私が返り討ちにしてやるッス!!」


    　ルーティアは挑発的に髪を掻かき上げ、遥と対たい峙じする。


    「フッ……ならばスタイルで勝負するか、地ち平ひら遥」


    「星衣類スタイル……？」


    「違う、お前が恃たのむ方の〝スタイル〟だ。その唯一の心の拠より所どころを砕いてくれるぞ」


    　ずい、と胸を突き出し、わざと遥の胸に押しつけるルーティア。


    「確かにお前の胸は大きい……それは認めよう。だが童顔が足を引っ張り、全体として見るとアンバランスだ」


    「アンバランス望むところ！　ロリ巨乳という正義を知らないようッスね、年増三流悪役!!」


    　遥はるかの胸と押し合いになり、二人の巨乳は柔らかに歪ゆがんだ。天上の争いに、陽ひ奈なたちはただ刮目することしかできない。


    「視聴者にサービスをお届けしたいとほざく貴様がアンバランスを是ぜとするとは、笑止な。いたいけな子供たちに歪ゆがんだ性せい癖へきは不要、正しく大人の魅力でなくてはな！」


    「悪党に憧あこがれるのが歪んでるんスよ！　正義のおねーさんが魅力的なら、それが一番教育にいいんス!!」


    　木々の葉を揺らすのは、そよ風か、はたまた彼女たちの放つ闘気か。


    　視殺戦に突入し、お互い一歩も譲らない。


    「平行線だな……ならばマオンが……おい、マオン？」


    「どう思うッスか、みつきち！」


    　それぞれ第三者の意見を募ろうと、ルーティアと遥が振り返ると……


    「み、皇み月つきちゃん……一緒に砂のお城、作ろ……開通したトンネルの中で、手を繋つないで……見つめ合って……キ、キスするの……」


    「ここは山です、砂浜はありません」


    　マオンが皇月の手を握り、血迷ったロマンスを強要しようとしていた。


    「困ったものだ……」


    　ルーティアはやれやれ、とお手上げのポーズをする。


    　遥との巨乳頂上決戦を終えたルーティアの前に立ち、ウマトは毅き然ぜんと言い放った。


    「悪いが、帰ってくれないか。今日の作業は君たちになんの益もないことだ。それとも、何でもいいから僕たちを邪魔しようというほど落ちぶれたのかい？」


    「凄すごんでも可愛かわいいぞ、坊や。無論、私たちも仕事でここに来たのだ。ＣＭ撮影のな」


    「馬ば鹿かな、何を言って──」


    　ウマトの言葉を遮さえぎるように、ルーティアは手の平に握ったものを見せつけた。


    　それは、黒い無機質な変身デバイス──。


    「──プロトチェンジャー！　壊したはずなのに……!!」


    　間違いなく破壊したプロトチェンジャーを目まの当あたりにし、陽奈は動揺する。


    「よく見て陽奈、あれは実物じゃない、おもちゃだ！」


    　それが真っ先におもちゃであることに気づいたのは、ウマトだった。


    「ルーティア、まさか君は──」


    「あ、あ……」


    　プロトチェンジャーのおもちゃを見た皇月は、蜜みつに誘われる蝶ちようのようにふらふらと近づいていく。


    「これが欲しいか？　これをいじりたいか？　フフフ、はしたない女だ……身体からだが疼うずいて仕方がなかろう」


    「……皇み月つきちゃんをからかうのはやめて」


    　マオンがツッコミで脇わき腹ばらに手しゆ刀とうを叩たたき込み、ルーティアはしぶしぶからかうのを止やめた。


    「ようやくこちらのスポンサーが重い腰を上げてな。おかげ様で私たちのアイテムも商品化が決まった」


    　ルーティアたちのスポンサー……それはまさしく悪の支援者。


    　遥はるかたちが戦わねばならない、負の根源の一つでもある。


    「聞いていないぞ……しかも、決まった、だって!?　エヴォリバースがソフビを出すとか言い出して以来、ユーマエルでのおもちゃの流通はいっそう厳重に監視してきた！　僕に知られずに商品を出すなんて、不可能のはずだ!!」


    　ことあるごとにマオンたちに無能呼ばわりされるウマちゃんだが、プロデューサーとしての仕事はこなしている。悪の魔ま星せい少女が勝手に商品をリリースしないよう、ユーマエル星内の販路はしっかりと管理してきた。


    　だが主題歌の件ではその熱意を逆さか手てに取られた。正体を偽いつわって共同作業を申し込まれたせいでマオンたちを疑わず、プリズム☆リング名義でのＣＤリリースは一切ノーマークとなってしまっていた。


    　結果、最後まで騙だまされていることに気づけなかったわけだ。


    「……あ、あなたたちの工場ラインを使って作るわけでも、技術を流用しているわけでもありません……。止められる筋合いは、ないです……」


    　口調こそ弱気だが、全まつたく悪びれることなく開き直るマオン。


    「こっちの番組におんぶに抱っこで、よく言うわね」


    　相も変わらずのやりたい放題に、陽ひ奈なの語調も自然ときつくなる。


    「そもそも、お前らがんなもん出したところで、売れるはずねーッス。無駄なお金使うより、逃げ帰る宇宙船の燃料代にでもしたらどうッスか!?」


    　勝ち誇ほこる遥に、皇月は心苦しそうに提言した。


    「地ち平ひらさん。ルーティアさんはすでに販促を完了しているのです。あのレイアーソルと初めて互角に戦った強力な悪役……その専用デバイスがおもちゃになって、好評を博さないはずがありません……」


    「ぐっ……!!」


    　歯は噛がみする遥。主題歌を決めるための戦い、そこから始まった正邪信念の激突が、ここで活いきてくるとは。


    「待て待て、そうやって私たちへの敵意を高めるな。言っただろう、ＣＭの撮影をしたいと」


    「最初に空気悪くしたのはあんたでしょ!!」


    　陽奈は噛みつかんばかりの勢いで、ルーティアに反発する。


    「どうだ、こちらと合わせたＣＭも作らないか？　そのために私たちも、お前たちとわざわざお揃そろいにして水着を着てきたんだ」


    　陽ひ奈なの怒りを受け止め、ルーティアはふてぶてしくも堂々と提案してきた。


    「……後半で『さらに』と別商品に繋つなげるタイプのＣＭですか……」


    　皇み月つきは深く考え込む。確かに現実のヒーロー番組でも、正義と悪できっぱりと分け、別々にＣＭを作って流すとは限らない。


    　正義と悪の変身アイテムを一気に紹介するＣＭがあれば、相乗効果で目立つことは間違いないが……。


    「お断りよ」


    　しかし陽奈は、突きつけられる甘言をきっぱりと撥はね除のける。


    「あんたたちが地球侵略を止やめて本当に『役としての悪』に改心するって言うまで、私たちは一切協力する気は無いから」


    「まずそこが間違っている。お前がどう思っているかは知らないが、私とマオンは初めから徹底して『役としての悪』だ」


    「ふざけるな。２クール目が始まってからのトーラスやエアリズの度の過ぎた破壊活動、あれを役の上での仕方ない演出だなんて言わせないぞ!!」


    　怒りを露あらわにするウマト。


    「……ただで信じてくれとは言わん。前金代わりに、物知りの私がお前たちの質問に一つだけ答えてやるぞ。たくさんあるだろう、知りたいことは」


    　悪側とはいえ、さすがはプロデューサー。ルーティアの駆かけ引ひきの上う手まさに、ウマトは思わず唸うなる。


    「協力する者に真実を教えるのは当然だ。そうだろう、皇月？」


    　バツが悪そうに俯うつむく皇月。それを目にした陽奈は、すぐに決断した。


    「あんたたちを信用しろって言うなら……いい加減、教えてもらえる？　今、この宇宙がどうなっているのか。あんたは何を知っていて、何な故ぜ、私たちじゃ宇宙の平和は守れないって勝手に思い込んでいるのか」


    　皇月は間違いなく、マオンたちから何か重大なことを聞いている。だから、マオンたちに味方する局面もあったのだろう。これまでそれを知りつつも皇月の意志を尊重してきた陽奈だが……皇月ではなく、ルーティアの口からあらためて聞くのであれば、何も問題はない。


    「……いい質問だ。さて、どうしたものかな……多少衝撃的な事実を知っても、君たちはちゃんと番組を続けられると、約束できるか？」


    「あんたたちに誓うまでもない。私たちは責任を持って、番組を最後まで作るわ」


    「自分は引退したがってる、くせに……」


    　横から陽奈に嫌味を言うマオンを、ルーティアが窘たしなめる。


    「では、私も君たちを信じよう……。まず最初に、以前言ったとおり、私たちが今いるこの宇宙は、二つの宇宙が融合してしまっている状態なのだが……それは覚えているな？　星を統すべる究極の単位である宇宙がさらに、星の数ほどある……それが異世界だ」


    　木の幹に背をもたれ、気け怠だるげに首を傾かしげると、ルーティアは語り始めた。


    「無数に存在する平行宇宙……干渉し合うはずのない異世界だが、ある科学水準に達すれば、行き来すること自体は可能なのだ」


    「異世界を……!?　それって、この宇宙みたいにくっついてなくてもってことよね!?」


    　早速食いつく陽ひ奈な。


    「あなたの得意な魔ま星せい術じゆつは〝空間デイメンシヨン〟……すでに異世界に干渉しておきながら、何な故ぜ驚くんです」


    　マオンがまた横から口を挟む。カラミティーサタンの時よりも、気弱な性格の時の彼女に敵意を向けられる方が、少しチクッとする。


    「無数に存在する平行世界だが、進化は必ず共通する。人間タイプの生物がひとまずの頂点であり、最後は──人間の精神が、究極の科学であり、究極の資源となるということだ」


    　馬型ぬいぐるみの宇宙人が、その結論に待ったをかける。


    「待ってくれ、僕たちユーマエル星人は人間タイプじゃないけど高度な科学文明を──」


    「黙って聞いててください……」


    　背中から手を回し、ウマトの口をそっと塞ふさぐマオン。後ろから抱き締めている形になる。


    「ちょっと、ウマトちゃんに触らないで！」


    　陽奈がすかさずウマトを取り返し、皇み月つきもマオンをきっと睨にらみ付ける。


    「まあ、ユーマエル星人も人間と同じ知的生命体だとしておいて、だ。人間の精神力は莫ばく大だいなエネルギーとなる……だがそれゆえ、それを巡っての争いがあらゆる異世界で繰り広げられている。……どれだけ進化しても、戦争の根源は同じなのだな」


    　抗議を受け、一応のフォローを入れるルーティア。


    「仕舞いには精神を食らう生命体が人間の精神から生まれ、異世界を渡って次々と地球を滅ぼしているらしい……。伝説では〝属性獣〟などと呼ばれているらしいが……」


    　随分と物騒な話だ。


    「ここからが本題なのだが……プロデューサー。君は、惑星ユーマエルの衰退の原因が何か、正しく理解しているか？」


    　不意打ち気味に話題を振られたウマトだが、毅き然ぜんとして答えを返した。


    「科学の発展の末に生まれた魔星術が万能すぎて娯楽が失われ、精神生命体であるユーマエル星人は心の輝きを失ってしまった……ユーマエルでは、子供だって理解している問題だ」


    「つまり君も、子供向けフィルタリングのかかった情報しか知らないということだよ」


    「事実は違うって言いたいのか!?」


    　憐れむようなルーティアの視線に、ウマトも憤いきどおりを隠せない。


    「君は何な故ぜ、惑星ユーマエルの科学が急激に発展したかまでは知らないだろう？」


    　陽ひ奈なは、初めてウマちゃんに魔ま星せい少女が番組になっていると聞いた日のことを思い出した。


    　惑星ユーマエルはある時期唐突に文明が発達したが、その理由を誰も知らないと。


    　そんなものなのか、と納得していたのだが、その答えをルーティアが知っていたとは。


    「……先ほど話に出た属性獣だが、彼らは効率よく精神エネルギーを奪取するため、侵略する惑星にあえて分不相応な科学力を提供するという。そうして偽りの繁栄と活況をもたらし、心の力を狩りやすくするのが、彼らの作戦なのだ」


    　陽奈は当然、一つの結論に行き当たる。


    「……ちょっと待って。発展の理由がその侵略者のせいなら、衰退も──!?」


    「そうだ、ユーマエルの民は自業自得で衰退したのではない……属性獣によってあえて高度な科学を与えられた後、心の輝きを奪われた被害者だ」


    　その場の全員がようとして言葉も出ない中……ウマちゃんは違った。


    「それが君の言う衝撃とやらか。確かに驚いたけど……僕は何とも思わないよ。これから僕たちの番組で故郷に活気を取り戻そうという目標は、何も変わらないからね」


    　陽奈は、ウマちゃんの強さに胸が熱くなる。


    　あえて自分が気丈に振る舞うことで、陽奈たちに心配をかけまいとしているのだ。


    　本当は、誰よりも動揺しているだろうに──。


    「よく言った、ならばこれも聞きたまえ。属性獣にみすみす滅ぼされるのを座視することなく、抵抗しようという勇気ある者が起ち上がるのも、当然だとは思わんか？」


    　それは、当然だ。少なくとも陽奈ならばそうする。


    「属性獣の侵略から自分の星を守ろうと、とある異世界のとある戦士が、苦肉の策を取った。空間干渉の能力がもっとも得意だったこともあり──その戦士は、なんと惑星もろとも別の異世界へ転移しようと考えたのだ。属性獣も、別世界まで追って来はしないだろうと考えて」


    　抵抗というより逃走だが……魔手の届かない場所へ退避するのも、立派な戦いなのだろう。


    「だが、それがまずかった。強引な惑星転移の反動に隣接した二つの宇宙が巻き込まれ、境界線を破壊されて融合してしまったのだ。それが、私たちのいるこの宇宙だ」


    　結果として、別宇宙の地球に住んでいたルーティアと、陽奈たちはこうして出会った。


    「今の話はあくまで宇宙の悲劇の一端だが、楽しく番組を作りたいという君たちは、宇宙の悪意の数々に晒さらされて平静でいられるとは思えなかった……。以上が、これまで君たちに秘密を明かさず、私たち主導で番組を進めようとしていた理由だ。わかってくれたかな？」


    　読み終わった絵本を閉じるような仕草で、話を切り上げるルーティア。


    「それはさすがに私たちを舐めすぎッスよ」


    　ずっと黙っていた遥はるかが、これだけはとばかりにぴしゃりと言い放つ。


    「いいか、星ほし上がみ陽奈よ。この宇宙はあまりにも不安定な状態なのだ……私たち力を持つ者は、欲望を自省し、宇宙の調和に努めていかなければならない……よく、覚えておくことだ」


    　ルーティアにまるで試すような視線を向けられるも、陽ひ奈なはアホ毛をビンビンに逆立たせ、前のめりに食いついていく。


    「ちょっと、もう終わり!?　まだまだ秘密あるんでしょ、教えなさいよ!!」


    「まあまあ、あまり長々と話していても……お日様が照っているうちに撮影をしたいんだがな？」


    　指を上向け、傾き始めたお天てん道とう様さまを指し示すルーティア。


    　随分と渋った前金だ。いたずらに陽奈の未知への欲求を刺激しただけで終わってしまった。


    　しかし、遥はるかたちを窺うかがうと、あまり気分がよさそうにはしていない。


    　これ以上ここで立ち話をしていても、せっかくの外ロケの空気が悪くなりそうだ。


    　ウマトも、言い合いを続けるより、相手の希望を叶かなえる方が得策と、撮影を了承する。


    「約束だ、君たちのＣＭも一緒に撮影するよ。ただし、撮影した映像は君たちには渡さない。僕の会社で、スタッフと協議した上でどう使うかを決めさせてもらう」


    「今回はお前たちに全乗っかりだ、当然だな」


    　満足げに頷うなずくルーティア。


    　彼女は早速プロトチェンジャーを構え、『役者』の顔に変わった──。


    



    　　★


    



    　合同撮影を終えても、あたかも自分たちの動向を監視するかのように一緒にいようとするルーティアたちと強引に別れ、陽奈たちは場所を移動していた。


    　少し巻きになったが、次は日常パートの撮影に取りかかる。


    　森を抜けて山道に出ようと歩く中、愛まな美みを窺うと……しゅんとしてしまっていた。


    「あのねーちゃんたち、何か苦手なんだよなー……いっつも怒ってるし」


    「それでも少しは歩み寄りを見せたみたいだし……。気にすることないわよ、愛美ちゃん」


    　陽奈は自分よりも背の高い愛美の頭をぽんぽんと撫なでた。


    　魔ま星せい少女になることに消極的だった愛美。ぶっ飛んだ発言が目立つが、彼女は怖がりで、争いを好まない温厚な性格だ。


    　しかも、今でこそわかる茶番だが、ルーティアは愛美の変身を楽しみにしているなどと嘯うそぶいて揺さぶりをかけ、レイアーヴィナスの誕生を後押ししていた。


    　隙すきあれば騙だまそうとしてくるルーティアたちと愛美を深く関かかわらせるのは、悪影響だろう。


    　何より、母星のことについてかなり衝撃的な話を聞かされたウマちゃんが、毅き然ぜんと撮影に集中しているのだ。自分はそれを支えなければ。


    「──────？」


    　一瞬、陽ひ奈なの視界が写真をネガ反転させたように不気味な色に変わった。


    　ルーティアに不可思議な話を聞いた後だけに、陽奈は敏感に反応する。


    　こめかみを押さえ、瞬きを繰り返すと、元の美しい木々が視界に広がっている。


    　何かが変異したような、言い知れぬ予兆を感じたのだが……疲れているのだろうか。


    　それからしばらく、ウマトの納得するロケーションを求めて歩いていたのだが……。


    「あの……急に肌寒くなったと思いませんか？」


    　腕をさすりながら、皇み月つきが尋たずねる。


    「あいつらがサムい真ま似ねしてくれたからッスよ」


    　不機嫌で膨ふくらむ遥はるかの頬ほおに、冷たいものが触れた。


    「冷た……って、雨？　やっべえ、これから私たちの日常パート撮ろうって時に……」


    「……あれ、違うよ、雪だぞー？」


    　愛まな美みの手の平に落ちた欠片かけらが、体温で溶けていく。


    　見上げると、空は雪で埋め尽くされていた。瞬く間に勢いが強まっていく。


    「嘘うそだろ、いくら山だからって、七月にこんな大雪!?　一体何が起こってるんだ!?」


    　年間通して雪の多い青森とはいえ、こんなことはあり得ないと仰天するウマト。


    「わはーい、雪だ雪だー！」


    　喜び庭を駆け回る愛美だが──すぐに丸くなってしまった。


    「う～、寒いよ～」


    「当たり前ッス、うちらほぼ裸なんスよ……」


    　一番最初にギブアップしたのは、魔ま星せい術じゆつで人間の姿に変身しているウマトだった。


    「こ、これは無理だ……！」


    　元のぬいぐるみ、ウマちゃんに戻って、陽奈の肩にぽてんと着地する。


    「すごい勢いで降ってきました……」


    　カチュームについた雪を払う皇月だが、すぐにそれが無駄な行為だと悟る。


    　山の天候は生き物──あっという間に、雪は暴風を伴って降り始めた。


    



    　白だった。


    　視界の全すべてが白に染まり、世界の全てが凍いてつく。


    　八はつ甲こう田だ山さんは暴風雪の洗礼を受け、陽奈たちは進退窮きわまって身を寄せ合っていた。


    「寒いよー……。雪って、一体何なんだろう……」


    「しっかりするッス、マナっち……」


    　寒さのあまり、哲学に支配される愛美。


    　急激に極寒に晒さらされたことで、思考が鈍りきってしまったのだろう。魔ま星せい少女である彼女たちならば真っ先に思いつく対応策が、誰の頭にも浮かんでいなかった。


    「そうだ、星ほし上がみさん……かんじきは……？　唐辛子を入れた手袋や靴下は……？」


    　怜れい悧りな皇み月つきでさえ、この状況で頭に浮かび、頼るのは出立の際に陽ひ奈なに説明された極寒登山セットだ。


    「バッグの中……」


    　今や膝ひざの上まで積もった雪の中、どこかに埋まっているだろうバッグを探すのはもはや不可能だった。あれだけ念を入れて用意したのに……。痛恨に項うな垂だれる陽奈。


    「ひとまず、道を探しましょう……立ち止まっているよりも、動いた方がいいわ!!」


    　陽奈の号令の元、一列になってのっそりと歩き始める一同。


    　しかし、それは絶望への歩みの始まりだった。


    　次第次第に無言になっていく。


    　よりにもよって、水着。頼れるのは恒温動物としての基本性能のみ。


    　横殴りの雪に晒さらされること一〇分、まずは皇月に異変が起こった。


    　寒さに震ふるえるというより、全身を強こわ張ばらせて内からの何かに耐えているように見える。


    「どうしたッスみつきち、具合悪いんスか？」


    　心配になって問いかける遥はるか。


    「その、いえ……」


    「えっ!?　ごめんッス、雪でよく聞こえなくて──」
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    「……おトイレに……」


    　泣きそうな顔で、顔を真っ赤にした皇み月つきが訴える。


    「おしっこッスか!?」


    　大声で復唱され、寒さ以外の内的原因で身体からだを震ふるわせる皇月。


    　極寒だ。全すべては極寒のせいだ。遥はるかのデリカシーが壊滅しているのも、極寒の仕業なのだ。


    「緊急事態ッス……!!」


    　遥は、陽ひ奈なの肩に乗っているウマちゃんをむんずと掴つかみ取る。全身を擦こすり、彼の身体からだの構成素材を確認して頷うなずいた。


    「みつきち……これを直接お股またに密着させて、ゆっくり染み込ませるッス」


    「……………………え、『これ』って何!?　僕のこと!?　僕のボディのこと言ってんの!?」


    「この氷点下地獄で、人間がおもらししたら即座に凍り付いて凍死してしまうッス！　けどウマっちなら水を吸っても耐えられるはずッス!!」


    　デリカシーこそないが、友達を助けたいという熱い思いは暴風雪でも凍いてつかせることはできない。遥は真顔でウマちゃんに訴える。


    「僕の耐寒性能を推し量る前に、倫理を介在させて発言してくれないかなあ!?」


    「生か死かの極限状況じゃ、道徳なんて真っ先に消し飛ぶもんッス！　それともウマっちは、いつもお世話になってるみつきちが凍死してもいいんスか!?」


    「そ、そんなわけないだろ!!」


    　生きるか死ぬかの瀬戸際を訴えられれば、ウマちゃんの拒否感も揺らぐ。


    「……けど、いくら皇月でも…………それは無理だよお！」


    「────『いくら』？　『皇月でも』？　何それウマちゃん、他の女は論外だけど皇月ちゃんなら最後まで熟考はするっていう意味？」


    　雪女の視線が、ウマちゃんの体感温度をさらに破滅的に低下させる。


    　皇月は健けな気げにも陽奈を諫いさめ、ウマちゃんを庇かばった。


    「我慢します！　我慢しますから、喧けん嘩かしないでくだ……あっ……」


    「！　大丈夫ッスかみつきち!!」


    　一瞬、本当に凍結してしまったかのように動かなくなる皇月。


    　やがて深く息をつくと、


    「セーフです、セーフ……先を急ぎましょう」


    　相当に贔屓ひいき目めな判定の可能性があるが、皇月がセーフと言ったらセーフなのだ。


    　どこでもいい、ビバークできる場所を探さなくては。


    「た、確かここを右に曲がれば……」


    　おぼろげな記憶を頼りに行き先を決めようとする陽奈に、喜色で溢あふれた声がかけられた。


    「この木、見覚えがある！　ここを真まっ直すぐ歩いていけば、登山道に出られるよー!!」


    　愛まな美みだ。目の焦点が合っていない。すっかり雪が絡からんで秋田名物きりたんぽのように円筒状になったポニーテールを、もそもそと揺らしている。


    「……こんな木……あった、かなあ……」


    　疑問は残るが、陽ひ奈なはおとなしく従うことにする。もうすぐ寒さから解放されるという心の支えがなければ、愛美が真っ先に力尽きてしまいそうだからだ。


    　そしてさらに歩くこと一〇分。


    　目の前に──高々と見上げる崖がけが立ちはだかっていた。


    　行き止まりに辿たどり着いた陽奈たちを冷徹に祝福するかのように、雪の勢いはさらに強まる。


    「天は我われ々われを見放した……」


    　陽奈の肩の上の雪だるま……いやウマちゃんから、万感の絶望が響きわたる。


    　愛美は泣きそうになり、遥はるかは何な故ぜか逆に満面の笑みを浮かべる。


    　皇み月つきに至っては、「もういいかな」という表情になっている。特に皇月が危険だ。


    　なんとか皆を元気づけなければと奮起する陽奈だが、時すでに遅し。


    「寒……いや、暑……？　暑いッス……何スかこの異常気象、今青森はトロピカルリゾートッス……」


    　遥が糸に操られるマリオネットのような奇怪な身振り手振りをし始めた。


    「げははははは服なんていらねーッス！」


    　遥がビキニを脱ぎ払い、頭の上で回し始めた。


    「やばい、遥の脳細胞がトロピカルだわ！」


    「む、矛む盾じゆん脱衣という行為です……生存本能で温感が暴走し、極寒の中にあって暑さを感じてしまうのです……」


    　皇月が震ふるえる声で説明する。遥の脳天にチョップし、水着を着直させる陽奈。


    　もっとも、この極寒では薄布一枚の防寒力など無きに等しいものだ。


    　陽奈は天を仰あおぎ、降りしきる白への無力を嘆く。


    　目の前を崖に塞ふさがれたことで、雪の洗礼はいよいよ苛か烈れつを極きわめる。


    　そして陽奈たちは、一人、また一人と動かなくなり、雪の中に埋もれていった。


    



    「──────」


    　そこは夢か、幻か。


    　気がつくと陽奈は、極彩色の空間を漂っていた。


    　魔ま星せい術じゆつで生み出した疑似空間とも少し違う、時間さえも超越した異次元。


    　誰に教えられたわけでもないのに、陽奈はここは〝橋〟だと感じていた。


    　どこかとどこかを繋つなぐ橋。例えば、世界と世界を──。


    「……これがルーティアの言ってた……〝異世界〟を構成している、たくさんの宇宙……」


    　光の架かけ橋はしを彷徨さまよいながら、陽ひ奈なはいつしか奇妙な映像に囲まれていた。


    　まるでホログラフのように、上に下にと、左に右にと、人が浮かんでは消えていく。


    　年の頃ころは自分と同じ少女たちが、怪人と相対し、戦っている。


    　星衣類スタイルに見えなくもない衣装もたくさんあるが、中には甲かつ冑ちゆうのような装いや、機械を全身にまとっているような少女もいる。


    　敵の怪人も、自分が戦ってきた宇宙怪人に酷似したタイプから、乗り物から手足が生えたような奇っ怪な見た目のものまで様々だ。


    「これが、異世界!?　私たち以外の魔ま星せい少女が、他の世界でも戦っているっていうの!?」


    　吟ぎん味みする間もなく浮かんでは消えていくイメージは、様々な魔星少女の歴史なのか？


    「それとも……魔星少女以外の……」


    　やがて極彩色は薄れ、陽奈は白い光の中に入っていく。


    　導かれるように、空から地へ落ちるように、これまでにない浮遊感に包まれる。


    　その世界もまた、終わることのない戦火に翻ほん弄ろうされていた。


    　陽奈は、助けを求められたように感じた。求められて、この場所に来たのだ。


    「……スター、トランス──」


    　コスモチェンジャーに変身魔星紙片トランススターピースを装そう填てんし、戦いの装いに変わる。


    　引退。戦いの終わり。魔星少女の終局。自分が望んでいた未来。


    　────そんなものが、本当にあるの……？


    



    「………………はっ!?」


    　陽奈は、弾はじかれたように起き上がった。興奮気味にかぶりを振り、周囲を見渡す。


    　青森だ。八はつ甲こう田だ山さんだ。自分たちがいた世界だ。


    　雪が止やんでいる。いや、そもそも雪が降っていた痕こん跡せきすらない。ぐしょぐしょに濡ぬれていた髪の毛も乾いている。


    「夢、だったの……？」


    　間も置かずに確認したのは、仲間たちの安否だ。


    　遥はるかも、ウマちゃんも、皇み月つきも愛まな美みも、それぞれ木々に背を預けてすやすやと眠っている。


    　ほっと胸を撫なで下ろすと、今度は遥が飛び起きた。


    「うはっ、寒すぎて意識飛んでたッス……って、あれ!?」


    　両の手の平を上向けてしげしげと見つめ、肩と腰と確かめていく遥。


    「……って、着替えてる……!?」


    　遥に倣ならって全身を確かめ、いつの間にか着ていたシャツを引っ張る。下着ではなく水着……その上から服を着ている。しかも、山に来る時とは違う服で、陽奈の私物ですらない。


    　よく見ると、遥たちが着ている服も、陽奈が知る限りは一度も見たことがないものだった。まるで、借り物のようなよそよそしさを感じる。


    「……不思議な夢でした。妙に気の合う、おもちゃ好きの女の子と友達になって……しかもその娘は、子供になったり大人になったりすることができるのです」


    　いつの間にか起きていた皇み月つきは、何かを確かめるように俯うつむき、そしてほっとしているようだった。愛まな美みに至っては、大きく伸びてあくびをしているのどかさだ。


    「陽ひ奈なと遥はるかが、もう一人ずついたんだよ……。別人だと思うけど、なんか雰囲気とか、それぞれの体型とか、行動がそっくりな人が……」


    　ウマちゃんは陽奈と遥を交互に見て、しきりに首を傾かしげていた。


    「吹雪ふぶきに遭って、やべっ凍え死ぬ、と思ったらどこか違う場所にいたッス……。そっから色々あって、めっちゃやばい怪人との戦いに巻き込まれたような……」


    「マナは、すっごいゴリラに逢あったぞー。っていうか、可愛かわいい女の子だったんだけど、なんか色々暴れっぷりがゴリラだったー！」


    　愛美の印象に残ったものに苦笑していると、遥が皇月のお株を奪うようなジト目で凝視してきていた。


    「……気のせいか、イケメン君に髪型褒ほめられてどぎまぎしてなかったッスか、先輩」


    「そ、そんなことなかった！　それは知らないわ、私!!」


    　はぐらかしはしたものの、陽奈は今の遥の言葉を含め、全員の話を全すべて見た気がする。


    「もしかしてみんな、同じ夢を見たの……!?」


    　陽奈の問いに、皆は次々に頷うなずきを返していく。


    　これだけ全員の体験が一致しているとなれば、それはもうただの白昼夢では済まされない。やはり自分たちは、何らかのきっかけで異世界を垣かい間ま見みたと思うのが正しいだろう。


    「ルーティアの話……何となくだけど、理屈がわかってきた気がする」


    　夢の記憶が砂となって手の平からこぼれぬよう、胸に抱き留めるように思い返す。


    「あたしたち今、結構やばかったのかもしれない。……世界と世界がくっつきそうになる瞬間に立ち会った……そう思えるぐらい、どこかの異世界に近づいちゃったのよ」


    



    　やはりまた計ったようなタイミングで、ルーティアとマオンが木陰から現れ出た。


    「自覚してくれたのは大変ありがたいな……その危険さに」


    　彼女たちも水着から、それぞれ黒と白を基調とした私服に着替えている。


    「私にはお前たちが何を見たかはわからんが、起こった現象に予想はつく。お前たちは、一瞬だけ別の世界を見たのだ……我われ々われの住むこの宇宙ではない、異世界をな」


    　事実を告げられても、陽奈には反応を見み出いだせない。


    「さきほどの吹雪の原因は何かわかるか？」


    　ルーティアも雪吹雪を体験していたと知り、驚く陽奈。


    「それは……外ほかならぬお前自身だよ、星ほし上がみ陽ひ奈な」


    「……じゃあ、やっぱりさっきの雪は、幻覚じゃなかったのね……！」


    　意識せずして滲にじみ出た喜悦を悟られたのだろう。


    「……嬉うれしいか？　おそらくお前は、夏の今でも雪が降れば画えになるなどと思っていたのだろう……それがどれほど危険なことになるか考えもせず、その思いを強めた……」


    　ルーティアは声こわ音ねを凍いてつかせ、嘲あざけりすらも捨て置いて失笑した。


    「私があれほど……心の力で戦う戦士は、その力が強大であるほど願望を自省しなければと促した、その舌の根も乾かぬうちにだ」


    『せっかくだし、雪でも降ってくれれば画になると思うんだけどなあ』


    　撮影が始まる前に言った冗談を思い出し、はっとする陽奈。


    



    「────やはりお前はどこか壊れているな、星上陽奈」


    



    　刃やいばと刃を交えた時にすら感じなかった、底のない失意に、陽奈はぞっとする。


    「宇宙怪人の侵略は食い止めると言う。自分たちの世界が大事だと言う。しかし、自分の気に入った怪異であれば何の疑いもなく受け容いれる──それもまた、等しく世界を蝕むしばむ悪意だとも知らずに」


    　前金だと言って質問に答えていた時と比べ、露骨に声音が曇っている。陽奈に向ける視線が、明らかに別物だ。陽奈を見ながら、別の何かを見て、そして憤いきどおっている。


    「あなたは守護者じゃない……力を持て余した怪物です」


    　それまでずっと押し黙っていたマオンまでもが、非難の視線を向けてくる。


    　眼帯で隠れていない右みぎ瞳めに映る陽奈は、彼女たちの怒りを理解できずに狼狽うろたえている。


    「ＣＭ撮影ご苦労だったな。それでは、互いにおもちゃの販促といこうか」


    　そしてルーティアの失意は、吹っ切れたかのように殺気へと転じていった。


    「まーたおもちゃを出して……ん？」


    　遥はるかが、ルーティアの右手に視線を縫ぬい止める。


    「今度こそ本物のプロトチェンジャーだ!!」


    　そしてウマちゃんが真っ先に看破した。


    「星上陽奈、お前がそうなった責任は、全力を解放させてしまった私にもある。今回は私も本気だ……こうなった以上、この命をぶつけてでも貴様を止めねばならん」


    「ルーティア、あんたが何を言ってるかわからない！　私が何かをしたの!?」


    「気にしちゃ駄目だ陽奈、きっとああやって意味深なことを言って惑まどわせるのが、あいつらのドラマの展開の仕方なんだ。深く考えてなんかいないよ!!」


    　ウマちゃんはそう言うが、ルーティアとマオンは憎しみだけではなく焦りを強め始めたフシがある。その原因が自分にあると言われて、ただのハッタリと捨て置けない。


    「待って、ルーティアさん……それは私が使う」


    　マオンはルーティアの右手に自分の手を重ね、プロトチェンジャーの譲渡を要請した。


    「だから、お前にはまだ使えんと言っただろうが」


    「……覚悟を決めました……」


    　マオンは何度か深呼吸をすると……尖とがらせた唇くちびるをさっとルーティアの唇に押しつけ、素早く飛とび退のいた。


    　神速のキス──といえば聞こえはいいが、カタツムリの角を一瞬だけ指でつついて引っ込めるかのような、おっかなびっくりの挙動だった。


    　マオンは恐る恐る皇み月つきを窺うかがうが、彼女は特に反応を見せていない。


    「うう、皇月ちゃんが妬やいてくれない……」


    「私は皇月への当て馬か……。しかし、ファーストキスが当てつけとは、ほろ苦いな……」


    　落胆するマオンとは裏腹、ルーティアはどこか嬉うれしそうに唇を指で撫なでさする。


    「……違う。これはファーストキスじゃない。役としてキスの演技をしただけ」


    「そう来たか……やはり可愛かわいいな、お前は」


    　ルーティアは口端を吊つり上げ、マオンへとプロトチェンジャーを継承てわたした。


    「くぉら、先輩に喧けん嘩か売っておいて、何イチャイチャしてんスか！」


    　たまらず声を張り上げる遥はるか。それは、眼前でマオンがプロトチェンジャーを手にするという異常事態への焦燥でもあった。


    「見てのとおりです。私が、星ほし上がみ陽ひ奈なの暴威を止めます……！」


    　それはこちらの台詞せりふだろう、と陽奈が言いかけた瞬間。


    　マオンの右手に光のラインが走り、紫電とともにカードが出現する。


    　その魔星紙片スターピースには、土星のエンブレムが厳おごそかに刻み込まれていた。


    「変身魔星紙片トランススターピース……土星の!?」


    「そ、そういえば今まで、カラミティーサタンが変身するとこ、見たことなかったッス!!」


    　陽奈の驚きに、遥が同調する。


    　魔王サタンであり、そして土星サタン。


    　満天下に晒さらした守護星の加護を、マオンは手にしたプロトチェンジャーへと誘いざなった。
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    　くぐもった電子音声が、不気味に鳴り響く。


    「あ、う……あああああああああああああああああああ!!」


    　初めてデバイスを通じて変身する違和感、そして全身を走る力の奔ほん流りゆうに悶もだえるマオン。


    　〈〈〈 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スターティン ， [image: ][image: ][image: ][image: ]スター [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]トランス．〉〉〉


    



    　プロトチェンジャーでの変身は、コスモチェンジャーよりも使用者に負担を強しいる。それは試作機ゆえの欠点でもあり……安全調整という不純物を持たない、危うき長所でもある。


    　眼帯を弾はじき飛ばし、現れた双そう眸ぼうが紅あかに燃えた時。マオンの全身は、白の星衣類スタイルに包まれていた。


    「……へっ……魔星力ちからが溢あふれてくるぜ……」


    　その全身各所に繋つながれた鎖が──拘束具が、一斉に砕け散る。


    　これまでのカラミティーサタンと比べても、星衣類スタイル自体にそこまでの変化はない。


    　星衣類スタイルはまとう者の心の映し鏡、変身方法が変わってもベースの姿は変わらないのだろう。


    　しかし、変身してなお気弱な人格も残していた象徴のように緩ゆるやかだったフォルムを、この姿では捨て去っている。


    　黒の配色も明らかに増えており、露出度が増し、攻撃的なラインも所々に走った彼女の星衣類スタイルは、完全戦闘者として文字どおり装いを新たにしたのだ。


    　そして、その身体からだを取り巻く魔ま星せい力りよくはこれまでと比べものにならない。


    「ルーティアのデバイスで変身したんだ……今のあたしは、カラミティーサタンディザスターってとこか……」


    　災禍カラミテイーと厄災デイザスター、いずれもほぼ同じ災いを表す冠だ。節操のないネーミングだが……陽ひ奈なはそこに彼女の誇ほこりを見た。


    　これまで背負ってきた看板は断じて捨てない。さりとて、仲間であるルーティアの思いもしかと汲くみ取る……。


    「いくぜリフレイアども……今までの借りを今日、この戦いで倍にして返してやる!!」


    　今日のカラミティーサタンは、これまでとは別人だ。


    　自分が戦わなければ──覚悟を決めた陽奈の前に、遥はるか、皇み月つき、愛まな美みが揃そろって歩み出た。


    「……あいつらの狙ねらいは先輩ッス。ここは任せて」


    「遥……」


    「今先輩の前に立ってるのは、みんな先輩の濃厚なチューで力を分け与えられた仲間ッスよ。あんなお子ちゃまチューしかできない半端者に負けるはずないッス」


    　我われ関せずとばかり目を閉じる皇月、にぱっと笑う愛美。


    　それぞれの変身魔星紙片トランススターピースを、眼前に構えていく。
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    　仲間の思いを受けて戦っているのは、カラミティーサタンだけではない。


    　コスモチェンジャー、コスモフォン──それぞれの変身ガジェットが、電子音声を以もつて彼女たちの決意を代弁する。


    「スタートランス！」


    「……スタートランス」


    「スタートラ～ンス！」
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    　正義の閃せん光こうが渦を巻いて絡からみ合い、少女たちの身体からだを輝きに誘いざなう。


    　レイアーテラ、レイアールナ、レイアーヴィナスは揃そろい踏みし、真の力を解放したカラミティーサタンと対たい峙じする。


    



    　これまでにない、最大の激突になるであろうことを各おの々おの予感しながら──。
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    15ｔｈ：魔星少女の真実。／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　陽かげ炎ろうのように強大な魔ま星せい力りよくを立ち昇らせ、悠然と歩を進めるカラミティーサタン。


    「お子様チューとは言ってくれんじゃねえか、そういうてめえはキングソフビの総攻撃の最中にチュッチュし始めた、盛りのついた猫だろうが」


    　軽口の代償とばかりに、真っ先にレイアーテラへと向かい合う。


    「え、もしかしてそれ悪口のつもりッスか？　お言葉通り年中盛ってるッスよ、私」


    「……相変わらず口だけは主人公だな、てめえは……!!」


    　開幕の花火とばかりに、カラミティーサタンは手の平から魔星力の光線を発射した。


    　間一髪で回避するレイアーテラ。背後の木々が焼き倒され、乾いた軋きしみ音が木霊こだまする。


    　生身のままの陽ひ奈なやウマちゃんに危害が及ばないようにと、一気に駆け抜けて距離を取るレイアーテラたち。カラミティーサタンもそれに続いた。


    　木から木へと走りながら、四人の魔星少女たちは散り散りに距離を取る。


    「金星の嬢ちゃんはいいのか？　相手があたしじゃ、変態宇宙怪人みてーに怪け我がしないように取り計らっちゃくれねえぞ!!」


    　凄すごまれ、ビクリと震ふるえるレイアーヴィナスの肩を、レイアーテラは力強く叩たたいた。


    「ビビることないッスよ。あいつ、いつもああッスから。自分も散々ボロ負けしまくってるくせに、会う度に都合よく記憶リセットして強つわ者ものぶってんスよ」


    「……いい機会だ。てめえは一度、徹底的に叩きのめしておこうって思ってた」


    　そして最後に、悲しみとも悔しさとも知れない感情を湛たたえた瞳ひとみをレイアールナへと向けた。


    「皇み月つき……いや、レイアールナ。やっぱりお前はそっちなのか。真実を知ってもなお、甘っちょろい学生のぬるま湯の中が居い心ごこ地ちがいいか」


    「……真実……？」


    　訝いぶかしむレイアーテラの視線にいたたまれなくなったように、力無く俯うつむくレイアールナ。


    　やがて決心したようにレイアーテラを振り仰あおぐと、レイアールナは秘め隠していた事実を打ち明けた。


    「……レイアーテラ。私は主題歌決戦の折、自分で考えた作戦に則のつとって彼女たちに協力したと言いましたが……半分嘘うそをつきました。マオンさんにこの宇宙の真実を聞き、彼女たちの側そばで戦局を知る経験を得たかったのです」


    「えぇ……!?」


    「星ほし上がみさんは薄々気づいていたようでしたが、私の心を尊重してくれました。だから今日も、私は自分の心のままに戦います。追いつめられたあなたたちが魔星力の傀かい儡らいを使って一方的な破壊を繰り返したことに、強い怒りを感じています」


    　その幼い瞳ひとみには、正しき心がはっきりと拒絶の光を示している。


    「あぁ……トーラスどもで信用をなくしちまったか……」


    　決別の決定打が自分の怠慢に遠因していたと知り、口惜しそうに苦笑するカラミティーサタン。


    「私はもう迷いません。あなたたちを止めます……地球を守る魔ま星せい少女として」


    　演出と断じ、正か邪か立ち位置を明確にしてこなかったレイアーテラが、はっきりと正義を宣言する。


    　宣告された別離の苦さを胸に染み入らせながら、カラミティーサタンは厳しい口調で言い放った。


    「ぬるま湯はいつか──冷たい水になるもんだ。それを味わったことのないお前は、やっぱりこちら側には来れなかったんだな……」


    　カラミティーサタンは武装魔星紙片アームドスターピースを実体化させ、プロトチェンジャーに装そう填てんする。
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    　宙に放ったプロトチェンジャーが鳴動し、カード挿入口である前面から向かって両側面それぞれにも、ジョイント口が出現。


    　落下してくるプロトチェンジャーを挟み込むように魔ま星せい力りよくが上下二箇所に凝縮していく。


    　持ち手と、黒い刃やいば──形成された二つのパーツが、プロトチェンジャーにドッキング。


    　プロトチェンジャーを柄つかとして形成する、漆しつ黒こくの曲刀が完成した。


    　軽々と掴つかみ取って空くうを一いつ閃せんすると、感慨の笑えみを浮かべて刀身に軽くキスをするカラミティーサタン。


    「ようやくカタチになったぜ……サタンキャリバー」


    　これまで自身の魔星力を剣状に凝縮させて作っていたサタンキャリバーが、ついに完全な武装として発動した。


    　グリップと刃を装着させて完成するギミックといい、プロトチェンジャーに発動音声を収録済みなことといい、商品展開を睨にらんでの構成なのは明らかだ。


    「みんな行くッスよ！」


    　レイアーテラの号令で、ルナ、ヴィナスもコズミックオーブから武装魔星紙片アームドスターピースを引き抜いた。
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    　クロノブラスター、アルテミアロー、ルシファーズタイパー。


    　幾多の戦いを潜くぐり抜けた彼女たちの相棒が、光の尾を引いて飛来し受け止められる。


    「フン、お仲間同士仲良く揃そろえて武器のお目見えか……幼稚園児のお遊戯かよ!!」


    　レイアーテラたちが構えるのも待たず、カラミティーサタンは猛然と疾走した。


    　殺意を伴った斬ざん撃げきが襲い来る。


    　レイアーテラは、トンファーモードのクロノブラスターで防戦に徹する。


    「このおおおっ！」


    　その隙すきに、背後から攻撃を仕掛けるレイアーヴィナス。


    　無防備な脇わき腹ばらに、ルシファーズタイパーのハンマーがめり込んだ。火花を散らすカラミティーサタンの星衣類スタイル。


    「あっ……」


    　直接人の肉を打つ感触は伝わっていないだろうが、人間を殴るという事実に怯おびえるようにレイアーヴィナスは攻撃の手を止めてしまった。


    「邪魔だ、甘ちゃんがあ!!」


    　カラミティーサタンはお返しとばかりにレイアーヴィナスの肩口を蹴けりつけた。


    　放心が災いして蹴撃をまともに食らい、為なす術すべ無く吹き飛ぶレイアーヴィナス。咄とつ嗟さに身を躍らせたレイアールナが、岩に叩たたきつけられる寸前で彼女の身体からだを受け止めた。


    「まだまだこんなもんじゃねえぞ……!!」


    　サタンキャリバーの刀身が外れて地面に突き立ち、そこへ魔ま星せい力りよくが筒状に収束していく。


    　もはや、元がプロトチェンジャーだったと見抜けないほどの異い形ぎようの変形。ガドリングガンのような多門砲口の銃が完成した。


    「これがサタンキャリバーのバルカンモードだ！　レイアーテラ、てめえの銃とは弾量かずが違うぜ!!」


    　躊ちゆう躇ちよ無くトリガーを引くと、サタンキャリバーが砲身を回転させながら火を噴く。


    　秒間数百発に及ぶ弾丸の津波が、レイアーテラたちに襲いかかる。


    「皆さん、私の後ろに!!」


    　レイアールナはアルテミアローをハープモードに変形。魔星力を伴った演奏で、前面に音波の防壁を展開した。


    　光弾の直撃を次々と受け止めていくが、圧倒的な物量の前に次第に音波が綻ほころび始める。


    　その果てのない猛攻は、カラミティーサタンの執念を物語っていた。


    「皇み月つき！　今日はお前だろうと容赦しねえぜ！　一回こっぴどく敗北を味わって、よおく考えるんだなッ!!」


    　壁はついに粉砕され、レイアールナ、テラ、ヴィナスの三人は大爆発に巻き込まれた──。


    



    　　★


    



    　陽ひ奈なはルーティアの変身デバイスを潰つぶしたことで、無力化したつもりでいた。


    　しかし今まではデバイスを持っていなかったというマオンの話を逆算すれば、変身魔星紙片トランススターピースさえ実体化できれば変身することは可能だということだ。


    　目の前にいるルーティアも、デバイスをマオンに渡したとはいえ魔星紙片スターピースだけで変身できるかもしれない。いや……この分では、変身デバイスを複数所持している可能性も高い。


    　皆の救援に駆けつけたいのは山々だが、自分の役目はルーティアに加勢させないよう、この場に縫ぬい止めることだ。


    「……ウマちゃん。私の肩に乗ってて……できればブラの中に入った方が安全だと思うけど」


    「肩でいいよ」


    　絶対安全圏を拒否してまでルーティアに向き合うウマちゃんの男気に惚ほれ直しながら、陽奈はルーティアへ視線を戻す。


    　背後で響く戦いの音に耳を澄ませながら、ルーティアは唐突に先の降雪について触れた。


    「異世界見学は楽しかったか……？　お前は軽はずみな気持ちで願ったのではないか？　異世界を見てみたい、などと……」


    　図星を突かれて動揺する陽奈。


    「さっきから言い方が回りくどいのよ！　何、雪が降ったのも異世界を見たのも、まさか私の願いが天に届いたからなんて言わないわよね？」


    「そのまさかだ」


    　思わず肩のウマちゃんと顔を見合わせる陽奈。


    　相手が大真ま面じ目めなだけに、反応に窮きゆうする。


    「空想同期という〝災厄〟だ……長く魔ま星せい少女であり続けた者は、心の力を無意識のうちに願望の成じよう就じゆへと傾けるようになる……これは生理現象だ、自分の意思では止められない」


    　空想同期。


    　ウマちゃんも初めて聞くこの不可思議な言葉が何な故ぜか、陽奈の胸を狂おしいほどに締めつけた。初めて聞くはずなのに、よく知っているような違和感。


    「先日私とお前が青森県で戦ったのも、単なる偶然ではない。お前が、自分の愛する故郷で戦えない不満が積もり重なり、そして爆発した結果だ。お前の〝敵〟という〝役〟の中で最大戦力を持つ私が、それに組み込まれたに過ぎん」


    「つまり君は陽奈の望みを叶かなえるために地球を襲ったと!?　嘘うそも大概にしろ!!」


    　ウマちゃんの追及もどこ吹く風、まだあるぞ、と畳みかけるルーティア。


    「ＵＭＡウーマと逢あいたいと願えば、さしたる労なく出で逢あえるようになった……それはフォークールアフター……二年目になってからだろう？」


    「──────！」


    　ガッタくんとの出会いは、二年目の始まりの日。無味乾燥な一年目の戦いに退屈を覚えた陽ひ奈なが、大好きなＵＭＡウーマが仲間になってくれればと願った末のことだった。


    　カプセルトイでフィギュアが当たったＵＭＡを、現実で本当に見つける──。


    　それから何度ウマちゃんに、できすぎていると頭を抱かかえられたことか。


    「ねえ……そこまで言ったらもういい加減洗いざらい話してよ！　あんたは私たちを頼りない未熟者って思って真実をはぐらかしてるんだろうけど、みんな成果は出してる！　私だけだった去年は弁解のしようがないけど、今年は楽しい番組になっているでしょ!?」


    「そうだ、いつも陽奈たちに君らの怒りの矛ほこ先さきが向くのは納得がいかない！　未熟を責めるならユーマエル星人のボクたちを責めろ、ノウハウの乏しい僕たちを成長させてくれているのは、他ならない陽奈たちなんだぞ!!」


    　矢継ぎ早に反論され、ルーティアも嘆息を禁じ得ない。


    「そうだな……マオンは皇み月つきがお気に入りだが、私は別に他の誰にでも真実を教え、協力を請こうにやぶさかではなかった……。お前さえいなければな」


    「……何ですって……」


    　その瞬間、轟ごう音おんとともに地揺れが巻き起こった。


    　一体どれほどの戦いが繰り広げられているのか。


    　遠く離れた場所で激突している力の余波が大気を震ふるわせ、ここにいる陽奈とルーティアの髪を揺らしている。それがまた、陽奈の焦燥を募らせる。


    　遠く戦うカラミティーサタンに思いを馳はせるように空を振り仰あおぎ、目を細めるルーティア。


    「現にお前は今、後遺症に悩まされているだろう。戦いで力を使いこなせず暴走することといい、お前という存在は不安定に過ぎる」


    「……みんなの前で言わなかったのは、あんたなりの気遣いってこと？」


    　どうやらルーティアは、陽奈の症状を看破していたようだ。


    　腹立たしい。何もかも見透かし、観察者としてものを言ってくるルーティアが。


    「陽奈……後遺症って何だい、どうして僕に教えてくれなかったんだい!?」


    　穏やかではない言葉に、ウマちゃんが恐る恐る聞いてくる。


    「…………………………後遺症って、めちゃくちゃキスしたくなる衝動だから」


    　陽奈は薄く赤面し、悩み抜いてきたことを暴露した。


    　何も言えず、固まるしかできないウマちゃん。


    「空想同期の相互作用だ。お前の願いを叶かなえる代わりに、お前は宇宙の摂理に身体からだを縛られる。キスの衝動は……融合が止まらない二つの宇宙の悲鳴。お前はその肉体からだで宇宙を体現し、他の宇宙を……他者を求める。だから宇宙の加護を受けた女……魔ま星せい少女の唇だけを求めるのだ」


    　ようやく理由を知れた陽奈だったが、空想同期の反作用とすれば、今キスをしたくて仕方ないのは、巡り巡って自業自得だと言われているも同然だ。


    「私ともキスしたくなったのだろう？　別にしてやっても構わんぞ……深さは要相談だ」


    　薄く赤面して拒否する陽ひ奈な。彼女にとっては、もはや言いがかりにも等しい注釈だ。


    「全部、私のせいだって言いたいの!?　私が不思議なことが好きだから！　未知を求めているから！　よくわからないうちに願いが現実のものになって、キスしたくなってるって!!」


    「気に病むな。言ったはずだ、生理現象のようなものだと……だから厄介なのだ。お前に洗いざらい話し、気をつけてもらってもどうにもならん。むしろ、状況を悪化させてしまう……」


    　これ程までに糾きゆう弾だんじみた「気にするな」もないものだ。


    「星ほし上がみ陽奈……正直に言おう。私はお前が怖い。お前の強さがではない……強いだけで満足せず、あらゆる怪異を望むお前の底知れぬ欲望と、それを実現してしまう力がだ」


    　これはルーティアの作戦なのかもしれない。


    　何かを望めば本当に実現してしまうと萎い縮しゆくさせることで、陽奈の心の力を弱体化させようという……彼女たち得意の口八丁だ。


    　そう笑い飛ばせれば、どれだけ楽だっただろう。


    　陽奈は、空想同期という現実を、自分の中で痛感し始めていた。


    「陽奈、よく考えてみて！　君はその……僕を好きだっていつも言ってくれてたじゃないか！　本当に望むものが勝手に叶かなってしまうなら、僕が君にベタ惚ぼれじゃなきゃおかしいだろ!?」


    「え、ベタ惚れじゃないの……？」


    　ウマちゃんは陽奈の肩の上で立ちくらみを起こす。このぶれなさも、今は頼もしいが……。


    「飲み物を欲したら目の前に勝手に現れるようなものではないのだぞ……自力では叶わぬはずの希望に作用する力だ」


    　祝福するようにくくっと笑い、


    「君たちの恋など、叶えようと思えば明日にでも叶う」


    　こともなげに言い切るルーティア。


    「待て待て、それこそ異次元を超越するより難しいだろう。僕と陽奈は地球人とユーマエル星人、性別の違いよりも困難な壁があるんだぞ！」


    　ウマちゃんなりに、陽奈を励まそうと冗談めかした言葉だった。


    　しかしそれを受けたルーティアは──不吉な沈黙を貫つらぬく。


    　何を信じればいいのか、何を願えばいいのか。様々な感情が、陽奈の中に渦巻いている。


    「お前の〝覚星〟が……空想同期が始まった以上、私たちもなりふり構ってはいられなくなった。これは素直に、悪のプロデューサーたる私の見通しの甘さが招いたことだと認めよう。だからこそ今、マオンは信念を懸けて戦っている……肥大した正義を悪の力を以もつて止めるために」


    　自責の念に押し潰つぶされそうになる陽奈を力強く励ましたのは──魔ま星せい少女たちの一番の理解者である、ウマちゃんだった。


    「君が陽ひ奈なの強さに恐怖を感じているように……僕は、陽奈と僕たちとの絆きずなの強さを信じている。それを証明するために、遥はるかたちはカラミティーサタンと戦っているんだ!!」


    「私もマオンを信じている……今のマオンは、お前の仲間には絶対に止められん」


    　信じている、という前向きな言葉とは真逆に、ルーティアの面には決壊寸前の疲労が堆たい積せきしていた。あらゆる失意を歩んできた彼女の、最新の絶望が陽奈自身なのだとしたら……。


    「……私とマオンは一蓮托生だ。もしマオンが信念のぶつけ合いで膝ひざを屈したなら……その時は怖かろうが、その先に何が待ち受けていようが、お前の理想につき合ってやろう」


    「！　言ったわね」


    「だが、だからこそお前もウマちゃんも、この戦いに手出しは許さん。それが私の出す唯一の条件だ」


    　ある意味、一番きつい条件を突きつけられたのかもしれない。


    　ガッタくんたちはＣＭ撮影時にアームドモードに変形してしまった。一日一回が変形の限度の彼らは、今回の戦いに駆けつけられない。


    　レイアーテラたちは初めて、自分の力だけで強大な敵と立ち向かわなければならないのだ。


    　しかし、それで頑かたくななルーティアが折れるというのなら……。それほど仲間を信じているのなら、自分も負けられない。


    「仲間への信頼なら、絶対に負けない。私は、遥はるかたちの強さを信じている」


    「────本当にそうか？」


    　最後まで見透かしたようなルーティアの微笑に神経を障さわられながらも、陽奈は祈った。


    　レイアーテラたちの無事と、そして勝利を。


    



    　　★


    



    「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    　大気を震ふるわせる裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こう。


    　カラミティーサタンの放つ魔ま星せい力りよくの衝撃波で、レイアーテラ、ルナ、ヴィナスは次々に吹き飛ばされていった。


    　地面に叩たたきつけられ、木々を薙なぎ倒し、岩肌に激突し……美しい山の自然が、執念の破壊劇によって蹂じゆう躙りんされていく。


    「ロケ地の自然に……敬意を払えねーんスか……」


    　更地と化した周囲を悲痛な面おも持もちで見据えるレイアーテラ。立ち上がろうとするも、激痛に苛さいなまれて再び膝をついてしまった。


    「っ……こ、こいつ、マジでヤバいよ遥ぁ……!!」


    　掴つかみ上げたルシファーズタイパーをすぐに取り落とし、尻しり餅もちをつくレイアーヴィナス。


    　単純な戦闘力の差だけではない、気迫で明らかに上回られていた。


    　立ち上がるのがやっとのレイアーテラに傲ごう然ぜんと歩み寄ると、サタンキャリバーの駄目押しを見舞う。


    「てめえらなんざ眼中にねえ。レイアーソルを出せ……あいつを倒さねえ限り、宇宙に未来はねえ！　あたしは前に進めねえんだ!!」


    　強烈な一いち斬ざんで星衣類スタイルから激しく火花が噴き散り、苦く悶もんするレイアーテラ。


    「ウマっちといい、お前といい……誰かに頼らないと前に進めないんスか、宇宙人さんは!!」


    　しかし、去年のおもちゃが売れなければ──と冗談めかしてそう言ったウマちゃんとは、気迫が違いすぎる。


    　カラミティーサタンの執念に追随するためには、あらん限りの根性を振り絞るしかない。


    　レイアーテラは左腕のバンドからコスモチェンジャーを外し、〝凍結フリーズ〟の能力魔星紙片エクステンドスターピースを装そう填てんした。


    「私は自分がどんなに弱くても、前に進むことを諦あきらめたりはしないッス!!」


    　魔ま星せい術じゆつによる搦からめ手ても、カラミティーサタンの方が一枚上手だ。


    〝凍結フリーズ〟の発動後に悠々とルーティアの十八番〝加速アクセレイト〟の魔星術を始動、地面が凍りついた頃ころには、カラミティーサタンはレイアーテラの眼前に肉薄していた。


    「そこで弱さを受け容いれちまってどうするよ！　てめえは大好きな先輩を引退させてえんだろう！　力がなくてどうすんだ、ああ!?」


    「くはっ……！」


    　レイアーテラの首を右手で鷲わし掴づかみにし、高々と吊つり上げるカラミティーサタン。


    「どうした、生命いのち張って自分を追い込んでみろ！　自分がやらなきゃ終わりだって突っ張ってみせろよ！　できねえのか!?　できなきゃ、てめえは永遠に殻を破れねえよ!!」


    　挑発なのか、それとも先達としての助言なのか……はっきりとしているのは、そこに厚意や善意など微み塵じんも含まれてはいないということだ。


    「あたしは絶対にてめえを認めねえ！　耳当たりのいい綺き麗れいごとばっかほざきやがって、先輩が後ろで睨にらみ効かせてなきゃ何もできねえくせに!!」


    「ち、違うッス！　私は──────」


    「本当はてめえも心のどこかで諦めてんだろう……レイアーソルよりも強くなるなんてできねえ、このまま何事もなく一年が終わって欲しいってな!!」


    　瞬間、レイアーテラの身体からだからふっと力が抜けてしまった。あまりにも残酷な事実──否定するための力すら、もう彼女にはない。


    



    「ルシファーインパクト───────ッ!!」


    



    　弧を描く下からの撃ち上げで、カラミティーサタンのレイアーテラを掴つかんでいる右腕の肘ひじに魔ま槌ついの猛打が叩たたき込まれる。


    「ぐあああっ……！」


    　一点集中打でダメージ分散の許容量を超え、星衣類スタイルがスパークする。堪たまらずレイアーテラを振り落とし、苦く悶もんに顔を顰しかめるカラミティーサタン。


    　しかし……殴ったレイアーヴィナスの方が、目端に悲痛な涙を浮かべていた。


    「遥はるかは！　遥は違う！　マナとも、皇み月つきとも、もちろんお前なんかと全然違うぞ!!」


    　戦いを通じて大きな目標があるわけではない。ヒーローに憧あこがれていたわけでもない。一番戦いから縁遠い世界にいた少女は、初めて味わう人を殴るという痛みに涙していた。


    「引っ込んでろ！　てめえが一番中途半端だぜ、新参!!」


    　しかし、人体痛点に慮外の一撃を受けたダメージはかなり大きく、カラミティーサタンは額ひたいに脂汗を浮かべ始めている。


    　レイアーテラへの説法がなければ、生まれなかったはずの隙すきだった。


    「お前だって一人じゃないじゃん！　悪者ごっこする友達がいるじゃん!!」


    「ごっこだとぉ……!?」


    「諦あきらめないってことがどれだけすごいか、お前はわからないんだ！　疲れたって、苦しくたって、遥は休めないんだ！　自分だけがすごいんだっていばって、相手のいいところを認められないお前のやってることなんて、ただのごっこだ！　遥をいじめるな───────っ!!」


    　カラミティーサタンは、たかだか新米戦士に気け圧おされるような甘ちゃんではない。


    　それは、何ゆえの放心だったか。


    　悠々と躱かわせるはずのレイアーヴィナスの二撃目を肩に受けたカラミティーサタンは、その痛みでようやく我われに返り……サタンキャリバーを再びバルカンモードに変形させた。


    　レイアーヴィナスの視界全すべてを覆い尽くすような、猛烈な弾丸の雨が襲い来る。


    「うっ……あ……!!」


    　レイアールナが音の防壁を飛ばして庇かばおうとするも、全ての弾丸を防御しきれず……レイアーヴィナスは、光弾を浴びて倒れた。


    「…………馬ば鹿か野郎……骨身に染みてんぜ……諦めない、ってよ……こんな簡単な言葉が、どれだけ難しいかなんてよ!!」


    「このヤロオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」


    　力無く倒れたレイアーヴィナスを見て、激げつ昂こうし突進するレイアーテラ。しかし奮起も虚むなしく、カウンターでバルカンを斉射されて地を転がる。


    「……どうして、どうしてッスか……どうして私は強くなれねーんスか……！　友達が怒ってくれたのに……こんな時でさえ、私は……!!」


    　己おのが無力に怒り、地面を拳こぶしで叩くレイアーテラ。


    「……泣きべそかいて強くなれんならよ……あたしもルーティアも宇宙で最強になってるぜ」


    　膝ひざを折って項うな垂だれるレイアーテラの頭上に、キャリバーモードのサタンキャリバーが振り上げられる。


    　逡しゆん巡じゆんもなく容赦無く振り下ろされた刃やいば。


    　そこへ、レイアールナは決死の覚悟で飛び込んできた。


    「！　皇み月つきッ……!!」


    　驚きよう愕がくするカラミティーサタンの眼前。ステッキモードのアルテミアローによって黒の刃は受け止められている。


    「地ち平ひらさん、美み金かねさん……あとは私に任せて……いえ、私にやらせてください」


    「みつきち!?」


    「私が決着をつけなければならないんです……。私は、この人の信念に一度賛同してしまったのですから……」


    　呆ぼう然ぜんと見つめるレイアーテラとヴィナス。


    　二人の前で、カラミティーサタンとレイアールナは鍔つば迫ぜり合あいを繰り広げる。力任せに武装を押し込み、思いの丈たけをぶつけるレイアールナ。


    「あなたは居い心ごこ地ちがいいからこの人たちと一緒にいるんだろうと言いましたが……はっきり言って居心地は最悪です。いつもセクハラはひどいし、わけもなく騒がしいし……苦手です……でも！」


    「くうっ！」


    　強引に刃を薙なぎ、アルテミアローを弾はじくカラミティーサタン。


    　レイアールナはバランスを崩しながらも、今度は自分から攻め入っていく。


    「でも、この人たちの情熱は本物です……それはあなたにもわかっているはずです!!」


    　拙つたない武器捌さばきで、しかも短剣ほどの刃渡りしかないアルテミアローで懸命にカラミティーサタンに切り込むレイアールナ。


    　武装を、おもちゃをいかに華麗に見栄えよく使うかに腐心してきた皇月は、不得意な接近戦を徹底して避けてきた。


    　どこまでも動画投稿主レビユアーであり続けた彼女が今初めて、泥くさく敵と刃を交えている。


    「そしてそれは、あなたも同じです！　あなたの部屋で飾られたおもちゃを見た時、確信しました……この人は悪人ではないと!!」


    　斬きり結びの只ただ中なかにカラミティーサタンの虚をついて武装をアローモードへと変形、密着状態から光の矢を乱射する。


    「ぐぅあっ……!!」


    　カラミティーサタンも、放ったレイアールナも爆圧をモロに受けて吹き飛び、地面を幾度も転がる。


    「っは、はあ……はぁ……あの部屋のおもちゃに、あたしが仕事に関かかわったものは一つもねえよ……。歌手を目指してたあたしが魔ま星せい少女になるのを選んだのは、おもちゃが好きだからだったってのによ……！」


    　返礼とばかりに、ガドリングモードの光弾を乱射する。


    　空に地にと定まらない飛弾は、十分すぎるほどレイアールナを捉とらえていった。


    「あぅっ……！」


    　レイアールナの星衣類スタイルが恒常的に放電している。限界が近い。


    「みつきち……」


    　レイアーテラはルナを止めようと手を伸ばすも、すでに彼女の目には誰も映っていない。


    　目の前の、悪の魔星少女以外は。


    「でもな皇み月つき、これが〝番組〟なんだよ……。割り振られた役職をこなすしかねえんだ。あたしたちの働きに、宇宙の存亡がかかっているんだからよ……」


    　これほどまでに哀かなしい悪が、存在を許されていいのか。


    　宇宙を守ると誇ほこり高く叫びながら、その最果ての地球このほしを揺るがす、正義を愛する悪よ。


    



    　カラミティーサタンは〝大魔星術マキシマギアス〟の能力魔星紙片エクステンドスターピースを実体化させ、レイアールナへと突きつける。


    　魔星紙片スターピースの先で、レイアールナもまた、〝大魔星術マキシマギアス〟の魔星紙片スターピースを手にしていた。


    　プロトチェンジャーに押し込むようにして魔星紙片スターピースを装そう填てんし、翼を拡ひろげて浮遊していくカラミティーサタン。
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    「これが真のサタンパニッシュメントだ……覚悟はいいか──」


    　カラミティーサタンが天高く掲げた両手の先で、黒球が巨大化していく。


    　もはやそこには、一切の手心もない。放つ前からすでに地上を呑のみ込みかねない力だ。


    「レイアールナアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


    　激痛に苛さいなまれる右腕を庇かばいながら、渾こん身しんの力で振り抜くカラミティーサタン。


    　巨大な黒球が、大気を噛かみ砕いて飛墜する。


    「──────マオンさん……」


    　迫り来る死の一弾を瞬きもせずに見据えながら、レイアールナはコスモフォンに魔星紙片スターピースをリードさせた。
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    「ミーティアス、アロー……!!」


    　決然と呟つぶやき、アルテミアローに魔ま星せい力りよくを充じゆう溢いつさせていく。


    「無駄だ、おまえの矢じゃそいつを押し止めることはできねえ!!」


    　確かに、無数の矢を一点に収束させて放っても、確実に押し負けるだろう。


    　解き放つ光矢を、レイアールナはアルテミアローの弓身へとまとわせた。


    　莫ばく大だいな魔星力が逆流し、レイアールナ自身の身体からだをも責め苛さいなんでいく。


    　レイアールナは、光の円月刀となったアルテミアローを手に飛翔した。


    　自爆覚悟の終局斬ざん撃げき。真まっ向こうからサタンパニッシュメントに突っ込み、激突する。


    「う、うううううう……!!」


    　邂かい逅こうは果てなき永遠のようでもあり、刹せつ那なの一瞬でもあった。


    　ついに巻き起こる大爆発。立ち込める黒煙の中から、バラバラに砕け散ったレイアールナの兎の耳を模した頭部パーツ・ルナティッククラウンが、無惨に地表に降り注いでいく。


    　カラミティーサタンが空虚な勝利に唇を噛かみしめた、その瞬間。


    　レイアールナが黒煙を突き抜け、カラミティーサタンへと迫撃する。


    　巣立ちを果たした仔こ兎うさぎは──天を貫つらぬく流星と化した。


    「やああああああああああああああああああああああああああっ!!」


    　語り継がれるあらゆる神話を超え、月の女神は今、自分自身という名の渾こん身しんの一矢を放つ。
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    「皇み月つきっ……！」


    「みつきち!!」


    　レイアーヴィナスとテラの、悲鳴のような呼びかけが空に木霊こだまする。


    　爆縮する閃せん光こうの中心から、反発するように二つの影が弾はじけ飛んだ。


    　砲弾のような勢いで地面に着弾し、轟ごう音おんを響かせる。


    　幽鬼のように立ち上がったレイアールナ。全身から黒煙を噴き上げていた。


    　ガシャン、と音を立てて、アルテミアローが地面に突き刺さる。


    「……はっ、はぁっ……っ、う……」


    　全霊を燃やし尽くしたレイアールナは変身解除し、力なく地に膝ひざをついた。


    　砕けたルナティッククラウンは五感を強化する半生体組織……今もなお、激痛が皇月を苛さいなんでいる。


    　しかし、未いまだ変身を保っているカラミティーサタンこそ、大の字に倒れ伏したまま指一本動かせなかった。


    「っく、ぁ……わ、私の勝ちです、マオン、さん……」


    「……いっつも気け怠だるそうにしてやがるくせに……ちゃんと熱くなれんじゃねえか、ええ？」


    　憑つき物ものが落ちたような笑顔で、皇月の健闘を讃たたえる。


    「おもちゃのレビューも、そのノリでやってみろよ……」


    「……観てたんですか、私の動画……」


    「ファンだからな……お前の」


    　皇月はマオンの傍そばで膝を折り、言葉にできない感激に打ち震ふるえた。


    「ちっ……。これで好感度上げた後で、キスしてくれって頼むんだったぜ……」


    「確かに……拒みきれなかったかもしれません」


    　面おもはゆそうに微笑ほほえむ皇月。


    「お前の動画みたいに、楽しくおもちゃを紹介するのが夢で……あたしは魔ま星せい少女になったのに……上う手まくいかねーもんだな、世の中……」


    　仰あお向むけに倒れるカラミティーサタンの瞳ひとみには、無む垢くな青空が広がっていた。


    「あたしの負けだ」


    　自分を打ち負かした幼い少女の心そのままに……控え目で、それでも日が昇る中で唯一輝きを放つ星──月の蒼あおさを讃えながら。


    



    　　★


    



    　これまで規格外の戦いをしてきた陽ひ奈なをして驚嘆させる、恐るべき破壊の跡。


    　地上に降り注ぐサタンパニッシュメントを視認して矢も盾もたまらず駆けつけた時には、すでに勝敗は決していた。


    　ルーティアも戦いの場に到着し、カラミティーサタンの貌かおを見て残念そうに笑った。


    「……負けたか、サタン」


    「ああ。すまねえな……。けど、約束は守るぜ」


    　カラミティーサタンに見つめられ、ルーティアは皆まで言うなと頷うなずいた。


    　ラストチャンス。最後と定めたこの大一番に、悪の魔ま星せい少女は完全敗北したのだから。


    「私はマオンと約束していた。最後に一度だけ意地を貫つらぬき通させ……それでも敗れたその時は、お前たちを認めると。お為ためごかしではない、番組のための〝悪役〟として正式に参加するとな」


    「それって……」


    　こみ上げる喜びを声に伝わせる陽ひ奈な。


    「……一緒に番組を作っていこう、と提案している。数多あまたの悪の組織と契約してきたが……私たちが最後に業務提携するのは、お前たちだ」


    　ルーティアが微笑ほほえみを向けると、カラミティーサタンは照れ隠しに鼻を鳴らし、さっぱりとした笑えみを浮かべた。


    　それは、自暴自棄な諦てい観かんの笑いではない。


    　一つの区切りを迎えた、清すが々すがしい社会人おとなの微笑みだった。


    　陽奈が、ウマちゃんが、愛まな美みが、まるでスローモーションのように笑顔に変わっていく。こみ上げる喜びを、身体からだいっぱいに味わうように。


    　皇み月つきも気け怠だるげなジト目を優しく細め、感極きわまったように微笑んでいた。


    「聞いた、遥はるか!?」


    　喜色満面で聞き返す陽奈。苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情でそっぽを向いていたレイアーテラも、ついにはカラミティーサタンへと無造作に視線をやった。


    「よ────────うやくその気になったなら……まあ、この怪け我がも許してやるッス」


    　戦いが終わった後も、カラミティーサタンが変身解除しないために警戒を続け、自分も変身したままだったレイアーテラ。しかし、これだけ気持ちのいい笑顔を見せられては、いかに敵といえども疑る必要はないだろう。


    「んっ」


    　倒れ伏したままのカラミティーサタンを助け起こそうと、ぶっきらぼうに手を差し出すレイアーテラ。


    「……まだこうしていてえ気分なんだ、ほっとけ」


    「ちぇーっ、これだから年増は。回復力わかさが足んねーんスよ！」


    　手を引っ込めながらも、レイアーテラの面おもてにも笑みが形作られている。


    　まるで、長年の目標が叶かなったような達成感だ。


    　ここまで、本当に遠回りを続けてきた。


    　肩の荷を下ろして変身解除しようとしたレイアーテラは……そして、その場の全員は。


    　周囲の空気が異質になったのを悟った。


    「何ッスか、これ……」


    　暴風雪よりも冷たく身体からだを蝕むしばむ、凍いてつくほどに研ぎ澄まされた悪意。


    　四人の魔ま星せい少女の戦いの余波で更地と化した森林に、無数の木々が生い茂る幻視を覚えた。


    



    〈──一番心が弱かったのはお前という顛てん末まつか、カラミティーサタンよ。今一つ煮え切らぬプロットである〉


    



    　カタチを持つほどに剥むき出しの悪意を樹立させながら、それは現れた。


    　全員が刮目するなか、像を結んだのは、まるで人間のカタチをした恒星だった。


    　いや、ただ強烈なだけのその輝光には、太陽のような優しさが欠片かけらも感じられない。


    　暴力的なまでに眩まばゆすぎるその理由を、程なく陽ひ奈なは思い知った。


    　人型の生物は、頭の頂から足の先に至るまで、全すべてが金色に輝いていたのだ。


    　全身甲かつ冑ちゆうと見み紛まごう装いは、暴竜の禍まが々まがしい鱗うろこの顕現か。


    　額ひたいから屹きつ立りつする角も、一〇の宝玉を並べる胴も。


    　多段の肩当て、マントのように薄くたなびく二対四枚の翼までもが、惜しみなく黄金の輝きを搭載していた。


    「誰……宇宙怪人!?」


    　陽奈が呼びかけるも、一顧だにされない。


    　誰もが畏い敬けいを馳はせる金色に、何な故ぜこれほどまでにおぞましさを覚えるのか。


    　怪人というよりは……魔人。魔人の範はん疇ちゆうに収まらぬそれは、魔神。


    　神こう々ごうしさと禍々しさをこれ程までに等しく存在させる超越生命など、魔の神以外にあり得ない。


    〈僅わずか２クールで正義と完全和解など、悪の面つら汚し──販促への反逆である〉


    　粛しゆく々しゆくと告げる魔神。


    　唯一、兜かぶと型の頭部にスリットと走る双そう眸ぼうだけが、ブラックホールをそのまま埋め込んだような底気味悪さを放っていた。


    　身体の至る所から虹にじ色の粒子が噴き出しており、存在するだけで周囲を異次元に造り替えるような恐ろしさを感じる。


    〈何も役に立たぬ以上、せめて最後の役割を果たしてもらう〉


    　黄金の魔神は、緩慢に腕を上げ、掌てのひらを皇み月つきとマオンに向けた。


    「……ッ……皇月!!」


    　マオンが、渾こん身しんの力で皇月を突き飛ばす。


    　直後──マオンの胸は、虹にじ色の電光に貫つらぬかれた。


    「っ……が、ぁ……」


    　血が噴き出すよりも痛々しく、傷口は無慈悲な黒に染め上げられる。


    　皇み月つきの眼前で、スロー映像のように緩ゆるやかに崩れ落ちていくマオン。


    



    〈番組のドラマに貢献せよ。死という名の最終販促である〉


    



    　黄金の魔神が終しゆう焉えんを告げる。


    　恐怖と悲しみで過呼吸に陥おちいりながら、皇月はマオンに駆け寄って抱き起こした。


    「……皇、月……嬉うれしかった、ぜ……本音でぶつかって、くれて……」


    　掠かすれる声で、懸命に笑うマオン。


    　その身体からだが、魔ま星せい力りよくの輝きに包まれた。


    　魔星力と、マオンとの境界はなくなり……マオンそのものが、粒子となって消えていく。


    「あ、あ……やだ、いやです！　マオンさん！　しっかりして!!」


    　必死に握り締めたマオンの手から、重さが、温ぬくもりが風化していく。


    「宇宙を、頼────」


    　最後まで像を造っていたのは、悔いのない笑顔。


    　意思を託しきることすら叶かなわず──マオンは、皇月の胸の中で消滅した。


    「あ、あああああ……あああああああああああああああ!!」


    　粒子が完全に消え去った後も、皇月はかきむしるように自分を抱き締め、血を吐くような慟どう哭こくを響かせた。


    「お前ええええええええええええええええええええええ！　自分の仲間になんてことしやがるッス──────────────────ッ!!」


    　クロノブラスターを撃ち込むレイアーテラ。しかし、その弾丸は魔神に届くどころかその直前で反転し、牙きばを剥むいた。為なす術すべなく、己おのが放った弾丸の直撃を食らって転倒する。


    〈仲間？　否いな、そのように不確かな繋けい属ぞくに非あらず。我われ々われを結ぶのは絶対なる投資関係のみ〉


    　消えたマオンを見届けると、いともつまらなげにそう言い放つ。


    「投……資……ですって……!?」


    　怒りで震ふるえる声で聞き質ただす陽ひ奈な。


    



    〈────我わが名は宇宙皇帝エンペラーユーマ〉


    



    　魔神は大仰に諸もろ手てを広げ、高らかに名乗り上げた。


    〈お前たちの出演する番組、『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』のスポンサーである〉

  


  
    16ｔｈ：遥はるかなる地平の彼方かなたに。／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　光の消えた瞳ひとみで、ルーティアは大地を見つめていた。


    　カラミティーサタンが……マオンが横たわっていた、最期の場所を。


    



    〈おもちゃを販促できぬ演者に存在価値はない。スポンサーの名において消去する〉


    　黄金の皇帝は潰ついえた生命に一いち瞥べつすら投げず、粛しゆく々しゆくと宣する。


    　この地球全土を超え、宇宙にまで輝きが迸ほとばしるほどの威容だった。


    「マオンさん！　マオンさん──────ッ!!」


    　地面にへたり込んだまま、いやいやをするようにかぶりを振る皇み月つき。


    　もはや彼女の手の中には、砂粒ほどの光すら遺のこってはいない。


    　愛まな美みは完全に怯おびえきり、尻しり餅もちをついたまま震ふるえている。


    〈最後のチャンスと新発売するおもちゃの販促の機会を与えてみれば、この体ていたらくである。レイアーソル以外に敗北する悪など、もはや存在価値はない〉


    　その言葉を聞いて、皇月はなおさらに嗚お咽えつを強めた。


    　自分がカラミティーサタンに勝ってしまったから、彼女は殺された……そう宣告されたも同然だ。


    「ふざけんな、ッス……この、支配者気取りが……!!」


    　怒りの形相で立ち上がるレイアーテラ。


    　攻撃を反射されても怯え竦すくむことなく、金色の皇帝へとクロノブラスターの銃口を向ける。


    　しかし、二度目の抵抗に対して皇帝が与える制裁は、攻撃の反射ではない。


    　より明確に、支配者としての絶対的な力を見せつけてきた。


    「なっ……クロノブラスター!?」


    　エンペラーユーマの手にもまた、ブラスターモードのクロノブラスターが握られていたのだ。


    　思わず自分の手元を見返し、手にしていることを確かめるレイアーテラ。


    　その隙すきに脇わき腹ばらを強したたかに撃たれ、地面へともんどり打った。


    「どっ……どっちも、本物……ッス……」


    〈私はスポンサー……貴様たち魔ま星せい少女に力を与える者である。ゆえに、おもちゃとして販売された魔星少女の全すべての武装は、我わが手の中にある〉


    　クロノブラスターを無造作に地面に投げ捨てるエンペラーユーマに、レイアーテラはなおも不屈の怒りを両の瞳で叩たたきつける。


    〈そして投資者とは支配者気取りではなく、支配者そのものなのである。番組に不満がある場合、演者を抹消するのは当然の権利である〉


    　同じ責任者でも、大河の彼ひ我がに立つような意識の断絶。


    　陽ひ奈なの肩の上から飛び上がったウマちゃんは、慌てて掴つかみ直されながらもエンペラーユーマに食ってかかった。


    「自うぬ惚ぼれるなよ！　スポンサーは支援者であって雇用主じゃない……いや、仮にそうだったとしても、演者の安全を脅おびやかす権利は誰にもありはしない!!」


    〈活いきのいいプロデューサーである……だが、これまで私の思うままに振る舞ってくれた単純さには礼を言っておこう〉


    「お前は一体何者だ、お前というスポンサーの存在を僕たちスタッフは知らない!!」


    　ウマちゃんは蹄ひづめを振って抗弁する。


    　マオンたちの口からたびたびその存在を匂わされていた、悪のスポンサー。彼女たちの上司にしては、悪なりの矜きよう恃じや情熱などが一切感じられない、ひどく冷たい存在だ。


    〈知らぬのも当然である。異世界にまつわる話は、すでに聞いたことと思うが……私はかつて属性獣と呼ばれた、心ある生命体にとって忌いむべき存在だったのだから〉


    「属性獣……人間の心を奪うっていう、あの!?」


    　伝説の存在と相対し、絶句する陽奈を前に……皇帝は、自分自身が紡つむいだ伝説を語る。


    〈私は数多あまたの世界を侵略し、人間から心の輝きを奪ったが……信念を巡って上司と対立し、放逐された。処刑人の手を逃のがれて異世界を彷徨さまよう中、私に一つの正義が宿ったのである〉


    「その正義が、魔ま星せい少女のスポンサーになることなのか!?　滅ぼした生命に罪滅ぼしをするために、宇宙を護る魔星少女を裏からサポートしようとしたっていうのか!!」


    　あえて匿名スポンサーとなったというのなら、存在を知らなかった理由はわかるが……それでもウマちゃんは、この理不尽を到底納得できない。


    〈罪滅ぼし？　生きるために食らうことを後悔するなど、それこそ生命への冒ぼう涜とくである〉


    　しかしエンペラーユーマの背景は……伝説は、そんな底の浅いものではなかった。


    〈正義とは……ビジネスチャンスである。心の輝きを奪われ、滅びかけている世界をターゲットにしたビジネスのな〉


    「……まさか……お前が……」


    〈いかにも。魔星少女システムを最初に興おこしたのは──ほかならぬこの私である〉


    　これほどの威光を、存在感を発散している魔神が……かつて会社そしきを追われ、自力で這はい上がった、たたき上げのビジネスマン──。ウマちゃんは愕がく然ぜんとする。


    〈まずはいくつかの異世界で何人かの魔星少女を誕生させ、十二分に検証を重ねた〉


    　呆然と大地を見つめるルーティアの肩が、微かすかに震ふるえた。


    〈そして満を持してスタートさせたのが……この、『魔星少女リフレイア』シリーズである〉


    　生みの親よろしくしたり顔で語られ、一年目の主役である陽奈は激怒する。


    「……おもちゃを販促できない演者に存在価値はないって言ったわね。だったら何で真っ先に私を狙ねらわなかったの！　去年一年間、何一つ販促なんてしなかったわよ!!」


    「威張って言ってほしくないが、陽ひ奈なの言うとおりだ！　まして、それを是正できなかったプロデューサーの僕が見逃のがされたのも合点がいかない！」


    　背後でウマちゃんも疑問を重ねる。


    　金色の仮面が嗤わらう。怒りが伝わらないのではない。エンペラーユーマには感情がある。


    　ただこの魔神には、自分のエンターテイメント以外の全すべてが無意味なものなのだ。


    〈簡単なことだ──一年目での打ち切りは絶対にあり得なかった。何な故ぜなら、最初から『魔ま星せい少女リフレイア』は、『魔星少女リフレイアＳセカンドシーズン』との二部制、二度のフォークールを以もつて完結する番組として企画されたものだからである〉


    「なっ……なんだって!?　二年で一つの番組!?」


    〈星ほし上がみ陽奈が販促に興味がない最強戦士であることも、定められたキャラ付けであった。視聴者に『成長』を観せることこそ、衰退を極きわめたユーマエルにとって最大の活性化となるからである〉


    　離れてひたすらに怯おびえていた愛まな美みも、その事実には息を呑のんだ。


    〈一年の無味乾燥な戦いで積もり積もった視聴者の感情が反転する……仲間と手を取り成長していく二年目こそが、番組の本領……私の入魂のプロットだったのである〉


    「……立派な筋書きじゃないか……それなら僕だって喜んで賛同した！　何故お前一人の独断で、そんな裏プロットを進めていた!!」


    　本来ならば、プロデューサーがスポンサーにここまで感情的になることはマイナスでしかない。だがウマちゃんにとってみれば、エンペラーユーマは知らないところで勝手に物語を動かしていた暴君でしかない。


    　番組制作に全すべてを捧げてきたウマちゃんの怒りは計り知れないものだ。


    〈私の番組は、私一人で操る……。君たちの賛同も協力も、一切が不要である〉


    　ウマちゃんの怒りも、絶対権力者にとっては無為なものだった。


    〈さりとて、私もお人好しである。我が意を超えたエヴォリバースとの痛快な戦い……『魔星少女リフレイアＳセカンド』の一話の出来の良さに気をよくし……ある程度、悪の魔星少女たちを自由にさせてしまった。痛恨の失敗である。現在の２クール目の、なんとつまらなきことか〉


    　それ見たことか、と言わんばかりに、落胆を声音に滲にじませる。


    〈そこで私自ら、番組のテコ入れに来たのである。無能な悪の魔星少女に見切りをつけ、正義の魔星少女たちに今後の展開を指示するためにな〉


    「一年を雌し伏ふくの時として待つだけの度量がありながら、何故たった数話の変動に目くじらを立てる！　お前の指示なんて必要ない!!」


    「そうよ、番組はこれから面白くなる……あんたの好き勝手になんてさせない!!」


    〈させぬも何も……スポンサーとは、番組を好きにしてもよい存在である〉


    「ふざけないで！　テコ入れって要するに、あんた自身がラスボスとしてこの地球を侵略するってことでしょ……だったら、私があんたを倒してやるわ!!」


    　陽ひ奈なはヘアピンを弾はじいてコスモチェンジャーを出現させ、処刑執行の証の如ごとく突き出した。


    〈最終侵略者……それは私ではない。私はあくまでスポンサー、物語への介入は望むところではない。私がカラミティーサタンを討ったこの茶番は無論、番組としては使用を許可せぬ〉


    　一つの生命を奪っておいて、それを茶番と言い捨て。あまつさえ、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにカットを命じる暴君。


    〈二人の悪の魔ま星せい少女が日ひ和よってはぐらかしたようなので、私が全ぜん貌ぼうを明らかにしよう。この事実をもっと早く打ち明けていれば、もう少し番組に緊迫感が出たやも知れぬものを〉


    　エンペラーユーマは芝居がかった態度で、自身の言葉を訂正する。


    〈おっと、今は一人になってしまったか──〉


    　瞬間、幽鬼のように立ち尽くしていたルーティアの瞳ひとみに、血のような赤が灯った。彼女のまとう空気が変へん貌ぼうしたことに、果たして気付いた者はいるだろうか。


    〈二つの宇宙が融合するきっかけとなった張本人……それこそが、惑星ユーマエル……いや、今は異生物ユーマの楽園となってしまった、異世界の地球エルである〉


    「……ユーマエルが────地球……!?　嘘だ……出で鱈たら目めを言うな！　それほど重大な真実を、その星に住む者が知らないなんてあり得ないじゃないか!!」


    　誰よりも驚きよう愕がくに打ち震ふるえたのは、ユーマエルの使者たるウマちゃんだ。


    〈お前も認識攪かく乱らんの魔ま星せい術じゆつは、この地球で存分に行使していよう……真実など、当事者こそ理解の埒らち外がいにあるものなのである〉


    　この地球の人間は、どんどん魔星少女に興味を失っていく。巨大化する戦いの規模に反比例するかのようにニュースなどで一切扱われなくなっていくのは……認識攪乱の力がどんどん強められていっているからに他ならない。おそらくはそれも……この黄金の皇帝の差し金。


    　エンペラーユーマはウマちゃんの憤いきどおりなど涼風の如く流し、話を戻した。


    〈かつてとある異世界の地球で、一人の少女が属性獣──それを率いる究極たる組織と戦いを繰り広げていた。しかし少女はやがて劣勢となり、いよいよ追いつめられたその時、ある策を思いついた……。属性獣の隙すきを突いて、惑星ごと他の異世界に転移することである〉


    　ルーティアから聞いた話が、さらに詳細に肉付けされていく。


    〈異世界とは本来、近しい場所同士で干渉することは危険なのだ。何兆マスもある方眼紙を異世界だとすると、千マス隣の世界に旅行をすることは問題ない……だが、一マス隣は禁忌である。あまりにも酷似しすぎている世界同士が拒絶反応を示し合い、対消滅する恐れがある〉


    　しかし聞くごとに、ルーティアが何な故ぜぼかしていたのかがわかる、恐るべき内容だった。


    〈それを知らず、戦士は最も近しい隣り合った異世界に惑星転移を行い……左右一マスずつ、二つの宇宙を巻き込んでしまった。何とか二つの宇宙が対消滅せずに済んでいるのは、ユーマエルが融合宇宙の核として安定してしまったゆえの、危うき奇跡である〉


    　その話が本当なら……この宇宙には、地球が三つ存在することになる。


    　陽ひ奈なたちの地球、ルーティアの地球、そして……惑星ユーマエルという地球──。


    〈惑星ユーマエルに今生きる者たちは、かつて異世界の地球人だった者のなれの果て。普通は心の輝きを奪われてもあのような退化などせぬのだが……実に不可思議な事例である〉


    　陽奈は頭を振った。駄目だ。何な故ぜ、「やっぱり」などと思ってしまうのか。


    　何故、遥はるかの危き惧ぐしていた「ピース」が、繋つながってしまったなどと思ってしまうのだ……!!


    「……彼の言うことは本当だ。この宇宙に……有機生命体は地球人以外に存在しない……。お前たちが戦ってきた宇宙怪人は、異世界からの流れ者……属性獣のなり損ないの、精神生命体だ。ああ見えて希少な存在ゆえ、私も組織を見つけて契約するのに難儀していた……」


    「ルーティア……」


    　陽奈が視線を向けると、ルーティアは力無く頭を垂れたままだった。


    「マオンも、私と同郷の地球人だ……。彼女はとある理由で私たちの地球が滅びる時に別の世界を旅していた……それが異世界と知らずにな……。だから、異世界人を宇宙人と勘違いしていたんだ……」


    　黒い前髪で隠れて表情は窺うかがえないが、ルーティアは涙を流さずに泣いている。


    　陽奈は拳こぶしを握り、己おのが責任を悔やんだ。


    　ルーティアたちが責任感の低さを糾弾してきた理由が今、ようやくわかった。


    　巨大な力を持ちながら、戦いを放棄するという罪の重さが。


    　いくつもの違和感を。無数の不穏を。あらゆる局面でそれらを感じていながら、真実を知ることに消極的だった甘さ。


    　こんな巨悪が番組制作に介入していたと知っていれば……宇宙の果てまで洗いざらい捜し出し、今日ここに至る前に自分が倒すべきだった。


    　そうして真実を識ろうとしてさえいれば、せめてカラミティーサタンは守れた。遥でさえ、言い知れぬ不安から真実を求めていたというのに。陽奈は、憎しみを視線に込める。


    〈それは的外れな憤りである、星ほし上がみ陽奈。ここまで説明しても、まだ自覚せぬか？〉


    　エンペラーユーマに急かしたてられ、陽奈は怒りの中に困惑を帯おびていく。


    〈お前が全すべての魔ま星せい少女の中で、突出して強いのは当たり前なのである。星上陽奈……お前は、すでに異世界で一度、戦士として一年の戦いを完遂していたのだからな……。たとえそれが、苦き敗戦であったとしても〉


    　今までの事実は、自分が住む世界のこと。


    〈番組二年目の『魔星少女リフレイアＳセカンド』でお前自身も二年目を迎えたのではない……一年目の始まり、魔星少女になった瞬間──お前はすでに一年後の戦いフオークールアフターが始まっていたのである〉


    　しかし今語られているのは、星ほし上がみ陽ひ奈なの逃のがれえぬ真実だった。


    



    〈星上陽奈よ。お前こそが、かつてユーマエルの前身たる地球を守るために戦った戦士……現存する最後の人型ユーマエル星人である〉


    「──────え……？」


    　陽奈の視界の全てが、夜闇に包まれる。


    　ただ一言を聞いただけで、世界から隔絶されてしまったような孤独感。


    「私が、ユーマエル星人……!?」


    〈お前は惑星転移の後に事態の重さに気づき、宇宙を救う方法を探し倦あぐねた……やがて辿たどり着いたこの地球で力尽き、おそらくは一切の記憶を失ったのである〉


    　陽奈の中で、ピースが繋つながる。


    　自分たちが操る星の欠片ピースのように、最後の断片がパズルを埋めた。


    〈ただの女学生となった……潜在役者スリーパーたる星上陽奈に才能ありと目をつけ、魔ま星せい少女として起用したのだ……なるほど、プロデューサーよ、審美眼だけは認めざるを得まい〉


    　仲間の、好敵手の、全ての驚きよう愕がくが陽奈に向けられている。


    　陽奈は、許容量を超える怖じ気に襲われてコスモチェンジャーを取り落としながらも、必死に反論した。すでに受容し始めている事実を、懸命に否定しようと。


    「嘘うそよ、私は子供の頃ころからこの地球で、青森県で過ごした記憶がある！　お父さんとお母さんの記憶だってある!!」


    　特に父親はあまりに過保護で気色悪いと常々思っていたのだ、あんな強烈な記憶が思い込みなどのはずがない。


    〈そのとおり。万能の魔ま星せい術じゆつを以もつてしても、力の源泉たる心の領域は難攻不落。偽いつわりの記憶を植え付けるのは存外と難しいものだ……。だが、強烈なエピソードを二、三付加してやれば、面白いことに知的生物はそれを簡単に本物と思い込んでくれるのである〉


    　言われて陽奈は、探った。妙な思い出だけではなく、一緒に遊んだこと、叱しかられたこと、いくらでもあるはずだ。


    　宝石のように色褪あせず輝く、家族との記憶が。


    



    　──父親がおかしなおっさんだったという以外の思い出が、ない……。


    



    「そういえば……この一年半、一度も陽奈の両親が訪ねてきたことはなかった……」


    　思わず零こぼすウマちゃん。


    　同じ青森に住んでいるのに、一人娘を訪ねて来たことがない。それは、同居人であるウマちゃんにとっても不思議に思っていることだった。


    「ウマっち！　なに先輩を不安にさせるようなこと言ってんスか！」


    　レイアーテラが狼狽うろたえながらウマちゃんを諫いさめる中、陽ひ奈なは記憶の探索に没入する。


    　青森と聞いて、不意にいつかのウマちゃんとの会話が脳裏を過よぎった。


    『僕たちの世界が十数世紀前すでに、今のこの世界と同じ文明レベルだったかといえば、そうじゃない。ほんの少し前まで、この青森県と同じぐらい寂れた星だったらしい』


    「──────あ……」


    　まさか。自分が郷土を愛する理由まで。


    〈そうだ。お前の記憶にある青森県は、この地球のものではない。青森県に酷似した、在ありし日のユーマエル星だ〉


    　陽奈の困惑から考えを推察したのか、エンペラーユーマは不敵に断じてのけた。


    　怯おびえる愛まな美み、嗚お咽えつを漏もらす皇み月つき……仲間への心配でパニック寸前になりながらも、レイアーテラは必死に陽奈を援護する。


    「デタラメ言うな、先輩は私が中学の頃ころから先輩ッス!!」


    〈では聞こう、レイアーテラ。お前が初めて星ほし上がみ陽奈と出で逢あった日はいつだ？〉


    「えっ……」


    〈愛いとしの先輩だ、さぞや美しい思い出として心に刻まれているのであろう？〉


    「……そ、それは……」


    　この金色の黒幕は、スポンサーだけあって番組内で明かされている人間関係を全すべて把握している。それがたまらなく憎らしく、陽奈は縋すがるように頼み込んだ。


    「遥はるか！　言ってやって！」


    　──────陽奈自身、中学時代に初めて遥と会った日のことは覚えていないのだから。


    「…………」


    　遥の沈黙が答えだった。


    　鮮烈に記憶しているのは、レイアーソルに初めて助けられた日。


    　陽奈自身、その日を出会いの日として記憶していた。


    〈私の施ほどこした認識攪かく乱らんの魔ま星せい術じゆつは特別製。星上陽奈に関かかわった全ての人間が、空白のはずの過去を難なく受け容いれるのである〉


    　辻つじ褄つまの合わない記憶を都合よく補完する。脳機能として普通のことだ。それを少しだけ補強するだけなのだから、エンペラーユーマの魔星術も決して神なる奇跡ではない。人体の盲点を突いただけの小細工だ。


    〈精神生命体が心の力で形成する装衣を身にまとう時、普通の人間よりも戦闘力が高くなるというのは、他の異世界でも例がある。お前が戦闘力特化の魔ま星せい少女であることが、何よりの証拠である〉


    「陽奈が魔星少女の中で一人だけとてつもない力を持っていたのは、精神生命体に進化した地球人……ユーマエル星人だったからっていうのか……!?」


    　ウマちゃんの呟つぶやきが駄目押しとなり、寒気立つ唇くちびるを噛かみしめる陽ひ奈な。


    　不思議を愛する自分でも、受け容いれきれないことがあったのか？


    　心の一番深い部分で、妙に冷め切ったようにそう考えているのが滑こつ稽けいだった。


    「……今、色んなことを考えたって、悔やんだって、何にもならない。あんたは人間の命を奪った……私の仲間の友達を！　今の私には、あんたと戦う理由がある!!」


    　マオンのためにも、今は目の前の悪と戦う。


    　悩むのはその後でいい。エンペラーユーマを倒さない限り、悲劇は繰り返されるのだ。


    　わざとらしく、ふむ、と頷うなずき、エンペラーユーマは、黄金の手の平を陽奈に向けてかざす。


    　軽く握った手に光の粒子が収束し、そこに結晶したのは──


    「コ、コスモチェンジャー!?」


    　思わず自分の手元のものと見比べる陽奈。


    　一年以上コスモチェンジャーを見てきた陽奈から見ても、完全に本物としか思えない。


    　エンペラーユーマは続けて一枚の魔星紙片スターピースを実体化させた。陽奈たちにはあえて表面を見せず、大仰な動作でコスモチェンジャーへと装そう填てんする。
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    　コスモチェンジャーを操作しながらも、プロトチェンジャーと同じ不穏なくぐもった電子音声が響く。


    「〝支配ドミネーシヨン〟だと……何だ、その魔ま星せい術じゆつは!?」


    　必死に首を振って周囲を警戒するウマちゃん。


    　レイアーテラも警戒を続け、地面に落としていたクロノブラスターを拾い上げる。


    　その時──異変は起こった。


    　突とつ如じよとしてレイアーテラがクロノブラスターを逆向きに持ち替え、砲口を自分の腹に押しつけてしまう。


    「えっ……!?　な、あ!?」


    　レイアーテラは懸命に抗あらがおうとするも、ビクともしない。


    　それどころか、今にもトリガーにかけた指を引きそうだった。


    「まさか……お前が……！」


    　苦く悶もんに顔を顰しかめるレイアーテラの視線の先で、エンペラーユーマの身体からだから膨大な虹にじ色の魔ま星せい力りよくが立ち昇っていた。


    「やめて!!」


    　陽奈が訴えると、エンペラーユーマは手にしたコスモチェンジャーをあっさりと消す。


    　強制操作から解放されたレイアーテラは、勢い余って地面につんのめった。


    〈これがスポンサー権限の魔ま星せい術じゆつ……〝支配ドミネーシヨン〟。魔ま星せい少女システムは玩がん具ぐ販促に特化した機構なのだ。この宇宙に生まれたその時から、スポンサーに掌握権があるのは当然のリスク管理である〉


    　確かにかつてウマちゃんも、強大な魔星少女の力にはリスクが伴うと陽ひ奈なに訴えた。


    　しかしだからこそ正しい心で扱って欲しいと願ったのであり、自爆装置を搭載した車にレーサーを乗せてレースをさせるようなこの暴挙は、リスク管理でも何でもない。


    〈もっとも、さしもの私もレイアーソル、貴様だけは完全支配できぬ……。だが、貴様が契約した他の三人の魔星少女は別だ〉


    　その言葉が何を意味するかは明白だ。陽奈は今、この場の全すべての仲間を人質に取られたも同然だった。攻撃が効かない、武器を複製される、それだけならまだしも、魔星少女という存在そのものを支配下に置いているとしたら、エンペラーユーマを即座に倒しても遥はるかたちに何が起こるか知れたものではない。


    〝支配ドミネーシヨン〟の魔星術が通じなくとも、陽奈は支配下に置かれたも同然だった。


    「ッ……わかった！　あんたの言うとおりテコ入れするから……！　どんな展開がお望みだってのよ、楽しい映像が見たいんでしょ!!」


    　自棄やけになって叫ぶ陽奈だが……皇帝の望むテコ入れとは、あまりに凄惨な展開だった。


    〈──例えば……お前が大暴れしてこの地球を滅ぼすなどはどうだ、星上陽奈よ〉


    　例え話ではない。意見の提案ではない。


    〈他の魔星少女は成長せず、悪の組織も皆無となった今、この番組に、もう強敵はいない……。小賢しいやりくりなど見ていてつまらぬ、私はとびきりの壮快な戦いが見たいのである〉


    　皇帝の冷たい双そう眸ぼうは、その展開を強制するかのように邪悪に滾たぎっていた。


    〈何よりそれほどの事件イベントで心奮わせねば、ユーマエルの先も知れている。二つの宇宙はユーマエルもろとも共倒れである。お前は地球を救う魔星少女ではない、故郷であるユーマエルを救う魔星少女なのである。それは、正義であろう？〉


    「冗談じゃないわ、私は──」


    　明確な拒否を陽奈が口走る前、それを封殺するように、邪悪のスポンサーは言葉を重ねる。


    〈強要はせぬ。つまらぬ番組を続けるというのならば、私はスポンサー権限でこの番組を打ち切りにする。それはすなわち、惑星ユーマエルの完全衰退である〉


    　そして……この宇宙そのものの消滅をも意味する。


    〈宇宙が滅ぶその時は、私は別の異世界に旅立つまで。私はこの宇宙の行く末など微み塵じんも興味はない。あくまで番組の出資者。エンターテイメントを楽しめればそれでいいのである〉


    　今、宇宙皇帝エンペラーユーマは真意を明確にした。


    　この生命体は、別宇宙からの来訪者。いち宇宙の進退をエンターテイメントとして楽しむために陰で暗躍していた、生きつ粋すいの邪悪なのだと。


    「待ってくれ、宇宙皇帝……こんな難しいことを急に決断しろと言われても、陽ひ奈なにも僕たちにも無理だ。……数日でいい、考える時間をくれないか」


    　ウマちゃんは生気を失った声こわ音ねで、せめて陽奈たちが落ち着けるだけの猶ゆう予よを求める。


    〈よかろう。元よりプロデューサーとしてのお前の能力は、極きわめて低いものと見積もっている。想定外の事態の修正には、時間を必要とするのは当然のことである〉


    　何も言い返さないウマちゃん。言葉を失っているのは、この場の全員が等しく同じだった。


    〈猶予は次の放送素材を必要とする限界の、四日間──星ほし上がみ陽奈よ、〝次回〟でしかとテコ入れを果たすのである。もしそこでこの番組がこれ以上成長の余地がないと知れた時──私は、番組を打ち切りにするのである〉


    　そこでエンペラーユーマが『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』がこれ以上面白くなることはないと見切りをつけ、打ち切りにすれば、陽奈たちのこの地球はルーティアの地球と同じ運命を辿たどる。


    　そして惑星ユーマエルも衰退し、宇宙そのものが滅ぶ。


    　楽しく番組を作りたい……その一心で頑張ってきた学生の少女たちが背負うには、あまりにも大きく、重すぎる運命だった。


    〈それではまた会おう、魔星少女諸君──〉


    　周囲の空間を歪ゆがませ、エンペラーユーマが消えていく。


    　誰も待てとは言わなかった。逃がさない、と猛たける気力はなかった。


    　この場の全すべての人間が、異世界の邪悪によって手の平の上で踊らされていた。


    　目的を見失った少女たちの心はただ、出口のない迷路の中を彷ほう徨こうする──。


    



    　　★


    



    　エンペラーユーマに猶ゆう予よとして与えられた四日間──その、最後の一日を迎えていた。


    　この四日間、陽奈は、一度も学校に来ていない。愛まな美みもクラスでぼーっとしながら窓の外を眺めている時間が多いようだった。


    　陽奈の部屋の玄関のドアは、魔ま星せい力りよくで施錠されていた。鍵かぎをかけるだけでなくこうしてピッキングを警戒しているのだとしたら、遥はるかを名指しで避けているようなものだ。


    　しかし遥は諦あきらめず、策を考え──最終日の今日、ようやこの岩戸を開けることに成功した。


    「せ～んぱいっ！　おひさッス！」


    　遥は努めて明るく呼びかけ、勝手知ったる部屋の中へ入った。


    　リビングのカーテンは閉めきられ、明かりも点ついていない。


    　ウマちゃんの姿もない。リビングのソファーには、陽奈が一人、ぽつんと座っている。


    　意を決し、リビングの明かりのスイッチを押した瞬間。


    　遥は──異世界に迷い込んだような錯覚に襲われる。


    　確かにずっと広さを持て余していた部屋だったが……しかし、このリビングはこんなにも広かっただろうか。


    　遥はるかはリビングに入り、無理矢理に笑顔になると、得意げに語った。


    「どうやって入ったかわかるッスか？　遥ちゃん、〝操作オペレート〟の魔ま星せい術じゆつをもっと特訓したんスよ！　ドアを取り巻いてる魔ま星せい力りよくそのものを操作するって、ちょっとした発想の転換ッス!!」


    「……うん。すごいね、遥……」


    　陽ひ奈なの表情は、前髪に隠れて窺うかがえない。あれだけ可愛かわいかったアホ毛も、心を表すようにぺったりとしな垂れてしまっている。


    　クッションの上に腰を下ろし、話題を探す遥。


    「……あ、そうだ！　ウマっちはどうしたんスか？　作戦でも立ててるとか？」


    「────出ていっちゃった。……惑星ユーマエルに、帰っちゃった」


    　こともなげにそう告げる陽奈。声が痛々しいほど掠かすれている。


    「え……」


    　それはつまり。ウマちゃんは一足先に、この地球を見捨てたということなのか。


    　エンペラーユーマに立ち向かうことを、諦あきらめてしまったのか。


    　遥は小さく肩を震ふるわせた。


    



    「……ずっと、みんなで楽しく番組を作っていけると思ってたのにね」


    　沈黙してしまった遥に代わり、今度は陽奈が会話の口火を切る。


    「……いけるッスよ、これからも」


    　両の拳こぶしを握り、元気を出そうと働きかける遥。


    「色々あって頭こんがらがってるッスけど、地球を守るって目的さえぶれなきゃ、最後には絶対なんとかなるッス!!」


    　気軽に言っていいことではないとわかっている。


    　自分の過去を否定され、おそらくはこれからの未来までもを否定されたのだから。


    　だが陽奈にとって恐ろしいのは──自分が人間ではないという事実そのものではなかったのだ。


    「確かに私、ルーティアの言うとおり、心のネジが一本か二本飛んでる……壊れてるみたい」


    　陽奈はソファーの上で膝ひざを抱かかえ、頭を埋うずめた。


    「……先輩……」


    「信じられる？　自分が宇宙人だって言われて……家族の記憶が全部、嘘うそだったって言われて……」


    　まるで他ひ人と事ごとのようにあっさりと言い捨て、乾いた笑いを零こぼす。


    「私、大してショック受けてないのよ」


    　ショックを受けないどころではなかった。陽ひ奈なは少し、わくわくしてさえいるようだっだ。


    　不思議を愛するその性格さえ、ユーマエルの最終作戦に即座に順応できるよう仕組まれていたのではないかと、不安に思ってしまう。


    「それに、マオンが死んで泣いている皇み月つきちゃんを見ている方がショックで……」


    　しかし、皇月を心配する様子を見せたことで、遥はるかは安あん堵どした。


    「私だってショックッスよ……ムカつく奴やつだけど、あいつの情熱は本物だった。腐れ縁の同業が、あんな目に……」


    　そして、消えゆくマオンに、自分自身を重ねた。仲間は気を使って誰一人として言わないが、敵味方六人の魔ま星せい少女の中で最弱なのは間違いない自分が、本来であれば真っ先にああなっていてもおかしくはなかった。


    「私、どこかで楽観視してた。侵略者と戦うんだもん、私たちだって、命を落とす可能性は十分あったのに」


    　エンペラーユーマの言ったことに誇張はない。


    　自分たちは、目を逸そらしていたのだ。命を奪うということの重大さから。


    　そして、地球防衛の大義の下もとに宇宙人たちを倒しておきながら、自分たちの命が奪われるという危機感を誰一人として本気で懐いだいていなかった。


    「遥か、皇月ちゃんか、愛まな美みちゃんが……マオンみたいな目に遭う可能性は、これまで何度もあったってこと。力を持っている者が戦わないのは、それだけで罪なのよ」


    　言い知れぬ不安を感じ、次の言葉を遮さえぎるように遥は立ち上がった。


    「違うッス、私は!!」


    　陽奈はソファーから滑り落ち、頬ほおを引きつらせながら遥へとにじり寄った。


    「遥あんた、今までさんざん、私がウマちゃんのこと好きなのはおかしいって言ってきたわよね……？　ケモナーだなんだって笑ったわよね……？　何かそれも、悪くない気分だったんだけどさ……」


    　陽奈は行き場のない思いをぶつけるかのように、両手で力任せに遥の肩を掴つかんだ。


    「あんたがそうだったのよ！　私は人間じゃないんだから！　私の恋はノーマルで、あんたの恋、が……!!」


    　指が食い込むほど肩を掴まれても痛がりも振り払いもせず、遥は逆に陽奈の手にそっと自分の手を重ねる。


    「先輩、私は……先輩のこと、本当に好きなんスよ」


    　愛の告白は回数を重ねるほど陳腐になるというが、遥はそうは思わない。


    　普段から何度でも言うし、ここ一番となればそれまでの全すべてに負けない心からの告白をするつもりだ。


    「先輩が宇宙人だろうがＵＭＡウーマだろうが、知ったこっちゃねーッス！　私が好きになったのは、性別や種族じゃない！　星ほし上がみ陽ひ奈ななんだから！　喜んでケモナーになってやるッス!!」


    　真まっ直すぐに見つめても、陽奈は安息ではない、恐怖を感じているようだった。


    「エンペラーユーマなんてやっつけて、じっくり番組を進めようッス。私、必ず先輩より強くなって、先輩を引退させてみせるッスから!!」


    「……無理だよ。あんたじゃいつまで経たっても私を倒せない。地球を救えないでしょ？」


    　震ふるえる声で。


    　決して言ってはいけないこと。言えば全すべてが終わる最後の言葉を、陽奈はいとも容易たやすく口にした。


    　言葉を失って固まる遥はるかに、陽奈はそっと手の平をかざしてきた。


    　遥の身体からだから魔ま星せい力りよくが吹きこぼれ、長方形の形に固着する。


    〝地球〟の変身魔星紙片トランススターピース。アースエクリプスとなって二人が繋つながったことで、陽奈からも直接干渉できるようになったのかもしれない。


    「……これは私が預かるわ」


    　陽奈は有無を言わせずに魔星紙片スターピースを掴つかむと、遥に帰るように告げる。


    



    「無駄な時間使わせちゃってごめん、遥」


    



    　それは、決別を意味する言葉だった。


    　陽奈の笑顔のためにと。魔ま星せい少女となったその日から、青春の全てをそれに費やしてきた遥にとって、張り詰めてきた心を砕くには十分すぎる、残酷な言葉だった。


    「エンペラーユーマを倒そうとすれば、その時点でスポンサー権限を行使して、番組を打ち切りにされる。私が指示に従わないと、惑星ユーマエルが衰退して……この宇宙が消滅する。詰みよ……もう、これしか方法がないの」


    　陽奈は最後に、抱き締めるような優しい声で告げてきた。


    「────私、地球侵略するね」


    　これ以上のない、さよならを。


    



    　　★


    



    　遥が陽奈のマンションを後にすると、エントランスの前で皇み月つきと愛まな美みが所在なく立ち尽くしていた。


    　入りたくとも入れなかったのだろう。


    「おお、みつきち、マナっち。丁度いいところに！」


    「……遥、ごめん、マナたち……」


    　皆まで言うな、と二人の肩を気さくに叩たたく遥はるか。


    　陽ひ奈なと遥がどんな話をしていたのかは皇み月つきも愛まな美みもわからないが、少なくともこんなに明るく振る舞えるような内容ではないはずだ。


    「いや～、先輩に変身魔星紙片トランススターピース没収されちゃったんスよ。なもんで、マナっちかみつきちのやつ借りれば、なんとか変身できねーかなって……」


    　変身魔星紙片トランススターピースを取られたというだけでも衝撃だが、自分たちから変身魔星紙片トランススターピースを借りようとすることが意味するのは──。


    「ち、地ち平ひらさん……エンペラーユーマと戦うつもりですか!?」


    「あったり前ッスよ。戦わなきゃ地球ブッ潰つぶされんスから」


    　死地へ赴くという決意の言葉を、近所への散歩同然に語る遥。皇月と愛美は言葉を失う。


    「駄目だよ！　今度の敵は、魔ま星せい少女を完全に支配できる力を持ってるんだよ!?　逆らった奴やつは本気で命を奪われちゃう、正真正銘の悪なんだよ!?」


    「先輩に頼り切ってたツケが回ってきたんスよ。カラミティーサタンが言ったッス……先輩が後ろで睨にらみ効かせてなきゃ何もできないんだろ、って……悔しいけど図星ッスよねえ」


    「なんで遥がそんなに頑張んなくちゃいけないの!?　もう十分だよ！　マナたちじゃあの金ピカ怪人には勝てないよ！　これ以上苦しい思いしなくてもいいじゃん!!」


    　愛美は遥の肩を掴つかんだ。


    「陽奈たんは特別だったんだよ……初めから、マナたち普通の人間じゃ関かかわれない……関わっちゃいけないことだったんだよ！」


    「マナっちもみつきちも、そう思うなら全然休んでいいんスよ」


    　掴んだ肩から、愛美の手が力無く滑り落ちた。


    　遥の、あまりに迷いのない目を直視してしまったせいで。


    「私は主人公ッスからね。弱っちくて魔星少女として取り柄のない私が自慢できることって言ったら、しぶとく諦あきらめないことだけッスから!!」


    　皇月はカラミティーサタンの言葉を思い出し、言葉を噛かみ殺した。


    〝諦めない……それがどれほど難しいことか〟、と。


    「あ、もちろんおっぱいが一番大きいのもめっちゃ取り柄ッスけどね!!」


    　重くなった空気を払ふつ拭しよくするようにおちゃらけると、遥は腰に手を当て、えっへんと胸を張ってみせた。


    「魔星紙片スターピースがなくったって、戦ってみせるッス。こう見えて、普段から使える魔ま星せい術じゆつは増えてんスから……案外なんとかなると思うッスよ？」


    　愛美は懸命に言葉を探し、誤ご魔ま化かすように身振り手振りを加えた。


    「あ、あの、あのね、えと……そうだ！　忘れてた！　次はマナが戦う回だった！　遥はお留守番だぞ!!」


    　多くの物語を書き綴つづってきた少女が口にした、あまりにも拙つたないアドリブ。


    　それまで言葉少なに見守っていた皇み月つきも、すかさず愛まな美みのフォローに回る。


    「私も行きます。……私と美み金かねさんは出番が少ないですからね、ここは販促の機会を譲ってもらいますよ、地ち平ひらさん」


    「よーし！　行こっ、皇月!!」


    　拳こぶしを突き上げ、大おお股また歩きで去って行く愛美。


    　皇月もいつものジト目で、小さくぺこり、とお辞じ儀ぎをする。


    　遥はるかは二人と一緒に帰るのが憚はばかられ、その場でぽつんと立ち尽くしていた。


    　様々な思いと決意が交錯し、道が別れていく。


    　皆、本音を隠すのが下へ手たな、不器用な女の子ばかりだ。


    「…………」


    　黄たそ昏がれに染まり始めた空の下もと、遥は自分の手の平を見つめた。


    　その手が硬く握り込まれた時。


    　彼女は剽ひよう軽きんな女学生ではない。勇敢な戦士の顔に変わっていた。


    　陽ひ奈なにあれほど辛しん辣らつな別れの言葉を告げられながらなお、強い意志の光を失わぬ瞳ひとみで。


    「……行くんですか、遥さん」


    　遥の背後に、ＵＭＡウーマたちが勢せい揃ぞろいしていた。


    「おう、ガッタくん。ケセりんにモケーも」


    　もし今マンションの他の住人が行き来したら大変なことになるが……なんとなく、そんな心配も無用のものに思えてきた。


    　惑星規模で認識の撹かく乱らんが行われていた。今まで、怪人に襲われてもすぐに忘却してきた「都合のいいモブ」に仕立てられてきた地球人だったのだから。


    　遥はＵＭＡたちの思いを悟り、すなまそうに頭を掻かいた。


    「……いいんスか、君ら先輩が連れてきたんだから……先輩の味方しなきゃ駄目ッスよね」


    　ガッタくんは緩ゆるやかにかぶりを振り、そのつぶらな眼で遥に訴えた。


    「僕たちは自分の意思で、陽奈さんや皆さんのためになることをするだけです。それが、この素晴らしい世界に連れてきてもらった恩返しですから」


    「アティシほどの大女優になると、主演のコに堂々と意見して矯きよう正せいするぐらい、当たり前のことよぉん」


    　コミカルな仲間たちの頼もしさに、頬ほおを緩める遥。


    「ねえ、モケー。モケーのいた異世界にも、星は輝いていたッスか？」


    「……モケー」


    　ただ鳴き声を上げるだけのモケー。それでも何な故ぜか、遥には肯定してくれているように感じられた。


    　ウマちゃんが「お前絶対意思疎そ通つうできてるだろ」、と言いながらモケーと喧けん嘩かしていたのが……ほんの数日前。


    　あの懐かしい日々を取り戻すために、遥はるかがすべきことは……。


    「………………みんな。私、覚悟決めたッス」


    



    　　★


    



    　四日前の戦いの爪つめ痕あとが残る八はつ甲こう田だ山さんの直上に、巨大な円盤が滞空している。


    　直径にして五キロメートル……地球の魔ま星せい少女たちが相手取ってきた中では最大。


    　そしてその円盤から、鉛色の怪人が何十何百と降下してくる。


    　鳥のような顔、犬のような顔、様々な見た目の怪人がいるが……ルーティアの操り人形トーラスと同じく、知性がないようだ。


    　命令を待ち、根こそぎ消えた木々の代わりに山肌に立つ侵略兵器たち。


    　そして捜さずともわかる激しい輝光をまとって最後に地上に降り立つのは、エンペラーユーマ。


    　皇み月つきと愛まな美みはレイアールナ、レイアーヴィナスに変身し、ギリギリその光を視認できるほどの距離から様子を窺うかがう。


    「すっげーなー、遥。あれに変身しないで戦おうとしてたんだから……」


    　しかし、あの軍勢を前にして、果たして生身と魔星少女とでいかほどの違いがあろうか。


    「マナ、今日死んじゃうだろうなあ……」


    　こともなげに、生命を観念するレイアーヴィナス。


    「あーあー、作家になれず仕舞いかぁ……」


    　懸命に勇気を振り絞り、今この場に立っているのだろう。


    「座して死を待つより、地ち平ひらさんに安息を与えられただけ、私たちがここに来た価値はあります」


    　ヴィナスが左腕に装着したルシファーズタイパーで分析される情報は、要約するまでもないたった一つの結論。


    　ただ、どうしようもない──という局面のみだった。


    「あの怪人を全すべて相手にする余裕はありません。エンペラーユーマを真っ先に倒さなければなりませんが……厄介なのは、私たちへの強制操作能力です」


    「遥がブラジャーのホック外した魔ま星せい術じゆつと似たようなものだろー？」


    「なるほど、そう考えるとそこまで大それたものでもないように思えますね」


    　レイアールナは星衣類スタイルの自己修復が完全には済んでおらず、ボロボロな見た目のルナティッククラウンで、背後から近づいてくる気配を察知する。


    　星ほし上がみ陽ひ奈なが唇くちびるを引き結んで、皇み月つきと愛まな美みを見つめていた。


    　エンペラーユーマを倒すことだけを考え、決死の覚悟を胸にした二人にとって、これ以上のないくらいに頼もしい救援。


    　失意に支配され、もう二度と戦うことはないだろうと覚悟していたレイアーソルが、エンペラーユーマの暴虐を打倒するために起ち上がってくれたのだ。


    「……どうして来ちゃったの」


    



    　しかし……喜びに満ちたレイアールナとヴィナスの表情は、次第に困惑へ、やがて悲壮へと変わっていく。


    「私は今日、テコ入れをするのよ……。あなたたちを巻き込んでしまうでしょう？」


    　陽奈の目は……全すべてを諦あきらめたように、冷たく凍いてついてしまっていたのだ。


    「テコ入れって……陽奈たん、なにするつもりっ!?」


    　縋すがるように問いかけるレイアーヴィナスに、陽奈は微笑ほほえみを忘れた貌かおで、非情の宣告を返した。


    「ユーマエル星人として、この地球を侵略するわ。それしか、宇宙が救われる方法はないんだから」


    　言葉を失ったレイアールナとヴィナスの呼吸いきが、弱々しく乱れる。


    「私は地球人じゃないから、寿命だってみんなよりも長いかもしれないでしょ？　だったらこんな、終わりのない戦いを続けるのは私だけでいい……魔ま星せい少女は私一人だけでいいの」


    「待ってください星上さん！　宇宙を救っても、地球が救われなければ、意味がないではないですか!!」


    　確かに陽奈は、人生観そのものを塗り替えられるほどの恐ろしい事実を明かされた。


    　しかし、皇月の知る彼女はこんな捨て鉢な行動に出るほど弱くはないはずだ。


    　そこまで──太陽の心が陰ってしまうほどに、絶望してしまったというのか。


    



    　陽奈はコスモチェンジャーと、〝太陽〟の変身魔星紙片トランススターピースを手にした。


    　変身という儀式。正義を完かん遂すいする心を形作るシークエンスが、ただの流れ作業として執り行われる。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ]オール [image: ][image: ][image: ]セット ， [image: ][image: ][image: ]ソル [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    



    　皇月は確かに見た。蒼あおき星の紋様が彩られたその魔星紙片スターピースを。


    「！　それは、地ち平ひらさんの……〝地球〟の変身魔星紙片トランススターピース……」


    「遥はるかはもう戦えないわ。私が使っても構わないでしょ？」


    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エクリプス [image: ][image: ]アツプ ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]テラ [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    



    　陽ひ奈なは続けて、裏側のトレイにもう一枚の変身魔星紙片トランススターピースを装そう填てんした。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スターティン ， [image: ][image: ][image: ][image: ]スター [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エヴオリユーシヨン．》


    



    　その背に広がるは、光輝く白い翼。


    　赤と青の魔ま星せい力りよくを爆裂させ誕生する超越戦士、レイアーソル・アースエクリプス。


    　正義とは視点によって悪にもなり得る。それは、遥はるかの言だったか。


    　たった一月前に地球を救った最強の戦士が今、恐るべき侵略者として再臨するとは。


    　通常のレイアーソルでさえ、二人がかりでも勝てないというのに──完かん璧ぺきなる諦あきらめを勧告しているのだ。


    「……最初から誰にも頼らなければよかった。頼っちゃいけなかったのよ」


    　レイアーソルの醒さめきった闘気が、地脈に活を入れる。


    　割れた地面から迫り上がる、仄ほの紅あかい熱波。公園の噴水のように、大地からマグマが噴き上がり始めた。


    　待機しているエンペラーユーマの尖せん兵ぺいの進行を待たず、地上が壊滅へと歩んでいく。

  


  [image: ]


  
    　雲の代わりに炎が流れる空は、地上が地獄へと変へん貌ぼうするのをありありと象徴していた。


    「やめて……星ほし上がみさん！」


    　伸ばした手を宙に彷徨さまよわせながら……レイアールナは、胡乱うろんな足取りでレイアーソルへと歩んだ。炎に赤く照らされたその横顔は、痛ましいほどに震ふるえている。


    「あなたが悪に堕おちてしまったら……私は……私は、何のために……!!」


    　ヒーロー番組の主役は普遍の正義。迷ってもいい、立ち止まってもいい、それでも主人公だけは断じて悪を受け容いれてはいけない。


    　そんな子供ながらの理想を強き信念と変えて、「星上陽ひ奈なという正義」を護まもるために皇み月つきは魔ま星せい少女になった。


    　彼女の思いが今、音を立てて踏みにじられていく。


    「……皇月ちゃん……悪って何？」


    　レイアーソルのツインテールが、悲しく揺らめく。


    　皇月の憧あこがれた髪型が、持ち主の悲壮を共有するように、悲哀の風に梳すかれていた。


    「私はユーマエル星人……別の地球の生き物だった。自分の本当の生まれ故郷を守ろとすることは、悪なの？　それが結果的に、この地球を侵略することだとしても──」


    「そ、それは……」


    　迷うレイアールナの髪もまた、風が揺らしていく。


    「悪だよ！　悪いことは悪いよ!!」


    　ルシファーズタイパーに全魔ま星せい力りよくを収束させたレイアーヴィナスが、敢かん然ぜんと疾走していた。


    　たとえ未熟でも、本能で感じたのだろう。


    　ほんの僅わずかに事態を好転させることすら困難なこの状況──活路は、最初から全力をぶつける以外にないと。


    「……陽奈たん、ごめん……！　ルシファーインパクトッ!!」


    　頭上に振り下ろされたレイアーヴィナス必殺の一撃を──レイアーソルは、手の平で軽々と止めた。あたかも、降り注ぐ雨粒を受ける程度の容易たやすさで。


    「……う、嘘うそ……」


    「────私はごめんって言わないわよ」


    　レイアーヴィナスの腹にそっと、手の平で触れる。傍そばからはそうとしか見えなかったというのに、弾丸のように猛烈な勢いで吹き飛ばされてしまった。


    　土砂がマグマのように天へ噴き上がり、遅れて激突音が轟とどろく。


    　地面に巨大なクレーターが形成され、その中心ではレイアーヴィナスが力無く横たわっていた。


    「う、ぅ……陽奈、たん……」


    　金星の星衣類スタイルが光となり、大気中に泡立つ。


    　変身が解けてしまい、愛まな美みはおぼろげな瞳ひとみでレイアーソルを見つめる。そこには怒りではなく、悲しさだけが揺らめいていた。


    「美み金かねさん！」


    　アルテミアローにセットされたコスモフォンのスコープが、こちらに背を向けているレイアーソルを捉とらえる。ロックカーソルが躍動し、彼女の全身をくまなく捕捉した。


    「ミーティアスアロー……!!」


    　唸うなりを上げて発射された無数の光矢が、レイアーソルを取り囲む。


    　その全すべてを、避けるでもなくレイアーソルは総そう身みに受けきった。


    　ダイヤモンド目掛けてダーツを放っても、ただ弾はじき返されるが必ひつ定じよう。


    　レイアーソルという金剛石には、もはやあらゆる攻撃が無力だった。


    　そもそもレイアールナからは、カラミティーサタン戦で見せた気迫が微み塵じんも感じられない。


    　友達を目の前で失い……戦士としての彼女の時はあの日、止まってしまっていた。


    「……怖い？」


    　愕がく然ぜんとするレイアールナの視界から、レイアーソルはかき消える。


    「怖いでしょ？」


    　冷たい言葉は、途中からレイアールナの背後から聞こえていた。


    「ッ────」


    　振り向くよりも早く、レイアールナの背中にやはり優しく手の平を触れる。


    　掌しよう圧あつで吹き飛ばされたレイアールナは大きく地面を抉えぐり、倒れている愛美のすぐ近くで減速。全身から放電させ、変身解除してしまった。


    「愛美ちゃんも皇み月つきちゃんも、もう戦わなくてもいいの。変身魔星紙片トランススターピースを出して」


    　地球を抱き包む天使の翼が、今は世界に終しゆう焉えんを告げる、堕天使のそれに見える。


    　勿もつ体たいつけるように緩ゆるやかに歩み寄るレイアーソルに、皇月と愛美はその双そう眸ぼうだけで不屈を表明する。


    



    　魔ま星せい少女たちの終焉を目まの当あたりにし、エンペラーユーマは悦に入っていた。


    　残りの魔星少女がやって来るところまでは、全て予測済み。最後の最後まで足あ掻がいてもらうことこそ、番組の締めを飾るに相応ふさわしいエンターテイメントだ。


    　レイアーテラが最後の抵抗に現れないのは興きよう醒ざめだったが、彼女の〝地球〟の変身魔星紙片トランススターピースを使うことでレイアーソルがより完かん璧ぺきな侵略者になることができたと思えば、こちらの展開が正解だった。


    〈フッ……さすがの貫かん禄ろくである。この絶対的絶望を与えることこそ、悪の華。やはりもっと早く、レイアーソルを悪に据えるべきだったのである〉


    　皇帝の繰り言に、響く足音が水を差す。


    　絶望に囚とらわれ、抗あらがい続けた少女がいた。


    　宇宙の絶望を滅ぼすため、あえて悪として生きた戦士がいた。


    　黄金の威光に歩みを進める黒の少女、ルーティア。


    　エンペラーユーマが背後の足音に気づいて僅わずかに振り返ると、彼女は恭うやうやしく礼をした。


    「宇宙皇帝エンペラーユーマ様におかれましては……わざわざそのように書き割りを演じていただくなど心苦しく……」


    〈ほう。してお前は、私にいかな役が相応ふさわしいと？〉


    「はっ。勿もつ体たいつけた登場をした割りには次の回で部下の反逆に遭ってあっさりと倒される、かませ犬の役がよろしいかと存じます」


    　ルーティアは海かい王おう星せいと冥めい王おう星せい……二枚の魔星紙片スターピースを手にし、黄金の皇帝を睨ねめつける。


    〈なかなか愉快な配役である。私はこれでも芸達者であると自負しておるが、その役だけはどう頑張っても演じられぬがな〉


    　本当の絶望を演出できるのは、絶望を味わった者だけ。


    　心で泣いた彼女がまとう魔ま星せい力りよくは──泣き腫はらした目のように切なく、悲しかった。


    「私の地球の番組放送を打ち切るよう指示したのは、あなたですね」


    〈いかにも。しかし、そのおかげでお前は悪として目をかけられた。感謝すべきである〉


    「かつて私の地球でともに戦った主役と、この地球で思いを分かち合った相棒──大切な仲間を二度も奪った貴様を、私は断じて許さん」


    　プロトチェンジャーに、二枚の魔星紙片スターピースを……自身の信念を装そう填てんする。


    「たとえこの宇宙と引き替えにしても……貴様はこの私が倒す！　スタートランス!!」


    　もはや問答は無用。ディザスターネプルティアに変身し、魔星力を凝縮させて黒剣を作り出した。


    　コスモチェンジャーを手にするエンペラーユーマ。〝支配ドミネーシヨン〟の魔ま星せい術じゆつの発動の機先を制するように、ディザスターネプルティアは言い放った。


    「プロトチェンジャーはまだおもちゃとして販売されていない……」


    　黄金の威光に怖おじることなく、黒剣を振り下ろすディザスターネプルティア。


    「つまり私には──スポンサー権限の強制操作は十分に発動できまい!!」


    〈馬ば鹿かめ。貴様ごとき、操るまでもない……。使命無きまま一年後の戦いフオークールアフターとなった、宇宙の亡霊よ〉


    　黄金の皇帝は悠々と黒剣を受け止め、鎧よろいじみた肩口から光線を発射する。


    　カウンター気味に光線を直撃され、ディザスターネプルティアは舌打ちをして後方へ飛とび退のく。それを皮切りに無数の光条がエンペラーユーマの全身から放たれるも、黒剣で切り伏せていった。


    　発射口などはない。黄金に輝く全身全すべてが、破壊的な魔星力を撃ち出す砲門。


    　絶え間なく放射される黄金破は光こうに、ディザスターネプルティアはじわじわと追いつめられていく。


    〈想定外の弱さである……貴様さては、レイアーソルとの戦いで力の大部分を失ったままであるな？〉


    「それはこっちの台詞せりふだ……これならば、レイアーソルの方がまだ手て応ごたえがあったぞ……！」


    　しかしディザスターネプルティアは、窮きゆう地ちにあって不敵に口端を吊つり上げる。


    「宇宙を統すべる力とはその程度か、エンペラーユーマ!!」


    〈一話で二人を退場させるのは性急かと思い、あの場では見逃のがしたが……全ての魔ま星せい少女が潰ついえる今回ならば相応ふさわしい。私自みずから、貴様を永久解雇してくれよう〉


    　猛攻に耐えながらも、生命を火花と散らしていくディザスターネプルティア。


    　彼女は爆発に包まれながら、好敵手へと思いを馳はせた。


    （星ほし上がみ陽ひ奈な……貴様は、この程度の不条理に屈する弱者だったというのか……!?）


    



    　　★


    



    　地球が静かに滅びていく。


    　意思無き生命に惑星そのものの生殺与奪を握られるのはあまりにもおぞましく、あまりにも恐ろしい。


    　地球の人々は、侵略されているという恐怖すら自覚しないままに、終しゆう焉えんを迎えるのだ。


    　皇み月つきと愛まな美みはすでに諦てい観かんを受け容いれ、静かに最後の時を待っている。


    　ディザスターネプルティアをあしらいながらその光景を目にし、エンペラーユーマは退屈そうに嘆息した。


    〈使えぬ魔星少女たちである。最後の最後まで足あ掻がいてくれねば画えにならぬのだが……多くを望むほど、番組が育っていなかったことの証左である。……行け、サテイレス〉


    　サテイレスと呼ばれた、地上で待機している鉛の兵士が一体、皇月と愛美に近づいていく。


    　トーラスを上回る魔ま星せい力りよくを滾たぎらせるその鉛色の兵士が、皇月に手を伸ばした瞬間──。


    「……邪魔よ」


    　レイアーソルはその顔面に裏うら拳けんを見舞い、首から上を木っ端微み塵じんに吹き飛ばしてしまった。


    　サテイレスは全身からも放電させ、爆発四散する。


    〈ククク、相変わらずのバイオレンスであるな……ならばお前がその敗残兵たる魔星少女たちに引導を渡すのである、レイアーソル〉


    　レイアーソルは変身魔星紙片トランススターピースを物理的に奪取しようと、二人に右手をかざした。


    「レイアーソル……ぐっ……！」


    　咄とつ嗟さにレイアーソルの元へと向かおうとしたディザスターネプルティアに、エンペラーユーマの放った光弾が直撃する。


    　地面に倒れ込み、蓄積したダメージで全身を放電させるディザスターネプルティア。


    〈つまらぬ……やはりこの番組も、潮時であるか──〉


    　権力者が番組そのものにいよいよ見切りをつけた、その瞬間。


    



    「舞い上がってんじゃねえッスよ成金野郎───────────────────ッ!!」


    



    　赫かく然ぜんたる声が、空に響きわたった。


    〈むう……!?〉


    　エンペラーユーマは、レイアーソルは、確かに見た。


    　白い飛行体が、空の彼方かなたから猛然と飛翔してくるのを。


    　白鋼の高速戦艦──グランガッター。


    　ガッタくんの超鋼変形メタモルフオーゼした姿だ。


    「……っ！」


    　さらに、レイアーソルが気づく。


    　その上に──戦艦のブリッジの直上に。地ち平ひら遥はるかが、腕組みをして仁王立ちしていた。


    　ただの人間が。


    　空という大海の潮流かぜを、その身に受け止めながら。


    「ピッタリの演者が来てやったッスよ！　足あ掻がいて足掻いて足掻きまくる！　この地球で、一番諦あきらめの悪い美少女ッス!!」


    〈ほう……〉


    　新しいおもちゃを見つけたように、愉悦を口くち許もとに浮かべるエンペラーユーマ。


    「あとよろしくッスーッ！　ガッタくん、ケセりん、モケー!!」


    　遥の足元には、ケセりんとモケーも搭乗している。


    「了解しました！　ご武運を!!」


    「……遥ちゃん、しっかりネ。あなたなら、アティシの弟子にしてあげてもいいわよん？」


    「モケー」


    　最後までついてきてくれた仲間に敬礼を切り、ブリッジ上から軽く飛び跳ねる遥。


    　気楽に交わされた挨あい拶さつとは裏腹、恐るべき冒険が展開されていた。


    　ブリッジから跳躍した後、遥の足元にあるのは──空だけだ。


    　遥はるか眼下へ落下するその瞳ひとみに、恐れの色は微み塵じんもない。


    　コスモチェンジャー一つを引っさげ、大の字に身体からだを拡ひろげて空に身を任せる。


    〈何のつもりだ……？〉


    　隕いん石せきと呼ぶにも矮わい小しような、一人の人間のただの墜落劇。


    　地上のエンペラーユーマはむしろ、興味深そうに見守っていた。


    「ッ……」


    　空を見上げたレイアーソルを、エンペラーユーマが制止する。


    〈手出しは許さぬ。お前がこの場から消えれば、そこな魔ま星せい少女たちにはサテイレスが向かうまで〉


    　冷たい視線でエンペラーユーマを一いち瞥べつすると、レイアーソルは空へと向き直った。


    「地ち平ひらさん、何を……」


    「はる、か……」


    　生身でダメージに喘あえぐ皇み月つきと愛まな美みでは、もはや力無くその顛てん末まつを見つめるしかできない。


    　ディザスターネプルティアも同様だった。


    



    　地面に叩たたきつけられるまで、数秒とないだろう。


    　走そう馬ま燈とうを脳裏に浮かべるリソースすら無駄と切り捨て、遥はるかは全すべての思考力を右手へのイメージ一点に投入した。


    「先輩は大好きなＵＭＡウーマに逢あいたいってだけで、異世界の扉を開いた……つくづくとんでもねー人ッス……」


    　究極の背水。


    　確かに遥の手には、変身魔星紙片トランススターピースはない。


    　また、地表のレイアーソルから強制奪取するほどの力も持ち合わせていない。


    　流れる雲だけが絶望的に疾はやく、破滅へのカウントダウンを刻んでいく。


    「あの人は、自力で奇跡の一つや二つ起こさなきゃ、乗り越えられない目標かべなんスよ!!」


    　自暴自棄と切って捨てるには、あまりにも純粋に輝く瞳ひとみ。


    『どうした、生命いのち張って自分を追い込んでみろ！　自分がやらなきゃ終わりだって突っ張ってみせろよ！　できねえのか!?　できなきゃ、てめえは永遠に殻を破れねえよ!!』


    　カラミティーサタンの叱しつ咤たを胸に沈め、遥は生命を張る。


    　後ろで睨にらみを効かせてくれていたという先輩は、今、目の前で自分たちを睨んでいるのだから。自分がやらなければ終わりだと、突っ張ってみせねばならないのだから。


    　都合のいいことなど起こるはずはない。


    　気負うだけで奇跡は呼び込めはしない。


    　空想同期などという魔法は自分にはない。


    　だから少女はほんの一欠片かけらの目算に、確信を裏打ちする今日この日までの足跡を上乗せする。


    　目算とは、魔星少女のシステムの根幹。ある事象に特化するという大前提。


    　足跡とは、努力。報われずとも決して諦あきらめなかった未熟な戦士が、涙の代わりに流し続けた汗──。


    「私は魔ま星せい少女リフレイア！　レイアーテラッス────────────ッ!!」


    



    　裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうは天に残跡し、地へと紡つむがれてゆく。


    「ッ……遥はるか……!!」


    　レイアーソルの眼前で、轟ごう音おんとともに土砂が舞い上がる。


    　ただの人間が高空から身を投げ、地面に叩たたきつけられた。


    　待ち受けていた結末は、当然のものだった。


    〈憐れな……命を晒さらせば星ほし上がみ陽ひ奈なが変身魔星紙片トランススターピースを返して助かると踏んだのであろうが……何な故ぜ私がこの場で見守っていると思っている。そのようなアドリブを封殺するためである〉


    　予想の域を出ない数秒の余興に、しかし黄金の皇帝は幾いく許ばくかの充足を示した。


    〈……ただの人間の投身自殺など、番組には使えんお蔵入り映像である。だが、私をほんの少しだけ楽しませる役には立ったな〉


    　エンペラーユーマは程なく興味を散逸させ、視線を切る。


    　しかし言い知れぬ違和感が、皇帝の目を再び立ち込める土煙へと還かえした。


    　おかしい。


    　魔星少女に変身すらできない普通の人間が数千メートルの高空から地面に落下すれば、残酷な話だが土砂が舞うほどの衝撃にはなり得ない。飛散するのはその人間の肉体そのものだ。


    　コスモチェンジャーが術者とともに爆発でもしたのだろうか。


    　その答えは、土煙の向こうから自負に満ちた声によって語られる。


    「……お蔵入り？　こんなかっこいい映像没にするなんて、とんでもない無能ッスね、お前」


    〈──────何!?〉


    　真っ先に驚倒に身を固めたのは、エンペラーユーマだった。


    　煙が晴れた時、誰もがその光景に目を疑う。


    　遥の周囲を、天あま色いろの球体力場バリアフイールドが取り巻いている。


    　不敵に微笑ほほえむ遥の右手には、Ｖ字に重なった二枚の魔星紙片スターピースがあった。


    　プリズムに輝く──地球と太陽、二枚の変身魔星紙片トランススターピースが。


    〈ッ……〉


    　想定外の「画え」に動揺したのか、エンペラーユーマは咄とつ嗟さにコスモチェンジャーを取り出し、〝支配ドミネーシヨン〟の魔ま星せい術じゆつで拘束を試みた。


    　だが、全すべての魔星少女を掌握するはずの邪悪の力は、遥の持つ魔星紙片スターピースに一切の効力が及ばない。


    〈何だ、その魔星紙片スターピースは……！　何故私の支配が及ばない！　答えよ!!〉


    　依い然ぜんとしてレイアーソル・アースエクリプスが健在な今、太陽と地球の魔星紙片スターピースはこの宇宙には他に存在しない。


    　しかし遥はるかが手にしているその二枚は、強力な力場を形成して持ち主を護まもるほどに莫ばく大だいな魔ま星せい力りよくを秘め、何よりも雄弁に「本物」であることを物語っていた。


    「……遥……」


    　いつしかその頬ほおに涙を伝わせながら、レイアーソルが複雑な胸中を声こわ音ねに込める。


    「きっと先輩が泣いてると思って……来ちゃった、ッス☆」


    　遥は可か憐れんに横向きのＶサインを決め、奇跡の成じよう就じゆを思わせない普段通りの明るさを振りまく。


    　落ち込んでいる時、いつも背中を押してくれた後輩。


    　大切な友達。


    　彼女は、毎日放課後家に遊びに来るのと同じような自然さで死戦を超越し、全すべてを背負おうとするレイアーソルの前に立った。


    「駄目よ、私の前に立ったら駄目……私と戦ったら駄目!!」


    　コスモチェンジャーのトレイを開き、二枚の変身魔星紙片トランススターピースを一気に装そう填てんする遥。


    　魔星力の逆流──紫電に全身を苛さいなまれながらも、天に一ひと吠ほえして痛みを払ふつ拭しよくする。


    　頭を下ろし、レイアーソルへと向き直った時。


    　遥の笑顔は、陽ひ奈なが今まで見た中でも一番の輝きを放っていた。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ]オール [image: ][image: ][image: ]セット ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]テラ [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    



    「大好きです、せんぱい──」


    



    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エクリプス [image: ][image: ]アツプ ， [image: ][image: ][image: ]ソル [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    



    「だから────私があなたを止めます!!」


    



    　覚悟の言葉と、差し伸べられる優しさと……、
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    　そして、超絶への到達を宣告するコスモチェンジャーの電子音声が、絶望に染められた空へ清澄に響き渡る。


    「スターエヴォリューション!!」


    　手にしたコスモチェンジャーが鳴動し、光流が遥の身体からだを包み込む。


    　やがて光は青と赤の二重螺ら旋せんを描き、眩まばゆい閃せん滅めつが咲き誇ほこる。


    　守護者の覚かく醒せいに奮起するかのように、炎に蹂じゆう躙りんされていた大地が雄お々おしく脈動した。


    　地球の星衣類スタイルに、山吹色のラインが走っていく。


    　マントのように広がった白き翼の美しさに、地球が一瞬呼吸を止め、自転を忘れる。


    　リボンで留めていた後ろ髪は今の彼女の心そのままに解放され、灼やけ煤すすけた大気を浄化するかのように舞い上がった。


    〈お、おお……〉


    　黄金よりも眩まばゆく輝く蒼あおを目まの当あたりにし、驚嘆の声を漏もらす宇宙皇帝。


    



    　ユーマエルよ。心涸かれ果てし、宇宙の核よ。


    　刮かつ目もくせよ、心の輝きを。


    　驚嘆せよ、地球が母なる太陽を抱き包む様を。


    　凜りん烈れつにして絢けん爛らん。


    　勇壮にして眩げん麗れい。


    　地球全土、遥はるか地平の彼方かなたまでをも照らすこの光は、全宇宙に燦さん然ぜんと輝く蒼き惑ほ星しの真なる姿。


    　その名は──


    



    「レイアーテラ・バーンエクリプス!!」

  


  [image: ]


  
    16ｔｈ：遥はるかなる地平の彼方かなたに。／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　決して相対するはずのない、究極の魔ま星せい少女が二人揃そろい踏みする。


    　エンペラーユーマは理解を超えた奇跡を目まの当あたりにし、滑こつ稽けいなほどに取り乱した。


    〈馬ば鹿かな……何な故ぜだ！　同一の変身魔星紙片トランススターピースを同時に存在させるなど、不可能だ!!〉


    「よーやく素すが見えてきたッスねえ。エンペラーだかウスッペラーだか知らないけど、そっちの焦りまくりの方がお似合いッスよ」


    　自慢の双丘を快こころよく手の平で打ち鳴らし、レイアーテラは新たなる装いへ傾注を促す。


    「あるに決まってるッスよね……？　だってここは、二つの異世界が融合した一つの宇宙……太陽系が二つあるなら、守護星の魔星紙片スターピースだって二枚ずつ存在を許されるはずッス!!」


    〈──融合した別宇宙の太陽系から、加護を得たというのであるか……!?〉


    　ディザスターネプルティアがもう一つの太陽系の地球の出身だと知った時、地球の加護を得たこの少女は思った。


    　ならばもう一枚ずつ、自分たちの守護星の魔星紙片スターピースは存在させられるのではないかと。


    　ただそれだけ。何の確証も無い、ましてやそうだったとしても成功する確率など絶無に等しかった賭かけだ。


    〈それが理論上可能だったと仮定しても！　貴様ごとき最弱が別宇宙の魔星紙片スターピースを召しよう喚かんできる道理がないのである!!〉


    　よりにもよって、この未熟な戦士が。番組にとっては賑にぎやかしに過ぎなかったただの踏み台の新主人公が、宇宙皇帝の思おも惑わくを初めて凌りよう駕がしたのだ。


    「知らねーっての、ノリッスよノリ！　私じゃできねーって道理もないッスよねえ？」


    　レイアーテラは華麗に腕で空くうを薙なぎ、漲みなぎる魔ま星せい力りよくを星と散らした。


    　心無いはずの鉛色の兵士たちが、それに見とれるように一様に向き直る。


    　侵略する怪異をも虜とりこにする魅力。誰憚はばからず誇ほこれる、主人公たる華がそこにはあった。


    「……ガッタくんたちも……」


    　空を見ると──ケセりんとモケーを乗せたグランガッターは願いどおり、滞空している宇宙船に体当たり。宇宙へと押し上げていくところだった。


    「語るに落ちましたね」


    　愛まな美みと互いに腰を抱いて支え合いながら、皇み月つきが歩いてくる。


    「エンペラーユーマ……あなたが熱弁したことではないですか。魔星少女システムとは、玩がん具ぐ販促に特化した機構だと」


    〈ぬ、う……！〉


    「ならばおもちゃのために自己進化するのは、番組進行のためのご都合ではない。定められた必然です」


    　常に薄気味悪いまでに泰たい然ぜん自じ若じやくとしていた宇宙皇帝は、幼い少女の喝かつ破はに一言も言い返せず、ただ遣やり場のない拳こぶしを震ふるわせるだけだった。


    「メッキが剥はがれてきたッスよスポンサーさぁん？　すみませんね、このほうが盛り上がると思って、現場の判断で勝手にパワーアップしちゃったッス♪」


    〈き、貴様ああああああああああああああああああああああ!!〉


    　自みずからを神と断じる皇帝の瞳ひとみを摺すり抜けた、最高の自己進化アドリブ。


    　メッキの黄金などは眼中にない。もはやレイアーテラの目に映っているのは、ただ一人。


    「さあ────勝負ッス!!」


    　宇宙の全すべてに絶望したように、唇くちびるを一文字に結んでいたレイアーソル。


    　その口くち許もとに初めて、笑えみが浮かぶ。


    　笑顔で互いに歩み寄った二人の魔ま星せい少女の姿が、一気にかき消えた。


    　皇み月つきや愛まな美みに二人の姿を視みることは叶かなわない。


    　山吹色と薄青色、二色の光が交差するのがまれに視界に映ることだけで、ようやくその死闘の模様を認識できるほどだった。


    　光は正面からぶつかり、擦こすれ合い、絡からみ合い、また離れる。


    　空に尾を引きながら周囲の空気を連鎖破裂させ、頂上激突は刹せつ那なの絶え間なく繰り広げられた。


    　地球全土の空を雷光が疾はしる。そのカタストロフィーの起点が極東の島国のとある田舎いなかだとは、誰知ることであろう。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]アームド [image: ][image: ]オン ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]プロミネンスタツフ．》


    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]アームド [image: ][image: ]オン ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]クロノ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ブラスター．》


    



    　空に轟とどろく電子音声で、二人がそれぞれの武装を召しよう喚かんしたことが知れる。


    　高速で飛来する二つの武器だが、召喚者の戦闘速度に比べればあまりに緩慢。


    　太陽を模した装飾のスタッフと砂時計を模した装飾のロッドが宙空でかち合う。弾はじけ合って静止した光点を視認したことで、初めてレイアーソルとテラの現在位置が視認できた。


    　プロミネンスタッフとクロノブラスターがぶつかり合う度に、周囲には流星もかくやと魔ま星せい力りよくの奔ほん流りゆうが降り注いでいた。


    　二色の光の高度が上がっていく。


    　行き場を失って絡み合う二色の魔星力は、昇竜となって成層圏へと戦いの舞台を移した。


    　時空流すらも超越するかのような、超高速の戦闘。


    　自分たちだけの世界で死力をぶつけ合う二人の魔ま星せい少女は、確かに笑っていた。


    



    　　★


    



    　せんぱい、覚えてますか。


    　初めて私が魔星少女に変身した日──せんぱいがお遊びで作ったトレーニング人形に私、ボロ負けしちゃったんです。


    　頑張って強くならなきゃって思ったけど……その後、すぐに敵の総攻撃が始まって。


    　それが私の、初めての戦いだったんですよね。


    　私がボロボロになって一人の怪人を倒すのがやっとだったのに、せんぱいは何百もの怪人と、悪の魔星少女と、敵の大怪獣、全部一人で倒しちゃってた。


    　わ、こんな人より強くなるなんてどうしよー、って思ったなあ。


    　でもね、せんぱい。それ以上に……私、そこで番組が終わって欲しくなかった。


    　私がせんぱいより強くなって、せんぱいをちゃんと引退させるまで、戦いが続いて欲しかった。そしたら、すぐに次の敵がやってきたんですよね。


    　もしかしたら、知らず知らずに空想を叶かなえていたのは、せんぱいのせいだけじゃないのかもしれませんね。


    　途切れなく敵がやって来ていたのは、私の望みでもあったのかも。


    　空想を現実化させて地球に迷惑をかけていたのは、私も同じなのかな。


    　みつきちもマナっちも、私なんかよりずっと強くて。


    　悲しくて、怖くて……でもせんぱいは、ずっと私を応援してくれた。


    　義務でやってたら、きっとここまで頑張れなかった。


    　見てください。感じてください。私──こんなに強くなったんですよ。


    　いいですよね？　今だけは、心の底から自うぬ惚ぼれて。


    　あなたには、私がいなきゃダメです。


    　せんぱいの全すべてを私が受け止めるから──せんぱいも、私の全てを受け止めてください。


    　驚きますよ？　こんなに愛されてたんだ……って！


    



    　　★


    



    「遥はるか───────────────────────────────────────ッ!!」


    「先輩──────────────────────────────────────ッ!!」


    　絶え間なく轟とどろく雷鳴にも勝る二人の咆ほう哮こうが、大気に見放された高空を灼やく。


    　レイアーソルはプロミネンスタッフへ魔ま星せい力りよくを注ぎ込み、刀身を光波剣として研ぎ澄ます。


    　太陽剣プロミネンスセイバーによる渾こん身しんの斬ざん撃げきを見舞った瞬間。


    　レイアーテラもまた、クロノブラスターにあらん限りの魔ま星せい力りよくを収束させていた。


    　ノーマルのシリンダーがイジェクトし、地表へと落下していく。


    　魔星力が凝縮して形成された三つのシリンダーが一つのシリンダーへと合体。それが斬撃パーツとして加積され、クロノブラスターは穂の長さが全すべて異なる、変則的な三みつ叉またの槍やりへとその姿を変える。


    　これは皆で考えた最後の武器。皆で紡つむいだ思い──。


    「クロノトランザー!!」


    　星剣と星せい槍そうの邂かい逅こうは、二人を中心に成層圏を深く穿せん孔こうした。


    　互いに武器の心得のない二人、ただ力任せに打ち合うだけの出で鱈たら目めな剣舞。


    　何かを言いたい。何かに応こたえたい。


    　言葉が喉のど元もとに出かかるとそれより先に武器がぶつかり合い、それが言葉となって相手の心へ届く。


    　二人はどちらからともなく上昇し、外気圏で対たい峙じした。


    　エクリプス同士の〝大魔星術マキシマギアス〟をぶつけ合うには、成層圏に身を置いてもなお危うい。
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    　──強くなったね。


    　たった一言の激励さえ口にはせず、レイアーソルは灼しやく熱ねつの斬撃を天に咲かせた。


    「プロミネンスエクスプロードッッ!!」


    　迎え撃つレイアーテラは、極点まで収束した魔星力を刺突と放つ。


    「ビッグバンブラスト──────ッ!!」


    　最頂の破壊力同士が抱擁し、この瞬間だけ地球を太陽に変える程の光量をもたらした。


    　輝きすぎた星は、ただ消えるのみ。


    　二人の身体からだは光に呑のみ込まれ、静かに薄れ溶けていく。


    　ようやく追いついたというのに。やっと、笑い合えたというのに。


    　地球の守護者たちは──心をぶつけ合い、完全に消滅してしまった。


    



    「星ほし上がみさんっ!!」


    「遥はるかぁーっ!!」


    　閃せん光こうと、遅れて衝撃波が地上に降り注ぐ。皇み月つきと愛まな美みの叫びが、悲しく空に木霊こだまする。


    　魔ま星せい少女が消えていく。


    　みんなで力を合わせて紡つむいできた番組が、打ち切りを待たずに終わっていく──。


    〈……お、おおお……面白い……面白いぞ！　よもやこれほどのエンターテイメントを目にできようとは……僥ぎよう倖こうである!!〉


    　戦いに魅せられ、宇宙皇帝は身に降りかかった恥辱を忘れる。今や、歓喜に打ち震ふるえるに至っていた。


    〈最高だ、最高の心ここ地ちである!!〉


    　切り札たるレイアーソルの消滅を目まの当あたりにしてすら、この喜悦。


    　皇み月つきたちは今はっきりと悟った。


    　この怪人は、自分が番組を楽しむ以外に一切の興味はない。


    　そしてその最高の気分のまま、エンペラーユーマは地上に待機していた兵士たちに最終命令を下す。


    　バッドエンドのテロップを、番組に穿うがつために。


    　だが、戦いに見み惚とれているのは宇宙皇帝だけではない。


    　たとえそれが生命削る死闘であったとしても……同等の信念を持つ者たちの戦いの、なんと美しいことか。


    　失意に攫さらわれていた二人の魔ま星せい少女の闘志もまた、二つの太陽の輝きを前に蘇よみがえっていた。


    「……もうひと頑張りしましょう……。地ち平ひらさんを見ていたら、私も星ほし上がみさんに一言言わないと気が済まなくなりました」


    「うん、マナも！」


    　土と埃ほこりで煤すすけた顔で頷うなずき合い、皇月と愛まな美みはコスモフォンとコスモチェンジャーを構えた。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ]オール [image: ][image: ][image: ]セット ， [image: ][image: ][image: ][image: ]ルナ [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    　《 [image: ][image: ][image: ]オール [image: ][image: ][image: ]セット ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ヴイナス [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    



    「「スタートランス!!」」
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    〈貴様たちの戦いは蛇足である。速すみやかに消滅を要請する〉


    「やーだよーだ!!」


    　一目散に駆け出し、エンペラーユーマから距離を取るレイアーヴィナス。興を削そがれた不満からか、エンペラーユーマは〝支配ドミネーシヨン〟の魔ま星せい術じゆつを使おうとしてこない。


    　ステイレスたちに命令を下し、迅じん速そくなる排除を指示した。


    　ルシファーズタイパーを召しよう喚かんし、殺到する兵士たちを見据えながら、レイアーヴィナスは不服に唇くちびるを尖とがらせた。


    「……あーあ、やっぱ一番最初に戦ったゴリラさんが一番いい奴やつだったなー」


    「頑張りましょう美み金かねさん、ゴリラのおもちゃを出してもらいたいのでしょう？」


    　アルテミアローを手にしたレイアールナも、仲間の戦意を鼓こ舞ぶできるほどに自分を取り戻している。


    　繰り広げられたのは、善戦だった。


    　レイアーソルに甚じん大だいなダメージを与えられていながら立ち上がり、数百の兵を相手どって一歩も退ひかない二人の奮戦は、すでに讃たたえられるべき敢闘だった。


    　しかしじわじわと数量という暴力に呑のみ込まれ、追い込まれていく。


    　ふらつく足で一体一体頭部を射抜いていたレイアールナだが、激しい疲労に膝ひざを折り、ついに致命的な隙すきを晒さらしてしまった。


    　宇宙皇帝の命令どおり速すみやかなる打倒を完かん遂すいしようと、一体のステイレスがレイアールナへと飛びかかる。


    　横合いから唸うなりを上げて飛んできた魔弾が直撃し──ステイレスは空中で爆発した。


    　エンペラーユーマとの戦いで自身も息も絶え絶えになるまで消耗していながら、ディザスターネプルティアがレイアールナを救ったのだ。


    「まさか地球の少女まで魔星紙片スターピースの二重装そう填てんを可能とするとは……立つ瀬がないな」


    　オッドアイを細め、空に消えた光へと思いを馳はせる。


    「ルーティアさん……あなたが私を助けるなんて」


    「マオンの惚ほれた女だ……せめて、私より先に逝いかせるわけにはいくまいよ」


    　二人が僅わずかな会話を交わすだけの暇いとまに、今度はレイアーヴィナスが追いつめられていく。


    　ルシファーズタイパーを杖つえにやっとで立っているが、三人ともがもはや限界以上の損そん耗もうを迎えている。


    〈正義と悪は明確に別たれていなければならぬ。交わるのは実に醜悪である!!〉


    　三角に背中合わせで少しでも互いをかばい合う魔ま星せい少女たちに、エンペラーユーマは美意識の限界を告げる。


    「はあっ……はあっ……」


    　真っ先に集中攻撃を受けたのは、裏切り者と断じられた黒の少女だった。


    　観念するように目を伏せるが、先ほど自身が奮った勇猛を、焼き直しの如ごとく自分が目まの当あたりにする番となった。


    　ディザスターネプルティアに迫る光弾へと身を躍らせ、一刀のもとに斬きり伏せる戦士。


    　白い残像を残しながら疾走すると、手にしていた剣を上空へ放り投げる。


    　そのまま力強く、拳こぶしを握り込み──


    〈何ッ……貴様、何な故ぜ──ぐおおおおおおおおおおっ!?〉


    　不可侵である皇帝の威い貌ぼうに拳の一撃を叩たたき込んだのは、白と黒の星衣類スタイルをまとった魔星少女。


    　──カラミティーサタンディザスター……!!


    「へっ……借りは返したぜ!!」


    　あの日無念のままに散ったはずの少女が、痛快なまでの一撃でもって帰還の狼煙のろしを上げたのだ。


    「……サタン!?」


    「───マオンさん……!!」


    　ディザスターネプルティア、レイアールナがほぼ同時に驚倒する。


    　身体からだを慣らすように軽くストレッチを始め、尊大な言い様で健在を宣言するカラミティーサタン。


    「スポンサーさんよぉ！　どうやら宇宙は、あたしの退場を望んでいなかったようだな!!」


    　そこへ雪崩なだれを打って襲いかかる、鉛色の戦士たち。


    「うぜえ！　力りきが入ってねえんだよ雑ざ魚こども────────────ッ!!」


    　カラミティーサタンは落下してきたサタンキャリバーを掴つかみ取り、回転ざまの一いつ閃せんで数体のステイレスを一気に切り崩した。


    　自分に向けられる奇異の視線を痒かゆがり、カラミティーサタンは魔ま星せい少女たちに視線を順繰りに返した。


    「あん、どうした……鳩はとが豆鉄砲食らったみてえなツラしやがって」


    「……そうか、お前も……一年後の戦いフオークールアフターに身を置く魔星少女だったな……。普通に死を全うできるほど、恵まれた存在ではないということか」


    　ディザスターネプルティアは言葉少なに納得するが、その声は僅わずかに震ふるえていた。


    「またわけわかんねえことを……。復活できたのは、あたしが強えからだよ!!」


    　気持ちよく言い放ちながら、カラミティーサタンはニヒルに微笑ほほえんだ。


    「……もしくはどこぞの好奇心バカが、空想同期でありえねえことでも願ったんじゃねえか？　くたばった敵がもう一回出ればいいな、とかよ……それもちょびっとは足しになんだろ」


    　つまり……と、顎で空を指すカラミティーサタン。


    　そこは、二人の魔星少女が光と消えた蒼あおがどこまでも広がっている。


    　皆まで言うまでもなく、ディザスターネプルティアは苦笑で応じた。


    　カラミティーサタンはキャリバーを肩に担ぐと、疲弊する年下の戦士たちに檄げきを飛ばす。


    「皇み月つき、作家！　てめえらはその雑魚どもを散らしてろ！　スポンサー様はあたしとルーティアが接待してっからよぉ!!」


    「マナの名前も覚えてよー!!」


    　消耗しきっていた三人とは違い、新たな生命に脈動するかのような動きでステイレスたちを突破。カラミティーサタンは、自分自身の仇かたきへと迫撃した。


    　返答も待たず駆り出されたディザスターネプルティア。エンペラーユーマの強制操作を免まぬがれる二人のタッグは、針の穴ほどの活路を切り拓ひらいた。


    〈馬ば鹿かめ、死に損ないと迷い出た亡者とで、この宇宙皇帝に敵かなうと思ったか!!〉


    「接待、って言ったぜ。借りは返したんだ、あとは空気を読んで待つさ……」


    「……フッ……我われ々われは大人、社会人だからな」


    　カラミティーサタン、そしてディザスターネプルティアの余裕に、絶対存在たる皇帝が苛いら立だちを見せ始める。


    〈何だ、その余裕は……貴様ら、何を待っている!!〉


    「それがわかんねえならてめえはやっぱ、番組作りの才能なんてねえよ!!」


    　別れを済ませた悪が、おめおめと舞い戻ったのだ……正義にそれができないはずはない。


    



    　　★


    



    　そこは、澄み切った海の中だった。


    　陽ひ奈なは、一いつ糸し纏まとわぬ姿で海を漂い──うっすらと目を開いた。


    「──うわ、どこよここ!?」


    　何度も不思議な目覚めを迎えると耐性もつくのか、目覚めてすぐに陽奈は状況確認をした。


    　水の中……だが、水圧を感じるわけでもなく、呼吸も普通にできる。


    　空気が空気のまま水になっているとしか説明のしようがない、やはり不思議な空間だ。


    「おお！　素すっ裸じゃないッスか先輩……!!」


    　唐突に話しかけられ、振り返ると付き添いがいる。


    　遥はるかが身をくねらせながらにじり寄って来ていた。


    「あんたもね」


    　遥も同じく、一糸纏わぬ姿だった。


    「わー、変身してないのにツインテの先輩可愛かわいいッス♡」


    「そういうあんたも、髪長いじゃない……」


    　陽奈はレイアーソルに変身している時のようにツインテール。


    　そして遥も、変身時のように長髪になっている。


    「……やっぱ私たち、死んだのかな」


    「このサービスマシマシはその可能性大ッスね……」


    　これが夢だとしたら、海は生命の回帰の暗あん喩ゆ。つまり、自分たちは死闘の果てに消滅を喫してしまったのだろうか。


    　それならばそれで、陽奈は声を大にして言っておかなければならないことがある。


    「っとにもー！　馬ば鹿か！　大馬鹿────────────っ!!」


    　目を丸くして疑問符を浮かべる遥。


    　見たくもない生なまの巨乳を目の前に、陽奈からは洪水のように言葉が溢あふれてくる。


    「何のために私がみんなに嫌われてまで、一芝居打ったと思ってんのよ！　あんたのせいで台無しじゃない!!」


    「だって先輩、演技ヘッタクソっすもん……多分みつきちとマナっちにも途中からバレバレッスよ」


    「そんなあ……」


    　遥はるかは寂しげに笑い、陽ひ奈なの独断専行の理由を推察する。


    「……エンペラーユーマと差し違える気だったんスね」


    「あんただってそうでしょ」


    「私は違うッスよ、勝つ気満々だったッスよ」


    「私だって、もっと色々考えてるし」


    「だいたいあいつと差し違えるぐらいなら、先輩にしたいこと全部してから死ぬッス」


    「……いいわよ」


    　羞しゆう恥ち心がリストラされたせいで、陽奈は自分でも思いもよらぬ暴言を口にしていた。


    　聞き間違いに違いないと、目を見開いて顔を寄せる遥。


    　陽奈は裸なのを承知で後ろ手に組み、遥に全すべてを晒さらす。


    「しなさいよ、したいこと」


    「ッッッはあああああああああああああああああああああああああああああ!?」


    「私はあんたが何しても、拒まないって言ってんの!!」


    　陽奈がここまで言っても、遥は夢の中で夢を疑っているのか。これ見よがしに自分の頬ほおをつねって見せた。


    「……だいすきって言ってくれて……嬉うれしかった。でもその言葉に、今は応こたえられないから……そのお詫わび。それと、頑張ったご褒ほう美び」


    　頬を朱に染めて視線を切る陽奈。


    　身体からだの裸を見せるより、心の裸を見せる方がよほど恥ずかしい。


    「先輩……」


    　その言葉は遥にとって、地球という一個の惑星と等価だと断じても過言ではないだろう。


    「……私ね、すっげー頑張ってきたッス」


    「知ってる」


    「毎日めっちゃ疲れて……身体中痛くて眠れないのもしょっちゅうだったッス」


    「知ってる。時々目の下にクマできてたよね」


    「すっげー頑張って……たまに怖くて……頑張って、頑張って……」


    　堪こらえていたものが込み上がり、止まらないのだろう。


    　次第に要領を得なくなっていく遥の言葉を、しかし、陽奈は全て理解していた。


    　あの日のことだろうか。あの時のことだろうか。その思い出は、誰よりもたくさん挙げられるだろう。


    「全部知ってる。いつも見てた」


    「……私の方が！　ずっとずっといっぱい、先輩のこと見てたッス!!」


    　遥はるかと、みんなと過ごした記憶だけは、星ほし上がみ陽ひ奈なの真実ほんとうなのだから。


    



    「ありがと。遥に出で逢あえて……よかった」


    「──────せんぱいっ」


    



    　遥はついに、あられもなく涙を零こぼした。


    　どんな時でも笑顔で、決して挫くじけず、涙を見せず──みんなに元気をくれた、主人公。


    　遥こそ、陽奈にとっての太陽だった。


    　太陽の笑顔を持つこの少女が、〝太陽〟の変身魔星紙片トランススターピースを使えるようになったのは、奇跡でも何でもない……地球の、そして宇宙の意思だったのだ。


    「……っあ、ああああ、せんぱい、せんぱい……わあああああああ……!!」


    「……馬ば鹿かね、何でもっと早く泣かないのよ……あんなにひどいお別れ言ってまであんたが泣かないから、私の方が泣きそうだったんだから!!」


    　遥は感極きわまって陽奈を押し倒し──嗚お咽えつに震ふるえる唇くちびるを熔とけ合わせた。
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    　包み隠すもののない肌と肌も触れ合い、温ぬくもりを分かち合う。


    　遥はるかは慣れてきているなどと茶化すが──陽ひ奈なにとっても、この甘い刺激はいつまで経たっても慣れることはない。


    　一いつ旦たん離れようとした遥の顔を、陽奈は両手で挟み……今度は、自分から唇くちびるを寄せた。


    「足りない！　私……ここ最近ず──っと！　こうしたくてたまらなかったんだから!!」


    　自分で手の甲に唇を押し当てても味わえない、特別な感触。


    　同じ部位を触れ合わせるという、自分一人では不可能な行為だからなのだろう。


    　文字通り、剥むき出しの神経で繋つながるかのような。心と心を触れ合わせるような──。


    　それから、どれくらいの時間が経っただろう……。ここでは、時間の概念がないようだ。


    　どれだけ求め合っても終わらず、最後に二人は、指を絡からませ合って余韻に酔いしれていた。


    「夢みてーッスよ……」


    「ヘラヘラしてるとホントに夢で終わるわよ……」


    　断じて夢では終わらせない。二人は絡ませ合った指で、光の扉を開く。


    　一番最初に二人で戦った時も……心寄せ合う口づけが、逆襲の階きざはしとなったのだ。


    



    　　★


    



    　空が輝き──赤い光が戦場へ降り注ぐ。


    〈ふむ、次は何なに奴やつか〉


    　悪の魔ま星せい少女たちをあしらいながらも、上空に興味を向けるエンペラーユーマ。


    「……おめえさんをぶちのめしたくてうずうずしてる奴だろうよ」


    　確信を持ったように、カラミティーサタンはニヒルに笑う。


    　一瞬動きを止める一同。満を持して現れた救世主は──


    



    「────エンペラーユーマ。お前の最後だ」


    



    　──ウマちゃんだった。


    　馬型のぬいぐるみが、円つぶらな瞳ひとみに陽光を煌きらめかせて降臨する。


    　しかしウマちゃんは、自分に向けられる周囲の視線が落胆に満ちていることにぎょっとした。


    　死力を尽くしてエンペラーユーマと対たい峙じしていた、悪の魔星少女二人さえも。


    「え、あれ……何!?　何でそんな目で見るの!?　僕が来ちゃ駄目だったの!?」


    　時、わずか数秒を置いて、更なる輝きが大地へと降り注ぐ。


    　完全にタイミングを外したウマちゃんに悪びれることなく、高空で二人の魔星少女が消滅した地点に光が凝縮し、球体となってゆっくりと地上に舞い降りる。


    　真打ちよろしく降臨する、星ほし上がみ陽ひ奈なと地ち平ひら遥はるか。


    　二人は指と指を絡め合い、ただならぬ雰囲気を身に纏まとっている。


    　エンペラーユーマは今度こそ、全身を粟あわ立だたせてその帰還を歓迎した。


    〈ふ、ははは……消えなかったか！　さらなるエンタメを私に見せよ、星上陽奈!!〉


    「そうね。これからはたっぷり見せてあげるわ、あんた自身を中心にしてね」


    　レイアーソル……陽奈の反逆を不審に思ったのか、恫どう喝かつするようにレイアールナたちへ向けて〝支配ドミネーシヨン〟の魔星紙片スターピースをかざすエンペラーユーマ。


    　しかし、陽奈と遥は微み塵じんも動揺せず、顔を見合わせて頷うなずき合う。


    〈それにプロデューサーよ。てっきり故郷に逃げ帰ったものだと思っていたのであるが〉


    　完全に無視されたと思っていたウマちゃんは、唐突に話題を振られて顔を綻ほころばせる。


    「惑星ユーマエルには行ったよ。ただし、日帰り出張さ……君と違って、僕は忙しいんでね」


    　表情をきりっと引き締め、逃のがしてしまった真打ちとしての仕事を打ち明ける。


    



    「『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』のスタッフと正規のスポンサー全すべてを集め、会議をしてきた。──エンペラーユーマ。お前は解任だ!!」


    



    〈解任だと……〉


    　嘆息とともに笑い捨てるエンペラーユーマ。


    　だが、陽奈はウマちゃんを信じて待っていたのだ。


    　自分だけではない──全ての魔星少女が「社会的に」解放される、この瞬間を。


    



    　　★


    



    　エンペラーユーマが現れたその日……陽奈は、マンションのリビングでウマちゃんと二人きりで話をしていた。その瞳ひとみに決意を湛たたえる陽奈を見て、ウマちゃんは察する。


    「エンペラーユーマと戦うつもりかい、陽奈」


    「どうやって引退しようか、ずっと考えてはいたけど……不出来な演者だもん。スポンサーと差し違えて引退ってのも悪くはないわ」


    「いや悪いよ」


    　完全に自爆覚悟で挑むつもりの陽奈を、ウマちゃんは冷静に諭さとす。


    「僕はこれから、ユーマエルに帰ってスタッフと役員を集めて会議をする……。エンペラーユーマの進退を決めるためにね」


    　そして、一いち縷るの望みを共有する。


    「！　エンペラーユーマに数日猶ゆう予よをくれって言ったのは、そのために──」


    「けど、裏で自分の望みどおりに操ろうとしているとはいえ、大スポンサーを排除するのは少しの話し合いでは不可能だろう。ユーマエルまでは空間転移を用いても往復だけで二日はかかる……タイムリミットの四日を考えれば、かなりタイトなスケジュールだ」


    「……スケジュールがタイトなのは、いつものことじゃない。ウマちゃんが帰ってくるまでの時間稼ぎは、妻ツマちゃんの私に任せて」


    　久しぶりにお気に入りの肩書きを持ち出され、ウマちゃんは苦笑する。


    　陽ひ奈なはリビングの壁際に置かれたメタルラックを見た。


    　これまでＵＭＡウーマのフィギュアなどしかなかったこの棚には今、陽奈たちが魔ま星せい少女として歩んできた足跡が……多くのおもちゃがある。


    「ねえ、ウマちゃん……私のこと、信じてくれる？」


    「……信じているさ。エンペラーユーマがなんと言おうと、君はこの地球の、日本の、青森県で育った女の子、星ほし上がみ陽奈だ。使命なんてものはない」


    「……うん。たとえこの先に何が待っていようと、自分の次回みらいは自分で勝ち取るわ。私は、魔星少女なんだから」


    　数多あまた明かされた衝撃の真実を受け止めてなお、陽奈の瞳ひとみは未知への喜びに溢あふれている。


    「こんなところで終わらせない。最終回は、まだ先なんだから」


    「僕たちそれぞれにできる戦いをしよう、陽奈。この先に待つ、大団円のために」


    　ウマちゃんは陽奈の肩に乗り、彼女の首元にそっと身を寄せた。


    



    　　★


    



    「世の中には更こう迭てつっていうシステムがあるのよ、スポンサーさん。番組制作の障害になるあんたは、満場一致でお払い箱ってわけ！」


    　アドバンテージを保とうと、レイアールナたちに向けて〝支配ドミネーシヨン〟を行使するエンペラーユーマだが……その手にした紛まがいのコスモチェンジャーもろとも、何の反応も示さない。


    〈ッ……〝支配ドミネーシヨン〟の魔ま星せい術じゆつが……！　まさか、この時間を稼ぐために!!〉


    　スポンサー権消失に伴い、エンペラーユーマは魔星少女への絶対性を完全消失した。


    　演者もプロデューサーも元スポンサーも、この戦場において立場は対等。


    　ならばここから戦局を動かすのはただ一つ──心の強さだけだ。


    「行くわよ、遥はるか！」


    「了解ッス、先輩!!」


    　同時存在を許されないはずの二対の魔星紙片スターピースが、今──二人の少女の手の中にある。


    



    「「スターエヴォリューション!!」」


    　星ほし上がみ陽ひ奈なと地ち平ひら遥はるかが魔ま星せい変換器コスモチェンジャーに太陽と地球の魔星紙片スターピースを一対ずつ装そう填てんすることにより、封じ込められていた魔ま星せい力りよくが超解放を始める。


    　二人の衣服は瞬時に分子分解され、コンマ数秒生じる変身時の無防備から彼女の身体からだを保護する防護帯・バリアウェーブへと転換されて旋回。


    　解放された魔星力は、聖なる衣・星衣類スタイルへと結晶して二人の身体を覆う。


    　そして陽奈の頭部に燦さん然ぜんと輝くアホ毛が、おびただしい炎を放つ。


    　それは大量の魔星力と周囲の髪をも取り込み、ツインテールへと変形。


    　コメットムーブと呼ばれる神秘を以もつて、頭頂から側頭部へと移動する。


    　遥の後頭部で一番尖とがっている後ろ髪も負けじと、清らかな風を吹き放つ。


    　その一部分だけが大量の魔星力を吸収し、コメットレングスと呼ばれる神秘を以て、周囲と比べてやけに伸びる。


    　ここに宇宙の守護者・魔星少女レイアーソル・アースエクリプスとレイアーテラ・バーンエクリプスが誕生するのだ!!


    



    　銀河に煌きらめく閃せん光こう。宇宙に轟とどろく咆ほう哮こう。


    　最強と最強が肩を並べる。


    　レイアーソル・アースエクリプスと、レイアーテラ・バーンエクリプスは、今こそ真の敵を討つべく、白き翼を天に広げた。


    　太陽と地球の光を目まの当あたりにし、肩の荷が下りたようにカラミティーサタンは大笑する。


    「今日ほど楽な回はないぜ！　他にベタな悪役がいるんだ、立場なんざ気にしねえで、思いっきり暴れられっからな!!」


    　水を得た魚の如ごとく標的をエンペラーユーマから切り替え、次々と兵士たちを斬きり伏せていくカラミティーサタン。


    　その獅し子し奮ふん迅じんの活躍を認めながらも、因縁からか、ついつい嫌いや味みの一つも放ってしまうレイアーテラ。


    「うっへえ、今までで一番生き生きしてるッスね、あの年増魔星少女……」


    「だぁれが年増だ！　いいか、この地球を支配するのはあたしだ！　こんな紛まがい物の悪役に好きなようにされてんじゃねえぞ、地球産!!」


    「そしてこれまたベタな……」


    　挑発めいたニヒルな笑いに、会心の笑えみで応じるレイアーテラ。


    　心ある敵との戦いが、戦いという血と血の遣やり取りから心を奪わなかった。カラミティーサタンという好敵手の存在も、紛れもなく魔星少女たちを成長させた一因だったのだ。


    　空に、さらなる一条の光が輝く。


    〈むう……今度は何が降るか!?〉


    　エンペラーユーマの焦燥は、さらに加速する。


    　雲を突き抜け、戦艦グランガッターが降下してきた。


    「エンペラーユーマの宇宙船は破壊しました！　あとは地上にいる戦力だけです!!」


    「相変わらず有能だなあ君は!!」


    　もはやガッタくんの手腕を、ウマちゃんも素直に認めざるを得なかった。


    　グランガッターのブリッジから、ケセりんとモケーが飛び降りる。


    　アスキーアートで描かけそうなシンプルなフォルムのケセりんが魔ま星せい力りよくをまとい、火の玉となって落下してくる様は、シュールを通り越してもはや勇ましかった。


    　落下点にいたサテイレスに直撃し、早くも一体を撃破するケセりん。


    　モケーは着地した瞬間、自分をバイクに変形させて使えとレイアーテラに視線で訴える。


    「あわわ、私バイクなんて……」


    　迷ったのも一瞬。勇壮な決意とともに、武装魔星紙片アームドスターピースを実体化させる。


    　レイアーソルが尻しりを預けたシートだ。次に尻をつけるのは、自分でなければなるまい。
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    　間抜け顔のマスコットは全身にまとった光のかさぶたが剥はがれ落ちるようにして中から神ペ話ガ聖サ馬スのごとき真の姿を現し、白銀のバイクへと転身。魔ま星せい少女の騎乗を待ち受ける。


    「ええいっ、バイクの動かし方だって、自転車とおんなじようなもんだろッス!!」


    　モケーは真の姿となったことでいぶし銀な声で語りかけてくる。


    〈ペダルを漕がなくていい分、むしろ自転車よりも楽だが？〉


    　粋なジョークに頬ほおを緩ゆるめつつ、レイアーテラはモケーレイダーに騎乗した。


    　無機質なシルバーボディへ波が打ち寄せて砕け、蒼あおのラインが走る。


    　搭乗者に合わせて装いカラーリングを変化させるモケーレイダーは今、レイアーテラを二人目の主あるじとして歓迎したのだ。


    「モケーくん！　今度は私と爆走はしってもらうッスよ!!」


    〈フッ……かっこよくな。私も実は、自分がおもちゃになるのを楽しみにしているんだ──〉


    　グリップを握り込んで急加速するモケーレイダー。


    　レイアーソルのライディングに比べれば危なっかしいが、サテイレスたちを跳ね飛ばし、直線上にエンペラーユーマを捉とらえた。


    〈原始的な乗り物である……！　ＵＭＡウーマとやらの、作品への介入……それがたまらなく不快だった！　おもちゃにするのはこの私が断じて許さん!!〉


    「もうお前は……！」


    　疾走するモケーレイダーを回避しようとしたエンペラーユーマだが、不安定なライディングがフェイントとなって惑まどわされ、逆に無防備に身体からだを晒さらす羽目になってしまった。


    「スポンサーじゃねえだろッス───────────────ッ!!」


    〈がはあ────────っ!!〉


    　巨大な前輪の直撃を受け、地面を抉えぐって吹き飛ばされるエンペラーユーマ。


    　勢いそのままに後方の鉛兵士たちを轢ひき倒し、レイアーテラは座席から跳躍した。


    「サンキューッス、モケー！」


    　乗り手のいなくなったモケーレイダーに、爛らん々らんと双そう眸ぼうを輝かせてレイアールナがにじり寄っていった。バイクに乗りたくて仕方がないらしい。


    「さあ、決着の時ッス、エンペラーユーマ!!」


    　高らかに宣言するレイアーテラ。


    　黄金の輝きは土つち埃ぼこりにまみれ、じわじわとくすんでいく。


    　汚れるというよりは、本来あるべきカラーリングに立ち戻っているのだろう。


    〈負けが許される三流悪役と一緒にするな……私の書く物語に敗北の二文字はない!!〉


    　憤ふん懣まん遣やる方なく叫ぶエンペラーユーマ。


    「あははー、それ誤字じゃん！　マナが校閲してやるから感謝しろよっ！」


    　その背中に、いつものキュートな表情の毛玉が渾こん身しんの痛打を見舞った。


    〈ぬううおおお、またもやＵＭＡウーマ！〉


    　レイアーヴィナスが発動したケセラパライザーが、皇帝の背に屈辱を刻む。


    　いつしか魔ま星せい少女たちは、おのおのに笑えみを湛たたえ、地球を守る喜びに燃えていた。


    〈な、何だこいつらは……理解できん！　この緊張感のなさは何事か！　自みずからの星が滅ぶというこの時に、何な故ぜこれほどに笑っていられるのだ!!〉


    　エンペラーユーマはその時、初めて周囲に目を向けた。


    　自身の享楽にしか興味を持たず、ただ目の前に用意されたエンターテイメントを楽しむだけだった王は、魔星少女たちの奮戦で兵たちが倒されていることに気づかなかった。


    「あんたまだ……この地球が滅びる展開が面白いと思ってるの？」


    　拳こぶしに炎を纏まとわせ、レイアーソルが迫撃する。


    〈ぬぐっ……おおおおおおお……!!〉


    　一年目の雌し伏ふくのために未販促を座視し、結果、宇宙最強の拳足を誇ほこる魔星少女を育て上げてしまったエンペラーユーマ。


    「効くでしょ……!?　私のこの拳ては、宇宙で一番マジカルなんだから!!」


    　結果、自分自身でそのマジカルを味わうことになってしまったのだ。


    　プロミネンスセイバーとクロノトランザー。


    　撃ち合いで空を焦がした最強武装を、再び二人は手に取った。


    　十年来の相棒よろしく完かん璧ぺきな呼吸で同時に〝大魔星術マキシマギアス〟の能力魔星紙片エクステンドスターピースを引き抜き、コスモチェンジャーへと装そう填てんした。
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    　太陽と地球はここに直列を迎え、連れん斬ざんの軌跡が光の大花を咲かせた。


    「「コスモ……エクリプスラッシュ!!」」


    　斬ざん撃げきの衝撃で、天高く打ち上げられるエンペラーユーマ。


    〈ぬわああああああああああああああ……！〉


    　金色の胸板にＸ字の光跡を迸ほとばしらせ、宇宙皇帝は大笑する。


    　彼は今、最高のエンターテイメントを自覚したのだ。


    〈そ、そうか……私もこの番組にとっての、販促材料に過ぎなかったというわけか……スポンサーのこの私が……！　そ、それもまた、一興である……!!〉


    　だが、そんな救いは番組スタッフの最高責任者が許さない。


    「販促材料だって？」


    　ウマちゃんは落下するエンペラーユーマに向け、スタッフの総意を伝えた。


    「これまでこそこそと隠れていたポッと出のお前なんかが、販促になるか。商売を舐なめるな、宇宙皇帝」


    　憐れな皇帝の辿たどり着いた最期の興すらも、信念を以もつて微み塵じんと打ち砕く。


    　自身の望む展開のみをエンタメと語る皇帝。


    　仲間たちとの絆きずなをエンタメと変えた少女。


    　同じ、番組を楽しんだ者同士、道は別れ──趨すう勢せいは決した。


    　赤と青、二色の光が天空の金色を目掛け飛翔する。


    　さらなる〝大魔星術マキシマギアス〟をまとい、残る全すべての魔ま星せい力りよくを、互いの右足に集束させていった。


    　流儀ではないが、レイアーテラは密ひそかに憧あこがれていた。


    　一年目の戦いの始まりと終わりの戦いを彩った、レイアーソルを象徴する技。


    　この局面で放つ、最大最後の必殺技とは───


    「「コスモエクリプスマ───────────────ッシュ!!」」


    



    　──キック。


    



    　勢いそのままに反転した二人は、最後の蹴しゆう撃げきをエンペラーユーマへと捧げる。


    　再び空へとかち上げられるエンペラーユーマ。しかし、重力という救いの手は二度と差し伸べられない。


    〈ぐああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!〉


    　エンペラーユーマは地球を追放され、成層圏を離脱し、宇宙空間に到達してもまだ止まらず、どこまでも吹き飛ばされていく。


    　地球から太陽へと託される最終審判。今、裁きが下った。


    　一直線に過あやまたず、太陽へと突き進んでいく。叫びさえ響かぬ、無音の闇やみを。


    　そして数時間の後、エンペラーユーマは太陽に没する。


    　おそらくはこの場の誰もが興味を失い、頭から存在が消え失せたその時、一人孤独に最期エンデイングを迎えるのだ。


    　それが、生命をエンターテイメントと使い捨ててきた者の末路。皮肉な因果応報だった。


    「「浄化完了!!」」


    　空を見上げ、決着を告げる二人の魔ま星せい少女。


    　レイアーソルとレイアーテラはハイタッチし、笑顔を交わし合う。


    　それは遥はるか彼方かなたを歩む先輩の背中を追いかけ続けた後輩が、ついに肩を並べた瞬間だった。


    　レイアーヴィナスもすかさずレイアールナの手を取り、握手をするようにささやかなハイタッチで祝福し合う。


    　魔星少女たちは変身解除し、元の姿を見せる。


    　ごく普通の、ほんの少しだけそれぞれエンタメが好きな女学生。


    　惑星一つの進退を懸けた戦いを制したのは、地球の少女たちだった。
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    　陽ひ奈なは、空中に浮いて未いまだに天を見上げて自分に酔っ払っているウマちゃんを引っ掴つかむ。


    　これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、高速で頬ほお擦ずりをし始めた。


    「あ──────んウマちゃんかっこよかった───────────────っ!!」


    「ひいいいいいっ!?」


    　ウマちゃんの綿じみたボディが、頬擦りによる摩擦熱で刮こそぎ落おとされていく。


    　遥はるかはタックル気味に勢いよく陽奈に抱きつくと、僅わずか数分で反ほ故ごにされた純愛を訴える。


    「ちょっと待てええええええええええいい加減にしろッスこのビッチ、私とあんだけ熱烈なチューをしておいて早くも元カレとよりを戻す気ッスかあ!?」


    「別れてないもん。あれは後輩へのご褒ほう美びだもん。ウマちゃんも許してくれるよねー？」


    　ウマちゃんは物言わぬぬいぐるみと化し、波が引くように修羅場が収まるのを待つ。


    「あ、確信したッス。この先宇宙一の悪女になってハーレム作るッス、この女」


    　白目で口から魂を吐き出す遥。


    　喧けん騒そうに辟へき易えきして後頭部を掻かきながら、マオンは遥に呼びかけた。


    「……遥」


    「うおっ、なんスか今まで名前で呼んだことなかったくせに!!」


    　いつまで経たっても陽奈や遥には不機嫌な顔しか見せなかったマオンだが、この時ばかりは観念したように素直な苦笑を寄越した。


    「口だけ主人公ってのは取り消しとくぜ。……なかなかやるな」


    　これまで散々つかれた悪態を、ここぞとばかりに返してやろうとした遥だったが……不思議と何も浮かんでこなかった。


    「あ……うん……サンキュ、ッス……」


    　……そういえば。変身解除してマオンの姿になっているというのに、快活な性格のままだ。


    　彼女も、陽奈や遥たちと触れ合う中で、変わっていったのだろうか──。


    「星ほし上がみ陽奈も、皇み月つきと、美み金かね愛まな美みも。よい奮戦だった」


    　ルーティアも地球の魔ま星せい少女たちの健闘を讃たたえ、ウマちゃんへと向き直った。


    「……それと、皇帝へのあの啖たん呵かはかっこよかったぞ、先輩」


    　最後にもう一度だけこちらを振り返って口端を吊つり上げると、マオンとルーティアは成層圏から伸びる宇宙船へのカタパルトビームに吸い込まれていった。


    　彼女たちも力を貸してくれたのだ、もう少しの間、勝利の喜びを分かち合いたかったのだが……どこまでもプロ意識の高い社会人だ。


    「なんだよルーティアの奴やつ、僕に向かって先輩なんて……！　弟子入りする気かな？」


    　ウマちゃんは最後のルーティアの呼びかけに首を傾かしげる。


    「ウマちゃんを先輩なんて呼ぶ泥棒猫は、ウマ子ちゃんだけで十分よ……!!」


    「フフフそうそう、僕の後輩には可愛かわいいあの子が────って、あ」


    　嫉しつ妬とを腕力と変えてウマちゃんを全力で抱き締める陽ひ奈な。


    　そして陽奈は、この場でやっておきべきことが残っている。


    「……皇み月つきちゃん、愛まな美みちゃん、ごめんなさい!!」


    　頭が膝ひざにつくほど目一杯下げ、皇月と愛美に謝罪する。


    「謝罪は販促で示してもらいます。これだけ大がかりな戦いを繰り広げてしまったのです、この先半端な展開では視聴者は満足しないでしょう。これからもっと大変になりますよ」


    「マナ、けっこう痛かったから、これからどうしてもらうか決ーめようっと」


    　陽奈が慌てふためく姿を楽しんで、ちろりと舌を出す愛美。


    　ガッタくん、ケセりん、モケー……頼もしき仲間のＵＭＡウーマたちも、喜びとともに陽奈たちの元へとやって来る。


    



    　諦あきらめない心。ただそれだけを最強の魔星術まほうに変え、少女たちは地球をひとまず守り抜いた。


    　今ここに溢あふれるのは……２クール目のエンドマークを打つに相応ふさわしい、甘く、幸せな時間だった。
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    Ｅｎｄｉｎｇ：２クールアフター＋。


    



    『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』、激動の２クール目が終了を迎える。


    　仲間同士の確執と別れを乗り越え──陽ひ奈なのマンションのリビングは、いつもの活気を取り戻していた。


    「大当たりだ────っ！　『魔星少女変身セット』と『エクリプスセット』！　これで番組も安泰だよ!!」


    　嬉うれしさのあまり、天井の照明の周りをメリーゴーラウンドのように旋回するウマちゃん。


    　陽奈、遥はるか、皇み月つき、愛まな美み。


    　多た寡かの差はあれそれぞれの笑顔で、ウマちゃんの小躍りに安穏の喜びを感じる。


    　それは平和の象徴、魔星少女の安らぎの証あかしだった。


    



    『魔星少女リフレイアＳ』のおもちゃの新商品ラッシュの中に元から予定されていた、五枚の魔星紙片スターピースをまとめた魔星少女変身セット。


    　それに加え、急きゆう遽きよ追加されたもう一つのセット商品があった。


    　宇宙皇帝エンペラーユーマを撃破した、二人のエクリプスにまつわるアイテムだ。


    　本来予定されていたクロノブラスターの追加パーツ『クロノトランザー』に、プロミネンスタッフの追加パーツ『プロミネンスセイバー』、さらに遥が異世界から召しよう喚かんしたもう一対の魔星紙片スターピースをプラス。


    　波は瀾らん万ばん丈じようだった２クール目を象徴するこのエクリプスセットは、同じくおもちゃの追加攻勢に忙しかった２クール目の中でも特に「アタリ」となった。


    「これもう昇進間違いなしじゃないかな～。参ったな、エリート街道乗っちゃったな～」


    　ウマちゃんの増長はその後業績か視聴率が落ち込むフラグなので控えて欲しいのが大体の意見だろうが、陽奈は誇ほこらしかった。


    「プリズム仕様の魔星紙片スターピースを付属させるアイディアを出したのは私ですよ」


    　マイ湯のみでお茶を飲みながら、浮かれるウマちゃんにアピールする皇月。


    「おっ、みつきちも主張するようになってきたッスねえ～！」


    「説明書のフレーバーテキスト書いたのはマナだぞー!!」


    「うんうん、みーんなで頑張って成功したんだもんね!!」


    　宇宙の存亡をかけた決戦の数日後に、このどんちゃん騒ぎ。


    　あまりのいつも通りさに、陽奈もエンペラーユーマが来てからのことは全すべて夢だったのではないかとさえ思える。


    　しかし、自分が宇宙人であるという事実を受け容いれた陽ひ奈なは、これからが大変だ。


    「……なんと言っても、私とウマちゃんは同じ種族なわけだし。これで大手を振って結婚できるわね!!」


    　そう。ウマちゃんとの恋が禁断ではなくなった以上、何も憚はばかることはない。これは陽奈にとっては大事件だ。


    　といっても、元から後ろめたさなど感じていなかったのだが……。


    　……他に大変なこと？　ない。あらゆる悩みは恋の尊さが消してくれちゃうんだゾ。


    　差し当たって陽奈は、そろそろどれだけ嫌いやがっても毎晩ウマちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入ろうと企たくらんでいた。


    　もちろん、一筋縄ではいかない。


    「待てや浮気者！　もう先輩のアホ毛からあんよまで全部遥はるかちゃんのものッスよ!?　ウマっちのポジションなんて、目一杯妥協して間男ッス!!」


    　ソファー越しに陽奈の背中から手を回して抱き締め、所有権を申し立てる遥。


    「誰が浮気者よ！　あんたとの方が気の迷いっていうか浮気だったの！　青春の一ページとして忘れて!!」


    「ほうほう浮気!?　気があったって認めるんスね!?　その事実から執念深く本気まで持ってってやるッス!!」


    「ま、まあまあ、僕は間男で全然問題ないよ……そのままフェードアウトするから」


    　ウマちゃんも一皮剥むけたのか、色いろ恋こい沙ざ汰たに巻き込まれてもはぐらかすのが上う手まくなった。


    　こんなやりとりも最近は毎日のこと。遥はすぐに切り替えてテレビを指し示した。


    「ほら先輩！　もっかい私たちの戦いの回の完パケ見ようッス！　はあ～遥ちゃんめちゃくちゃかっこよすぎてここで失禁しそうッス」


    「出禁にするわよ」


    　今では遥は、リビングにいる間、自分の活躍回をエンドレスで流す始末だ。


    　だが、それだけはしゃぐ権利が、遥にはある。


    　この場にいる誰もが、遥の頑張りを知っているからだ。


    「で……この空気なんでぶっちゃけるんスけど、あれから何度やっても、異世界の変身魔星紙片トランススターピース出せねーんスよ……火事場の馬ば鹿か力だったんスかねえ」


    「!?　じゃあ、陽奈に借りてくれないか！」


    　しれっと恐ろしい発言をする遥に、ウマちゃんの落ち着きが一分で消滅する。


    　間男特有の余裕のなさで見苦しく狼ろう狽ばいし始めた。


    「それも試したんスけど……。先輩のオリジナルのは強すぎて、まだ扱えないみたいで……」


    「ちょっとおおおおおおおおお！　おもちゃ発売しちゃったのにもう二度とバーンエクリプスになれないのまずいじゃん!?　一回しか出番ないのにおもちゃが出るなんて前代未聞だよ!!」


    「そういう例ならごまんとありますよ」


    　皇み月つきがとんでもないことを言っているような気がするが、ウマちゃんは気が気ではない。まだまだ大人の落ち着きにはほど遠いようだ。


    「最終回までまだ２クールも残ってるじゃない。遥はるかのバーンエクリプスは本当の切り札として温存っていう体にして、これから別のおもちゃを販促していけばいいのよ」


    「うう、陽ひ奈なは強いな……僕はワゴン山積みの光景がフラッシュバックしたよ……」


    　陽奈はとっくに、トラウマである自分の武器のワゴンセールの映像を払ふつ拭しよくしている。


    　出自を知ったことで、去年までの卑屈だった自分と決別しつつあるのだ。


    「そーだぞウマ助！　マナも何か新しいアイテム欲しい！」


    「おっ、マナっち燃えてるッスね～」


    　愛まな美みが燃えるのも無理はない。


    　散々気を揉もんできた視聴率についてだが、ある回で二年目最高を記録することになる。


    　エンペラーユーマとの決戦……ではない。そうなればエクリプス同士、新旧主役同士の激突に外ほかなるまい。……と思いきや、それも違う。


    　実はその前の回のテラ、ルナ、ヴィナスＶＳサタン──正確には、その乱戦の最終局面である、ルナとサタンの戦いが異常なまでの高視聴率を獲得していた。


    　公式人気投票の一位二位が戦ったのだ、理由を考えれば簡単なことだった。


    　皇月はスマホをポケットから取り出した。何かの着信通知があったようだ。


    「……マオンさんからＲＡＩＮラインが来ています。『一週間だけ待ってろ、戦力を整えて地球侵攻を再開する』だそうです……同じような文面がルーティアさんからも」


    　皇月は川原で殴り合った不良よろしく、マオンとの絆きずなをますます深める始末。


    　番組が３クールを迎える今、いつまでも正邪で揺れる立場にはいられない、と皇月は悩んでいるそうだが……。悪の魔ま星せい少女も選択肢に入っているというのに、不思議と周囲に危機感を懐いだかせない。


    「懲りないッスねえ……っていうかルーティアともＲＡＩＮしてんスねみつきち」


    「グループ名『プリズム☆リング』に勝手に登録されたんです……」


    「ルーティアと三角関係頑張ってくれッス。私は先輩と純愛を貫つらぬくッスから……って、うおいマナっち!!」


    　陽奈の膝ひざ枕まくらでごろごろしている愛美を見み咎とがめ、遥が注意する。


    　魔星少女として頼もしくなったのはいいが、愛美は陽奈に甘える頻度が増していた。


    　陽奈から引ひき剥はがそうとしても離れない愛美の頬ほおを指でつつきながら、ソファーにふんぞり返る遥。


    「でー、スポンサーボコっちゃったわけだけど、これからどーするんスか？」


    「スポンサーはまた増えているから予算は問題ないよ。むしろ裏で暗躍していたエンペラーユーマが倒れて、これからさらに番組の自由度が高くなるかもしれない」


    「ま、私としては後はみつきちとマナっちにお任せで、この先はモブってもいいんスけどね～。なんせ、先輩より強くなるっていう目標は達成したッスから。あとは番組的によろしいところで引退してもらうだけッス」


    　正直、魔ま星せい少女活動に関しては遥はるかは燃え尽き症候群というか……皇み月つきか愛まな美みに主役の座を譲ってもいい、とさえ考えている。当然そんな無茶は許されないが。


    「星ほし上がみさんが言いづらそうなので代わりに私が言いますが、地ち平ひらさんはまだ星上さんを超えられてはいません」


    　緩ゆるみきっている遥に喝を入れるように、ジト目できつい一言を放つ皇月。


    　遥はソファーから跳ね飛び、四足歩行で皇月に縋すがり付いた。


    「……いや、そりゃ確かに同じエクリプスでもまだ多少差はあるかもしれないけど、一応私は先輩に追いついたんスよ!?　んで、まぐれだろうと引き分けたんス、もろもろ考慮してここは判定勝ちって認めてくれていい場面じゃねーッスか!?」


    「事実は事実だもの。でも、約束は破らないわよ？　私より強くなったら、遠慮なく押し倒せばいいじゃない」


    　鼻で笑うほど余裕の陽ひ奈なだが、むしろそれを楽しみにしているのだ。


    　……いや、遥に押し倒してもらうことではなく、強くなってもらう方が。本当に。


    「っほぉ～、言ったッスね!?　押し倒した暁あかつきにはその大層なアホ毛をプレイに組み込んでやるから覚悟しとけッス!!」


    「これはアホ毛じゃなくてくせっ毛!!」


    　……と言いつつも、アホ毛でもいいかな、と心境が変化しつつある。


    　正直、自分が宇宙人だと聞いて真っ先に納得したのが、このくせ毛と言い張っていた部位の存在だ。自分にも周囲にもそう言い聞かせるのは限界だったところなので、今はちゃんと受け容いれた。むしろ、触角みたいなものなのだろうと愛着が湧わいてきたほどだ。


    　あと、おっぱいが小さいのも宇宙人なせいだろう。そうに決まっている。


    「よし！　それじゃあ、３クール目の方針について会議していこうか!!」


    　ウマちゃんの号令で、いつもの会議が始まる。


    　ガッタくん、ケセりん、モケーもリビングにやって来て、今日も宇宙人地球人異世界人入り乱れてのにぎやかな会議は続く。


    



    　様々な戦いがあった。


    　多くの涙があり、幾つもの痛みがあった。


    　しかし、それ以上に番組を作る楽しさを、陽奈たちは知った。


    「こっからは宇宙を救う方法を探しつつ、先輩と私の愛を深めていくッス！」


    「いいですね……前半は。３クール目はドラマの円熟が鉄板です。もちろんおもちゃもたくさん出してもらいますよ」


    「じゃーマナは、これからマナがもっと目立つように脚本書くー!!」


    　遥はるかの、皇み月つきの、愛まな美みの……次世代の魔ま星せい少女たちの頼もしさに、陽ひ奈なは心の中で悩む。


    　引退……どうしよっかなあ。


    「君たちならきっとユーマエルを救ってくれるよ。宇宙どころか、異世界にさえ祝福された、最高の魔星少女なんだから！」


    　激励を送るウマちゃんを胸に抱きながら、陽奈は天井を見上げた。


    　彼女の瞳ひとみには、その先の宇宙が……さらにその先までもが映っている。


    「そうね。今の私たちには、宇宙だってちょっと手狭だもん」


    　宇宙という尺度にすら気け圧おされず、さらなる未知を探究しよう。


    



    「──次は、異世界で番組を撮影してみる？」


    　まだ見ぬ世界への扉を開く喜びに、陽奈は柔らかな微笑ほほえみを浮かべた。
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    　あとがき


    



    　ふぉーくーるあふたー、これにて一区切りとなります。


    　陽ひ奈なたち魔ま星せい少女はこれからも戦い、そして番組を作っていくので、またいつか、どこかで彼女たちと会える日が来るといいなと願っています。


    　そして自分も、たくさんの人に楽しんでもらえる作品を作ることを目指し、今後とも精進していきたいと思います。


    　この作品の製作に関かかわってくださった全すべての方に感謝は絶えませんが、何より素敵なヒロインたちと素晴らしいおもちゃのデザインでいつもわくわくさせてくださった、イラスト担当のｂｕｎ１５０ブンさん、本当にありがとうございました！　願わくば、また新たな物語をともに紡つむげますことを。


    　そしてこの作品を応援してくださった全ての方に、今一度心からの感謝を！


    



    　本当に、ありがとうございました！


    
      水みず沢さわ 夢ゆめ
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    水沢　夢


    Yume Mizusawa
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